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プロローグ


「……とりあえず、ついて来るのをやめようか」
「へ？　なんで？」
「なんでもくそもあるか！」
学校に向かって歩く俺の後ろを、月の形をした髪飾りをつけた女の子がついて来る。
「あのな、いくらお前の姿が他の人に見えないからって、俺は人から見えるんだよ！　今俺全開バリバリで独り言を叫んでる変な男子高校生なの！」
「だったらいいじゃん」
「よくねえ！　何を根拠に……」
「だって有栖ありすは元々変な男子高校生じゃん。男の子のくせに女の子みたいな名前してるんだし」
名前のことは言うな！
売り言葉に買い言葉だとしても軽く凹む。
「あっはは。図星ー」
「うるせえ！　とにかくだ、こっからは人とすれ違う恐れもあるから、何言われても無視するからな！」
周りをちょろちょろされるのは気になるが仕方ない。こいつと喋っているところを人に見られてしまったらそれこそ大変だ。
「あっ！　風で女子のスカートが！」
「なんだと！」
短距離走選手もビックリの超スピードで後ろを振り向く。
が、振り向いた後ろには確かに女子の２人組が歩いていたものの、スカートがめくれ上がったりなんておいしい展開にはなっていない。
「有栖のすけべー」
「てめえ……」
わかってはいても振り向いてしまう。男子高校生の悲しい性だった。
「まあこれくらいにしといてあげよーか。宿主いじめ過ぎてゲート閉じられても困るしね」
んなこたしねーよ。と言いたかったが、周りに同じく登校中の学生が増えてきたので言葉には出さない。
「んじゃあ有栖。私はちょっとその辺ぶらぶらしてくるから、また夜にねー」
俺は不自然にならない程度に片手を上げて見送った。
どうでもいいけど、あいついつからうちの学校指定の制服着てんだ。そもそも精霊界にそんなものはないはず。一体どうやって手に入れたんだ。
と本当にどうでもいいことを考えながら俺は学校に向かって歩いて行った。
　
俺の名前は木寺有栖きてらありす。ごく普通の男子高校生は、ごく普通の生活をし、ごく普通に学校に通っていました。でも、ただひとつ違っていたのは──そう、実は俺、魔導士だったのです！
……が。
一口に魔導士と言っても色々ありまして。黒魔導士、白魔導士。最近のゲームじゃ赤魔導士やら青魔導士やらカッコいい魔導士が増えてきているというのに。
「曜日魔導士ってなんじゃゴルァーーーーーーーー！！！！」
「仕方ないじゃん、その家系に生まれたんだから。あ、有栖おしょーゆとって」
「はいよ。……って違うだろ！ お前ら人間界に馴染み過ぎなんだよ！　もっと精霊なら精霊らしくしろよ！」
「らしく？」
「もっとこう……なんだ、すごい魔法を使うとか」
某ゲームみたいにド迫力の３Ｄ演出をしろとは言わない。だがせめて俺のやる気を起こさせるくらいの演出を見せてくれ。
「してるじゃん。たまに」
「お前に憑依ひょういしてもらったことが未だかつてないんだが」
うちでくつろいでいるところしか見た事がない。
「いやー、私の場合属性が『月』だからね。９月にはちゃーんと働くよ！」
「去年の中秋ちゅうしゅうの名月に団子食ってくつろいでたのはどこのどいつだ」
「しっつれいなー。私だってちゃんと仕事してるよ！　ちゃんとクレーター見えたでしょ！」
「あれお前が掘ってたのか!?」
なんという無駄な労力を。
「毎年毎年、人間は無責任に期待するんだからさー。大変なんだよ。うさぎに見えそうで見えないこの微妙なラインが」
「なんかすいません」
ってなんで俺が謝らんといかんのだ。大体、普通に考えて十六夜いざよいにそんなことが出来るわけがない。そもそも彼女らは、俺達魔導士を通じる以外で人間界に関与することを固く禁じられているのだから。
というか十六夜はまだいい。何もしないでぐーたらしているが、これと言って面倒を起こすわけでもないからである。問題は──。
「明日水曜日にならねーかな」
「ほむちんそんなに嫌い？」
嫌いとまでは言わないが。
「あいつうるさいんだよ。毎回毎回ギャーギャーわめいて走り回って。一人でやってる分には関係ないからいいけど、俺を巻き込まんで欲しい」
火曜日は焰ほむら。その名の通り、火の玉小僧である。
「ほむちんはまだ２５０歳くらいだからねー。遊びたい盛りなんだよ」
「人間だったらとっくに天寿を全うしてるがな」
精霊の寿命は長い。人間に換算したらどうなるのか一切検討がつかない。
「そもそも人間みたいに肉体がないからねー。寿命なんてものはないのさ。私たちが消えるのは人間に忘れられた時」
記憶の中でしか生きられないんだよ。と十六夜は言う。
そもそも精霊、および精霊界が存在するのは、端的に言うと、人間がそれを『想像している』からである。
少し説明が乱暴過ぎるか。もう少し補足しておこう。
実現したい想いがあるとする。
例えば『お茶が飲みたい』と願ったとする。
そうしたら人は、ヤカンに水を入れ、火をつけ、お湯を沸かし、お茶っ葉を急須に入れてお湯を入れ、急須から湯のみに注いで、その湯のみを口につける。
そこには『法則と手順』が存在し、人は科学的な法則に従って手順を実行している。
魔法や精霊についてもそれは同じで、科学とは異なる『法則と手順』が存在する。俺たちはそれを実行しているに過ぎない。
精霊の具現化に必要な手順は、『人間が精霊の具体的なイメージを持って想像する』こと。もちろん、それだけでは、精霊界に精霊が出現するだけで、想像した人間がその精霊に会うことは出来ない。会うには別の手順が存在する──ま、ここから先は長くなるんで別の機会にしておこう。
それだけでいいなら精霊なんて膨大な数が生み出されてしまうじゃないか、と思うだろうが、実際のところ、人間が普通に生活していて、精霊なんてものを想像する機会は思いの外少ない。例え想像してもそのほとんどはテレビゲームやフィクションの影響からくる既存のものであり、新規の精霊を想像する人間は少ないのだ。
「で、うちの家系を含め、魔導士の人間がその記憶を代々受け継いでいる、と。実際お前今何歳なんだよ」
「……さいってー」
ものすごい蔑さげすんだ目で見られた。
「女の子の歳聞くなんて！　それでも人間なの!?　だからモテないんだよ。変態男子高校生」
「二言余計だ！　……大体、恥ずかしがるようなことねーだろ。そもそも基準がわかんねーんだから」
３０歳、とか言われるとリアルに想像出来てしまうのでアレだが、１０００歳、とか言われると、逆にもうなんか崇あがめたくなってしまう。
「十六夜。二十歳です。ぽっ」
「……さて、晩飯食い終わったし。宿題するかー」
「またんかい」
後ろから首根っこを掴まれた。
「あのね、乙女の純情を無視しないでくださいます？」
「お米の苦情がなんだって？」
「いつも有栖の炊くご飯は水気が多いのよ！　もっと水を少なめに……ってちゃうわー！！」
どこの世界にノリツッコミする精霊がいるんだよ。全く。
「全くもう。精霊なめてるとその内痛い目見るんだからね」
「大丈夫。もう十分色んな意味で痛い目にはあってる」
精霊は普段魔力で自分の姿を消している。宿主である俺にはその姿は見えるのだが、そのせいで、ややもすると人前で独り言を喋り出す男子高校生になってしまうことが何度かあった。
……いや、違うな。そんな思い出話よりここまでの会話が既に相当痛い。
時計の針が１０時を指す。
「やっべ。さっさと宿題終わらせて寝ないとあいつが出て来る」
「まあ……夜にほむちん出て来たら大変だよね……」
俺は精霊を召喚する際、魔力で作った魔方陣型のゲートを描く。作ったゲートは詠唱する呪文によって、それぞれの精霊の眼前に現れる。それをくぐり抜けることで精霊は人間界へ出て来ることが出来るのだ。
宿主である俺が眠っている間は、自宅に据え置きのものも含め、精霊界とのゲートが閉じてしまうので、こいつらは人間界と精霊界の行き来が出来なくなる。
「十六夜も早めに戻っとけよ。俺が早く寝ちゃったら戻れなくなるぞ」
「別にいーよ。その時はこっちで寝るから」
こいつら曜日の精霊達は、自分に合った曜日のみ、宿主に憑依することで宿主がその属性に即した魔法を使えるようになる。自分の曜日以外に人間界にいた場合、その魔力は著しく低下するという。
いや、むしろ自分に合った曜日でも何もしないやつが多いが……。
また、こいつらは魔力によって姿を消しているので、魔力が低下すると魔導士以外の一般人にも姿が見えるようになってしまう。魔導士以外の人間に見られた精霊は、人間界のバランスを崩したということで精霊界の王様である精霊王から、恐ろしい罰を受けるそうな。
「一緒に寝る？」
「寝るか！」
見た目がいくら可愛くても精霊は精霊。俺はこいつらの恐ろしさを身を以て知っている。
「きゃははは。照れちゃって。かーわいー」
「うっせえ！　──とりあえず、部屋に戻るから」
「うん。じゃ、食器洗ったら向こうに戻るよー」
部屋に向かうため階段を上がる。
「有栖」
「ん？」
「おやすみ」
「……おやすみ」
見た目は……可愛いんだけどな。もう少しくらいなら今日が続いてもいいか、と思いながら、俺は階段を上がっていった。 




（一）火曜日の浸食
　
「だーから言ったんだ」
ほうきを片手に、散乱した羽毛を見ながら肩を落とす。俺のベッドには小さな子供の体を型取った大きな穴が開いていた。
「おい！　有栖！　メシにしようぜ！メシメシー」
「お前はこの状況でよくそんなことが言えるな」
なんで朝っぱらから部屋の掃除をせにゃならんのだ。
ちなみにうちの両親は共働きで精霊界で仕事をしている。利便性のため、基本的には向こうで生活しているのだ。
「なんだよ。辛気くさい顔すんなよー。こんなの俺の力使って全部燃やしゃいいじゃん」
「家まで燃えるわ！」
やれやれ。だから嫌なんだよ。こいつ。
「燃える家。おー！　なんかかっけーじゃん。特撮の映画みたい。やろーぜそれ。ゴミ出す必要もなくなるし」
「俺が今ゴミに出したいのはお前だ」
高位の魔導士なら、掃除だってベッドの修繕だって、杖を一振りすれば片付くのかもしれないが、俺の魔力じゃそうはいかない。というかそもそもジャンルが違う。
「いいか。もう今更お前に大人しくしていろとは言わない。だがこの家の中のものを散らかすのはやめろ。暴れるんだったら外行け外」
「いやー。外行くのはいいんだけどさ。前みたいに戻って来れなくなったらコエーし」
飛び出したら鉄砲の弾ではないが、火の玉小僧の焰は、以前遠くまで遊びに行き過ぎて、火曜日の内に戻って来れなくなったことがある。
幸い、焰の外見は普通の人間の子供に見えるので、警察で保護されてうちまで連れて来られたが、精霊界に戻った後、こっぴどく叱られたようだった。
「いやー。俺が成人してたらあれは終身刑だったね」
「一体お前らの成人は何歳なんだ。大体、精霊が『成人』するって言葉がそもそもおかしいだろ」
人に成るわけじゃあるまい。
「だったらなんて言うんだよ。成精霊？ 成霊？ 生霊？」
「とっとと精霊界の政令で精励して清麗になれ」
もしくは燃え尽きて灰になれ。
「何言ってんだお前。せいれー、せいれーって。意味わかんねー」
目の前の精霊は蜻蛉せいれい並に馬鹿だった。
「ってか有栖ー。メシにしようぜ。早くしないとお前、学校遅刻するぞ」
「げっ」
時計を見ると８時１０分前になっていた。８時には家を出ないと間に合わない。
「メシ作ってる時間ねーじゃねーか！　もう行かないと！」
がしっ。慌てて鞄を抱えて飛び出そうとする肩をしっかりと掴まれる。
「……なあ。有栖。お前、帰ってきた瞬間、家が全焼してもいいんだな」
「いいわけあるか！」
焰の魔法の一つに、俺の全身を炎で包み、身を守るものがある。当然、俺の周りにあるものは燃えてしまう。
食べ物の恨みは恐ろしいとは言うが、一食抜いただけで宿主の家を燃やすんじゃねえ！
「わかったわかった。すぐ作るから待ってろ」
俺は鞄を玄関に放り出して、キッチンに向かった。
　
「はあっ。はあっ。……セーフ。間に合った」
トーストとハムエッグにインスタントのカップスープ、それに適当に切ったサラダをテーブルに置いて家を出た。８時を５分ほどオーバーしてしまったのでギリギリだった。そもそもどうせ焰はサラダを食べないだろうから、そこまで用意しなくてもよかったのだが、もう十分一人暮らしに慣れてしまったせいか、無意識に用意してしまった。
全く、精霊が朝しっかり食ってんじゃねえよ。
「おはよう。木寺くん」
「あ、ああ。おはよう」
ああ、この声に癒される。そもそも俺は魔導士になるのであれば、人間界の学校に通う必要など本来ない。それでも生真面目に、それこそ皆勤賞が取れるレベルで学校に通っているのは、彼女がいるからに他ならない。
「今日宿題やってきた？」
「あ、うん。まあ普通に。稲家いないえは？」
成績だって別にどうでもいい。だが彼女に目をつけてもらうために以下略。
「私なんて昨日テレビ見ながら寝ちゃったよ。いつもすごいなあ。木寺くんは」
「いやあ、他にやることがないだけで」
月曜日は家事を十六夜がやってくれるので、余計に余裕がある。
今日は家事どころか家を火事にされかけたが。
「でもさあ。ご両親はいつも会社に泊まり込みなんでしょ？　家のことも学校のこともなんでもやってて、すごいなあって。そんけーです」
「いやあ」
今日はいい日だなあ。火曜日が来て欲しくないとかどの口が言ったんだ。帰りにキムチでも買って帰ってやるか。焰は辛いもの好きだし。
「お、だったら餃子もつけろよ。とびっきり辛いのな！」
「なんで！」
お前がここにいる!?
「ん？　何が？」
早帆さほちゃんは不思議そうな顔でこちらを見る。
「いや……あ、その、えーっと……そうだ、なんで稲家は俺なんかにいつも話しかけてくれるのかなって」
嬉しいんだけどね。けど俺はどちらかというと目立たないように生活している──つもりだ。
別に魔導士側には精霊のような規則や決まりはない。自分のことをバラしたければバラしても何の問題もない。
ただ、歴史を顧みるに、魔導士、魔法使いが世の中から奨励されたことはない。
──迫害されたことはあっても。
つまり世の中は予定調和なのだ。安定しているバランスを崩そうとするものは、例えそれが善であれ悪であれ、世の中的には『敵』と見なされる。
よって、俺は自分が魔導士であることは隠して生活している。
ま、単純に、『曜日』魔導士というのがカッコ悪いというのもあるが。
「うーんとね……」
早帆ちゃんは人差し指を口に当て、考えるようなポーズをとる。
絵になるなあ。
「ん、ないしょ」
暫く考えた後、笑顔でそう言った。
くー。可愛い！　可愛すぎるぜ！
「ったく、だらしねえ顔してやがんなお前。そんなんじゃモテねえぞ」
そうだった。お邪魔虫がいたんだった。
頭の中は虫以下のやつだが。
「そっか。あ、じゃあまた後で」
「うん」
そう言って席につき、俺はノートを取り出してその隅に走り書きをする。
（なんでお前がここにいる!?）
「なんでってお前、そりゃ暇だったからに決まってんじゃねーか」
（いいから帰れ！　二度と学校には来るな！！）
「そんなこと言っていいのか？　お前今日宿題のノート忘れていったろ。机の上に」
そういえばそうかもしれない。朝はバタバタしていたせいで宿題のことなどすっかり忘れていた。
（悪かった。助かったよ。他の人に見えないようにノートを机の中に入れてくれ。）
「いや、別に俺は持ってきてねーぞ。ただ忘れてるなーってのを確認しただけだ」
（今すぐ帰れ！！！）
なにが「そんなこと言っていいのか？」だ！　今すぐお前の契約解除して周囲のさらし者にして今度こそ終身刑にしてやろうか！
いや、むしろ燃やしてやる。お前の力を使って俺がお前を燃やし尽くしてやる！！
「どうしたの？　なんかブツブツ言ってるけど」
いきなり後ろから声がしてビックリする。
「おはよー」
「おはよう。永遠とわ」
後ろの席は友達の水寺永遠みずでらとわ。
１年の時、珍しい名前だったので思わず声をかけてしまった。以来の縁である。
まだまだ１年程度の浅い縁。決して腐ってはいない。
こいつ相手に腐るなどと言うと、別の意味でとられそうで怖い。
「いやー、親はさ、自分の趣味で名前決めるのはいいけど、決められた子供の身にもなってくれって話だよね。自分たちの鏡見ろって」
そう言って笑う永遠は、どう見ても『かっこいい』には程遠かった。トワというより童話が似合いそうなくらい。
まぁ一部の腐った方々からは熱烈な視線を浴びているようではあるが、当人にその自覚はない。
「で、何の話？　燃えるとかどうとかって」
妙な部分だけ聞かれてしまった。
「いや、えーっと、その──そう！　アニメだアニメ！　昨日の深夜アニメの話。萌えーってやつだ！」
「へえ。木寺くんもアニメとか見るようになったんだ。……にしても昨日は萌え系は一本もなかったはずだけどな。もしかしてロボット萌えとかそういうタイプ？」
お前はテレビでやってるアニメを全部チェックでもしてるのか。これを平然と言ってのける人間は少なくとも『永遠』ではないな。
「あれ？　えーっと一昨日だった……かな」
「だよね！　一昨日のあれ最高だったよね！！　木寺くんはどの子が──」
キーンコーンカーンコーン。
ほっ。チャイムに救われた。が、このまま話題を引っぱられると危険だ。
「キムチがキムチチャーハンになるなら、今から取りに『帰らせて』やらんでもない。さー、どうするよ、宿主」
いたんだったな。お前。
とは言え、これは永遠から──というか永遠の『話題』から逃げる最高の口実であった。
特殊な家庭に生まれてはいるものの、俺は別段裕福というわけではない。無駄に小遣いを使うのは避けたいんだけど──仕方ない。
永遠に見えないように授業の準備をするふりをして、ノートの隅に走り書きをする。
（わかったよ。）
「ひゃっほー！　わかってんぜ有栖！　んじゃ、ひとっ走り行くか！」
行くのは俺だけどな。言うが早いか、焰は詠唱を始める。
「我が主との盟約めいやくに従い、穢けがれなき炎をその身に宿さん」
焰の姿が俺の中にすうっと溶けるようにして消える。その直後、自分の中に炎の力を感じる。その力は驚くほど熱く、気分が勝手に昂揚こうようを始める。
──とは言え、俺はここで魔法を使うわけにはいかない。
「永遠。ちょっとトイレ行って来る。もし先生来たら伝言よろしく」
「あ、うん。了解」
俺はそそくさと教室の後ろのドアから抜け出した。チャイムが鳴ったので、廊下の生徒も全員教室に入ったようである。俺は誰にも見られていないことを確認してから呪文の詠唱をする。
「ヘイスト！」
羽が生えたように体が軽くなる。移動用の魔法を使ったのだ。
本来、人間が魔法を使うには、発動までにかなりの時間を要したり、長ったらしい詠唱を正しく終えなければならないが、曜日魔導士の場合、精霊に憑依された時、その身に宿した精霊と、ほぼ同性能になるため、瞬時に魔法が使えるようになるのである。
「んじゃー、ダッシュで行きますか！」
ちなみに性能はもちろんのこと、性格も憑依した精霊のそれに若干引っぱられる。
俺は、ひゃっほー！　とどこぞの馬鹿よろしく叫び出したくなる気分を必死に抑えて、二階の廊下の窓から飛び出した。
　
「疲れた……」
５分ほどで戻ってきて席につく。ついでに焰を家に縛り付けてきたかったが、帰りもヘイスト状態でなければ到底間に合わないのでしぶしぶそのままの状態で学校へ戻ってきた。幸い、走り出してしまえば人間の目に見える速度ではないので、高速移動を誰かに見られることもなかった。
「トイレで疲れるって……一体何してきたのさ？」
少なくともお前が想像していることとは全然違う。と言いたいところだったが、息切れしているので、返事をするのはやめておいた。授業に集中していることにする。
「んじゃな、有栖。餃子とチャーハン忘れんなよ！」
（餃子は約束した覚えないぞ。）
「んな堅ぇこと言うなって。昨日の敵は今日のおかずって言うだろ？」
間違いにもほどがある。お前にとっては全ての生き物が食糧か、人類（主に俺）の敵め。
色々言いたいことはあったが、それよりもこいつと話す方が面倒だったので、
（わかった。）
とだけ返事しておいた。
「ひゃっほー！　んじゃま、晩飯まで腹空かすために全力ダッシュしてくんぜ！」
と言って、焰は教室の窓から飛び出して行った。
……あいつそのままいなくなってくんねえかな。そしたら俺もひゃっほー！　って双手を挙げて喜んでやるのに。
ともあれ、宿題は無事提出。つつがなく授業は終了する。続けて２時間目の用意をしていると、
「ねね、何かさ、あの廊下にいる女の子、こっち見てない？」
後ろから永遠が声をかけてくる。全くこの自意識過剰が、と言いたいがそうとも言えない。永遠の場合、本当にごく限られた方々には、芸能人やアイドルを超越した、もはや神と言っていいレベルの人気があるため、見物客もたまにはいるのだ。まぁ１年の頃に比べると最近はほとんどなくなったが。
「また腐った方々のお出ましか。俺はニフラム使えないんだよ」
今日はよくて炎で焼き尽すくらい。本当に腐っている方々には炎は有効だが、あのテの腐った方々の導火線に火をつけるととんでもないことになりそうで怖い。しかもモタモタしてるとやつらの毒牙（という名の強制カップリング。もちろん永遠と。）にやられそうで嫌だ。戦いたくない。今、赤上げて白上げてをやっていたら永久に白旗を上げ続ける自信がある。
ちなみに俺はまだ日曜日の契約精霊を見つけられていない。まあ太陽属性の日曜日の精霊でもさすがにニフラム使いはいないと思うが。そう言えば以前「ニフラム　由来」でググってみたら、ニ◯ティフォーラムというのが出て来た。いやいや、どう考えても本家の方が先だろう、時系列的に。最近は発展系でニフラーヤとかいうのもあるらしい。こっちの方が昇天させられそうな語感ではあるが、巷ちまたで小学生が唱えるのはニフラムの方らしい。伸ばし棒が入るだけでキャッチーじゃなくなるんだろうな。
何の話だっけ。そうだ、精霊の話。というかもう、見つけないでいいとも思っている。精霊達がこっちにいる日は安息がないので、せめて日曜日くらいは世間様よろしく、ゆっくりと休日を満喫したいのである。
「でもさ、なんだか僕の方じゃなくて木寺くんの方見てる気がするよ？」
「んな馬鹿な」
だとしたらよっぽどのマニアっぷりである。目立たない、顔がいいわけでも運動や勉強が特別出来るわけでもない、取り立てて特徴のないこの俺目当てにわざわざ他クラスからご足労だなんて。まだ腐った方々の方がまともな嗜好しこうに見える。
そう思いつつ、廊下に目をやる。と、
「あ──」
目が合った。どうやらマニアは存在したらしい。いやいや、そう考えるのは早計というものだ。永遠との抱き合わせで嗜好対象にされている可能性がある。俺は性癖もいたって普通なので、永遠と抱き合うのはご勘弁願いたい。
でもよくよく見るとそうではない気がする。
彼女には特有の空気──オーラと言い換えてもいいが、そういったものを一切纏まとってはいなかった。
どちらかというと、グラウンドでグラブを構えてオーライをやっていそうだ。
黒髪で短髪。かつ肌の色も髪の色に負けじと黒い。実に健康的でよろしい。
くだらない駄洒落を思いついた時点で、俺の精神はかなり健康状態が悪いことを露見してしまった気がするが、それはそれとして。
「ま、理由がわからん内は放置に限る」
「そういうものかな。僕もまあ……あんまり得意じゃないけど」
童顔にしてフェミニスト。その割に初対面の女性の前だと、ほぼ１００％キョドる永遠である。そこまで小心者でなければ、今頃モテ男として名を馳せたであろう。
お前の嗜好を熱く語ってやれば、そんな壁はすぐ取っ払われるだろうに。ただ、果たして取っ払われた壁の向こう側に何人残ってくれるかわかったものではないが。
「どうせ見られるなら早帆ちゃんがいいなぁ」
「よ、よくそういうの堂々と言えるね」
稲家早帆。我がクラス──というか俺にとっては人生のアイドルである。
古くはマドンナ。
最近のマドンナを見てもなるほど、代名詞になったのがよくわかる。いくら歳をとっても、その妖艶ようえんとも言える艶つややかさには雄おすとしての本能を少なからず刺激される。
とは言え、俺も本人の前でそんなことを呟く勇気はない。ちゃんと確認しているさ。早帆ちゃんは今友達と仲良く談笑中。
「当たり前だ。俺の学校に来ている意義の約１２割がそれだからな」
「もはやそれは割っていう言葉を使うのもおかしいよ」
割の反対。１２掛けか。いや、本来の意味では全く反対にはなっていないけど。
ただ、そっちなら１２０掛けでも全然間違っちゃいない。
「それなら早く告白とかすればいいじゃん」
「負けるとわかっていて戦うほど俺は馬鹿じゃないの」
どれだけの数の男があのアイドルの前に散って行ったことか。いや、噂になっているだけで本当は何人かなんて知らないけどさ。同じクラスのよしみで話しかけてもらえるだけでももうけもんである。
「ま、その内な、その内」
と言ってチャイムに煽あおられ、次の授業の用意をする。ふと廊下を覗いてみると、こちらを見ていた女の子の姿はなかった。
なんだったんだ一体。
　
「あ……あの」
理由はその日の内に判明した。
「ん？」

下駄箱で靴を履き替えている最中に声をかけられる。ちょうど立ち位置的に逆光になっていたのでよく顔が見えなかったが、靴を履はき替えて姿勢を直すと、それが今朝俺を見ていた女の子だと気づいた。
「木寺くん……ですわよね」
「そうだけど？」
知らない女の子に名指しで呼ばれるいわれはないのだが。うーん。俺何かしたっけ？
「……その…………」
随分言いにくそうにモゾモゾしている。敢えてモジモジと表現しないところが、この子に対する俺の好感度を表していると言えよう。
健康的な女の子は嫌いではないが、俺が好きなのはもっとこう、女の子女の子した、わかりやすい女の子である。
「何か用かな？」
出来るだけファジーな聞き方を心がける。永遠のようにフェミニストなわけではないが（どちらかというと女の子と話すのは苦手）、俺だって女の子に嫌われるのはごめんだ。
「あの……見間違いだったらそう仰って下さい。今朝、二階の廊下の窓から飛び降りませんでしたか？」
「……」
「しかも超高速で」
しまった。見られていた。というかヘイスト状態の俺を肉眼で見られるわけないとタカをくくっていたのがまずかった。スポーツをする人には動体視力が優れた人も多い。いや、彼女がスポーツをしているのかどうかは知らないけど。
「いや？　そんなことしてたら怪我してるでしょ。見間違いじゃない？」
取りあえずサラッとごまかす方向で返事をする。
「視力……２．０なのですけれど」
意外にも食い下がられた。見間違いだったらそう言えって言ったじゃないか。まあ見間違いじゃないんだけどさ。
「うーん……じゃああれだ、ほら、白昼夢はくちゅうむとか」
「私、そこまでぼーっとしておりません」
何気に頑固だな、この健康優良児けんこうゆうりょうじ。
いい加減、無視して走り去ってやろうかと思ったが、女子に対して冷たい態度を取ったという風評が明日から俺の周りを取り巻くのはごめんだ。
早帆ちゃんの耳に入ろうもんなら、俺の人生が明日で終了してしまいかねない。
「──では趣向を変えますわ」
これで終わりじゃないのか。いい加減少しうんざりしてきた。もうすんなり解放してくれないかな。
と思った瞬間。
「うわっ！！」
健康優良児の横に、突如として獣が現れた！
そう低い方ではない俺の身長の楽々２倍はありそうだ。幅や奥行きはもっとある。
「……ケルベロス！」
「！！！　やはり、見えるのですね！」
しまった！　と思ったがもう遅い。最初に反応してしまった時点でバレバレである。
というか風貌ふうぼうに似合わず魔導士だったんだな、この子。
てっきり前衛タイプに見えた。攻撃力高そうだもん。髪短いし、手足長いし。
「やはり……あなたが……」
「うん、魔導士だ。……キミも、だね」
曜日、とは言わない。カッコ悪いのもあるが、相手の素性がわからない以上、こっちの手の内も明かしたくない。冥界めいかいの番犬ケルベロスを召喚出来るくらいだから、かなり高位の召喚魔導士であることは間違いない。
「私を捕まえに来たのですね」
「……？　何の話？」
何か捕まるようなことをしたのだろうか、この子。いやまあケルベロス込みでその姿を見られたとしたら、精霊界の法では色々と引っかかりそうではある。
あ、でもケルベロスは冥界か。冥界の掟おきてについてはよくわからないが……。
この世界には人間界の他に先ほどから度々話に出ている精霊界、今出て来た冥界、その他、話に聞いているだけで行ったことはないが天界や魔界が存在するらしい。それらは時間軸としては全て同期しているパラレルワールドのような世界で、魔導士は杖や指などを使って魔方陣を描くことでゲートを作成し、その世界間を行き来出来る。
「仕方ありません……ここで死んで頂きます！」
「いや、ちょ、お前人の話聞いてる!?」
ちょっと待て！　人間界への干渉は──ってそっか、こいつらには関係ないか。
なんてったって冥界の番人だもんなー。でっかいしなー。
「ってそんな悠長ゆうちょうに構えてる場合か！」
ケルベロスの爪を避けながら誰もツッコんでくれないので自分でツッコむ。うーむ。実は俺、寂しいやつなのかもしれないな。別に理解して欲しいとは思わないけど。
そう言えば永遠にご執心の方々の中に、「あなたのことは何でもわかっているのよ……」とエセ占い師ばりのオーラを纏ってボソボソ呟いている女性（少なくとも声質から性別はそうだと思われる）がいた。
はっきり言って気持ち悪い子さんである。
小学校の先生に教えて頂いた、思いやりを持ちなさい、という言葉は、思いやりすぎて思い込まれ過ぎると気持ち悪いということをその時初めて知った。何事もほどほどが肝心。
ケルベロスの爪によって、無惨むざんにも下駄箱が引き裂かれる。あーこりゃ２年の前半クラスは明日皆手提げ袋に靴を入れることになるな。教室の中に土の匂いが充満して臭そうだ。明日はマスクをして登校しよう。
──生きてたらな。
「くそっ、ちょこまかと」
「どうでもいいけどお前、この惨状さんじょう見られたらどうする気だよ」
追われてんじゃねえのか。派手にやらかしてどうすんだ。
「ココアハドコ？　ワガシハドコ？　……でごまかしますわ！」
「随分組み合わせの悪い和洋折衷わようせっちゅうだな！！」
見た目に反して相当ネジの緩んだ女子だった。しかも何で甘い食べ物に甘い飲み物を重ねるんだよ。しっかり女子しやがって。
……その『女子らしさ』は嫌いじゃないがね。出来れば隣の猛獣を引っ込めてもらって語らいたいもんだぜ。
とりあえず校舎の玄関から飛び出して校門前の広い空間に出る。が、逆に言えば人目につく可能性も増えるわけで、モタモタしてられない。建物が倒壊とかしているわけじゃないからまだ気づかれてはいないが、現に遠くからこちらに目を向けている生徒も何人かいる。さっきのこの子の発言からして、ケルベロスの姿が一般人には見えないのが唯一の救いだ。
「出番だぜ。火の玉小僧」
俺は右手で空中に円を描きながら、詠唱を始める。円の内側に魔法陣の模様が現れる。
「我、汝なんじら精霊と約やくを結びし者なり。盟約に従い、集え、猛たける灼熱の炎！」
精霊を呼び出すためのゲートを開く。俺は二種類のゲートを使い分けている。一つ目は人間界と精霊界を繋ぐゲート。精霊界側のゲート出現位置は俺がイメージした位置なので、いつも大体同じ位置に出現させている。
そして二つ目は自分の使役精霊を呼び寄せるためのゲートで、人間界ｔｏ人間界。精霊界に通じているわけではない。そのゲートから、武道家の格好をした金髪の火の玉小僧が姿を見せる。
「チャーハン出来たのか!?」
呼ばれて飛び出た火の玉小僧は、いつもの通り空気を全く読まず、いや、むしろ空気を燃やし尽くすが如く、俺に落胆という名の息苦しさを感じさせた。
「今は調理的な意味ではなく戦闘的な意味での火事場だ。力を貸せ」
「なーんだよ。──ってえ！　でけえ！！　なんだあの犬っころ！」
冥界の番人を犬っころ呼ばわりするんじゃない。竜っぽい尾とか蛇っぽい鬣たてがみとかあるだろう。ってかそもそも犬は三つ首じゃねえよ。
「強そうだなー。オイラ、わくわくしてきたぞ」
「『イ』を抜いたら確実にアウトだからな。それ」
いや、現状でもアウトな気がする。この辺りの線引きは非常に難しい。あまり考え過ぎると日本語が使えなくなるからな。素直にオマージュやリスペクトと言ってしまおう。
「何ぼーっとしてんだ。行くぞ！　有栖！」
「お前待ちだっつーの」
この長話の間、よくケルベロスが待って──くれるわけもなく、俺達は相手の攻撃を避けながらの会話だった。現実は理想にはほど遠い。カラータイマーはきっちり３分。ＣＭを挟んだりして延長しないのだ。
「我が主との盟約に従い、その手に炎を。集い来れ！　敵を貫け！」
焰がそう詠唱して俺の身体に憑依する。
俺の四肢のみが炎に包まれた。
「あー、有栖。先に言っとくけど、気をつけろよ、それ」
脳内で声がする。自分の体を媒体ばいたいとして精霊の魔力を取り込んでいる状態なので、俺の意識と焰の意識は、一体化している体内でお隣同士のような、そんな状態なのである。
「見てわかる通り、その炎、手足しかカバーしねえからな。しかも完全に攻撃特化だ。一撃でもあの爪食らったら、お前死ぬぜ」
「やられる前にやれってか」
そうでもしなければ、冥界の番人にはひるむほどのダメージすら与えられないのだと焰は言う。
「心配するな。俺は魔導士。防御力は紙に等しい。避けるのには慣れてるさ」
ラスボスまでみかわしの服着てたしな。奇跡的な回避が起きることを信じて。アクセサリーはエルフのマントに限る。
「ヘイスト！」
とりあえず速度をトップギアまで上げる。これでぐっと楽に攻撃が躱せるようになった。後はこちらの攻撃を当てるだけなのだが。
「きましたわね。超高速」
ぶんぶん振り回される爪が制服をかすめる。
３つの首での噛み付きをすんでのところで躱かわす。
ワンミス＝即死の緊張感が加速する。
だが不思議と俺はこの昂揚を楽しんでもいた。
「ケルベロス！　ブレスよ！」
ケルベロスは確か、体内にトリカブトと同種の毒を保持している。ブレスなど吐かれたらたまったもんじゃない。
しかし、やつはブレスを吐くために大きく息を吸い込んでいる。今がチャンスだ！
「いくぜ！　はあああああ！」
両手を前に突き出し、体全体を一本の炎の槍と化す。
「インフェルノ！！」
超スピードで体ごとケルベロスの首元に直撃する。ケルベロスの体から鈍い音とダメージの感触が伝わる。
「手応えあったぜ」
体を貫きこそしなかったものの、うめき声と共に、その場にケルベロスが崩れ落ちる。その様子を見た彼女も、その場にへたり込んだ。
「そんな……私のケルベロスが……」
「相手が悪かったな」
まさか曜日魔導士だとは思うまいて。彼を知り己を知ればなんとやら。１０回やったら９回はこっちが負けるだろうが、１回目だけはこっちが有利だ。曜日魔導士というのは長ったらしい詠唱が必要な召還魔導士に比べて、精霊を憑依させる詠唱も極端に短い分、知られていなければ、次々と連続で魔法が使えて有利なのである。
加えて、そもそも召還系の魔導士は契約する精霊によって能力がてんで違うから、型にはめられない。
戦ってみないとわからないのである。まぁそれはお互い様ではあるのだが。
「はあ──わかりました」
「いや、だからさ、お前ちゃんと人の話を──」
「あなたの元にお嫁に参ります」
「……はい？」
お米？　お褒め？　今なんつった？
「もう、せっかく学校生活でいい人を見つけようと思ったのに。……まあでも、ケルベロスに勝つくらいの人だもの。きっとエリートになって稼いで私に楽させてくれますわよね」
「いや……あの、もしもーし？」
妄想のレベルが度を超えている。
気持ち悪い子さんはここにいた！
「なんです？　あ・な・た」
人差し指で顔の縁を撫でられた。全身が粟あわ立つ。ケルベロスを前にした時よりも明らかに寒気が全身を走っている。
「い──」
「い？」
「いやだああああああああああああああ！！！！！」
俺は超高速で逃げ出した！
「ああん、もう。照れ屋さんねえ」
「おい！　有栖！　キムチチャーハンと餃子！　それにさっきの手伝い賃で担々麺たんたんめんだ！　忘れんなよ！」
そう言って焰が憑依を解除する。
「うわあああああああああ！！！！！！」
だが俺はそれどころじゃなかった。気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い。ヤンデレってやつだ。いや、最近はメンヘラとか言うのか。
えーい、なんでもいい！　とにかく逃げる！
えーっと、警察は１１７だったっけ？　それとも１１９？
こうして俺の火曜日は、火の玉小僧の馬鹿精霊とちょっぴり思い込みの激しい女子高生に浸食されていくのだった。 




（二）水曜日の願い事
　
「う〜、ジメジメするー」
「ここんとこずっと雨だからなー」
６月。自宅。夜。月曜日。いつものように十六夜と食卓を囲む。
「髪の毛がべちゃーっとしちゃうんだよねー。やだなー。もっとふわふわさせたい」
「お前は頭の中がふわふわしてるからそれくらいがちょうど良いよ」
そもそもその髪どうやって整えてるんだ。精霊界にも美容院的なものがあるのか。
「しっつれいな！　私の頭の中はマシュマロとわたあめのことで一杯だよ！！」
「ふわっふわじゃねえか！」
なんだその甘々設定。ヘンゼルとグレーテルもビックリだ。
「ねえ、有栖ー。今度織おりちゃんの日になったら、この雨なんとかしてくれるように頼んでよー」
十六夜が織ちゃんと呼んでいるのは所謂世間で言うところの織姫おりひめ。
そう、七夕伝説のアレである。
「別にいいけど絶対できねえぞあいつ。そもそもあいつが俺を宿主にしているのもただの代理なんだから」
元々、俺の水曜日の契約精霊は「水走みずは」だった。その名の通り、水の精霊である。だが、精霊界でもミヅハノメ系の精霊は人気が高い。あちこちから勧誘を受けたらしく、最終的に別の魔導士と契約するに至った。
精霊界での契約の重みは、人間界での婚姻こんいんのそれに近い。つまり、宿主が死亡したとか退のっ引ぴきならない事情以外で契約解除するのは不義理とされている。水走もさすがに申し訳なく思ったのか、俺に自分の友達を紹介した。それが織姫である。
「はぁーあ。まぁしょうがないか。有栖の甲斐性かいしょうがないのがいけないんだよね」
「だったら誰か彦星役を連れてこい。喜んでフられてやる」
織姫はそもそも水属性でも何でもない。元々機織はたおりが得意で、水走達が着る水の羽衣はごろもを織っていたのが彼女である。というわけで、彼女の魔法は一度も使ったことがない。というか、そもそも魔法が使えるのかどうかも怪しい。
「大体、雨なんか止められたって止めちゃダメだろう。色々とバランスが崩れる」
人間界はそれでバランスが取れているのだ。日照ひでりや干かんばつに苦しむ人たちだっているのだから。
「いいじゃん。私の周りだけでいいよ。なんだったら私の髪の周りだけでもいい」
「わがままっ子かお前。もういっその事、防水スプレーとか吹きかけちゃえよそれ」
そっちの方が確実に髪が痛みそうな気はするけどな。
「むぅ。相変わらず乙女心をわかってませんな、誰かさんは。乙女座のくせに」
「乙女座が全員女心を解していると思ったら大間違いだ。そんなことになったら乙女座の星座占いが成り立たなくなる」
恋愛運がいつでも好調になってしまう。まあ女心を解しているからと言って皆が皆恋愛成就するわけではないが。
「名前は乙女ちっくなのにねえ」
「名前のことは言うな！」
好きでこんな名前になったわけじゃねえ！
けどそういえば自分の名前って変えられるんだっけ。犯罪歴のない人とか条件は色々あるっぽいけど、読みにくいとか字が難しいとか、その程度の理由で改名出来るそうだ。ただしその理由で変えられるのは最初の一回だけ。
「人形とか愛でてそうだよね。アリスちゃん」
「俺は箒に乗った魔法使いに恋したりはしない」
むしろどっちかと言うと魔法使い側だろう。これでも魔導士なんだＺＥ☆
「仕方ないなぁ。七夕様にお願いするかぁ」
「そういえばあの短冊に願い事書く風習は大分後から出来たらしいな」
織姫に聞いたのだが、あいつが仕事をサボって天帝てんていの怒りを買った直後はそんな風習はなかったらしい。というか今でも日本以外ではその風習はないそうだ。
そもそも七夕はお盆行事の一部であって、豊作を祖霊それいに祈るのが本来の目的である。笹は祖霊が宿る依代よりしろとなるだけであって、別に願い事を括り付けるためのものではない。むしろ近年はきちんとお盆行事にも参加しないくせに願い事だけは傲慢ごうまんになっていて、祖霊たちも皆苦笑いするしかないらしい。
「そーゆー夢のない話はしないの。モテないよ。アリスちゃん」
「俺の名前をちゃん付けで呼ぶな！」
短冊に「俺の名前を変えて下さい」と書いてやろうか。まあ付けた張本人（父親）は未だ精霊界でバリバリ仕事して生きているわけで、じいちゃんばあちゃんからしてみれば、直接本人に言えってとこだろうけども。
「にしても雨やまないねぇ」
「だなぁ」
そんな何をするにも気が滅入りそうな梅雨の時期のお話。
　
「有栖様！」
「げっ。見つかった！」
とある日の昼休み。俺は逃げていた。一生懸命逃げていた。
「んもう。そんなに恥ずかしがることはありませんのに。将来の妻なのですから、ご遠慮なさらず」
「誰が妻だ！　勝手に決めるな！！」
蘭らん智亜ちあ。それが俺が一生懸命逃げている相手の名前である。しかして俺と同じ魔導士である彼女もまた、自分の親から逃げていた。
蘭家と言えば、精霊界及び魔導士界隈で知らない者はいないくらいの名家中の名家である。その血筋を引く智亜は例にもれず優秀であり、彼女は同じく魔導士の名家である、江戸えと家の跡継ぎと生まれた時から婚約関係にあった。だが彼女はそれに納得がいかず、自分の結婚相手は自分で探す、とのことで、親に反抗し、人間界で高校生活を送っていたのである。
「いやですわ。この私の初めてを奪っておいて、逃げる気ですの？」
「誤解を招く言い方をするな！　お前が初めて負けたってだけだろう！！」
俺は一ヶ月ほど前の火曜日、彼女の召喚獣、ケルベロスを叩きのめした。以来一ヶ月間ずっとこの調子である。厳密に言えばそれだって焰の力であって俺の力じゃないのに。
「そんな些末さまつなことは良いではありませんか。ささ、私の作ったお弁当をお召し上がり下さいませ」
「いーやーだー！！」
相手が相手なだけに何が入っているかわかったもんじゃない。ホレ薬なんか入れられた日には目も当てられない結果が待っていよう。
実際そんなもんあるんだかどうか知らないが。
俺は早帆ちゃん一筋なんだ！
「行き止まりか……。くそっ」
廊下の端に突き当たる。
非常階段への扉は、緊急時以外出入り出来ない。
「お困りのようじゃのう。宿主よ」
水曜日の契約精霊は悠々ゆうゆう自適じてきとばかりに窓の外に浮いていた。
「──織姫。お前こんなとこで何やってんだよ」
「なに、ちと見学をな。いやはやミシンというものは確かにすごい。妾がまだ人間でおった頃にもあのようなものがあったらのう。このような仕打ちを受けることもなかったじゃろうて。なかなかこのような機械──もとい、機会がないのでの」
超有名な伝説のヒロインは意外と庶民派だった。
「ってかやばい。逃げ道がない」
火曜日だったら扉を叩き割るという選択肢も──ないか。後々ごまかすのが大変だ。
「こちらへ来ればよかろう。宿主よ」
「俺はお前みたいに軽くないんだよ」
ただの飛び降り自殺になってしまう。
「頭の軽さだけは一級品であるのにのう」
「お前に言われたかねえ！」
こいつも元々恋愛に現うつつを抜かして仕事をほっぽった人間である。
頭の程度は知れている──はずだ。知らんけど。
「ふむ。戯たわむれじゃ、たまには妾わらわも力を見せてやろう。そういえば宿主の前では一度も使うたことがなかったしの。よい機械──もとい、機会じゃ」
「そのネタはいちいち挟はさまないといけないのか」
とは言えこいつの魔法には興味がある。属性すらわからないし、一度使ってみたかったんだよな。
織姫は着物の着崩れを直し、両手を胸の前で合わせる。
「我が主との盟約に従い、彼かの足を束縛せし鎖を解放せよ！」
織姫が窓をすり抜け、俺の体に入り込む。
「おおお！」
焰のヘイストとは全く違った浮遊感。垂直落下系の絶叫マシーンで落下中の時のような感覚に襲われる。
「これ、ぼやぼやするな宿主。追っ手が来とるぞ」
夢心地だった目の前に、現実を突きつける女性が現れた。
「はぁ……はぁ……全く、すばしっこいのですから。ようやく追いつめましたよ。さあ、観念してこのお弁当を召し上がりなさいませ！」
よくよく考えるとここまでして逃げる必要もない気がするんだがな。蘭にしたって、ちゃんと時間と場所をわきまえていて、授業中まではこんなに強引には迫ってこないし。
それに可愛くないなんてこともない。俺の好みじゃないと伝えた直後から、蘭は髪を伸ばし始め、肌も焼かないように外出時は日傘を持ち歩くようになった。
「有栖様の好みに合うよう、努力しますわ！」
そう言った彼女はいい笑顔をしていた。
……出来ればその笑顔は別の誰かに向けて頂きたい。俺の隣はもう予約されているのだ。まあ、俺が勝手にそういうことにしているだけなんだけど。
「悪いけど今日はここまで。じゃ、また後でな！　──えっと」
「フロートじゃ」
「フロート！」
窓を開けて真上に飛び出す。そこにはえも言われぬ快感が待っていた。
「おおー！　気持ちいいー！」
「今日は残念ながらこの曇天どんてんじゃが、晴天の空の下を翔かけるのもなかなかオツなものじゃぞ」
「今度絶対お願いする！」
思い切り高く飛んでそのまま旋回する。この高さならほとんど他人の目に止まらないというのもありがたい。
「妾の属性は『空』じゃ。このように空を飛んだり雲を渡ったり。星を降らすなんてのもあるぞ。ゆめゆめ、お忘れなきようにの。宿主よ」
「機織りは？」
「ありゃまだ人であった頃からの趣味であり、特技じゃよ。魔法にはなんら関係ない」
なるほどね。意外と言えば意外だが、それはそれで納得出来る話ではあった。こいつらずっと空にいることになってるもんなあ。
「あ、そう言えば」
俺は雲を突き抜け、太陽の下に出た時点で止まって織姫に問いかける。
「お前、雨──というか天候を操作したりは出来るのか」
ふと十六夜に言われたことを思い出した。属性が空なら可能かもしれない。
「ふむ。出来るとも言えるし、出来んとも言えるのう」
「禅問答ぜんもんどうかよ。一体どういうことだってばよ」
「やれやれ。少しはその小さな脳みそで考えようとは思わんのかお主。そんなことでは立派なカエルにはなれんぞ」
「誰がカエルになりたいと言った」
俺の発言に引っ張られ過ぎだ。その場のノリだけで会話すんじゃねえってばよ。
「雲を引き寄せることくらいは出来る。じゃがそれだけで雨が降るわけではなし。また、太陽を失くせと言われてもそのようなことが出来るわけもない」
「そりゃそうか」
そこまで行くともはや大気圏外。空ではなく宇宙の話になってしまう。
「女子おなごの下着を飛ばすことくらいなら出来るがの」
「是非お願いします」
いや、実際飛んでいたら引くけど。別に空飛ぶ布切れにはこれっぽっちも興味はない。興味があるのはそのなか以下略。
「かっかっか。相も変わらずの馬鹿宿主じゃの。まあ妾はそういうお主が嫌いではない。退屈せんからのう。とどのつまり、妾もお主ら人間と同じじゃ。出来ることは出来るし、出来んことは誰に願われようと出来ん。それだけじゃよ」
「……そっか」
毎年毎年、七夕で願われる無責任な願いにこいつは一つ一つ目を通しているのだろうか。だとすると、こいつはどんな気分で叶えられない願いを読んでいるのだろう。
「そう言えば全然関係ないけど彦星とはどんな話をするんだ？」
ついでに聞いてみた。ただの野次馬ではあるが興味はある。一年に一度しか逢えない相手を前にした時、一体どんな話題が出るのだろう。
「ん？　大体が毎年、短冊の願いを読んで書いた人間を小馬鹿にしておるよ」
「お前は今すぐ全国の願いを書いた人達に謝れ！」
いや、『お前ら』か。
「まあそう言うでない。やれ彼女が欲しいだの、家庭円満だの、おもちゃが欲しいだのを何百万と読んでおるとさすがに辟易へきえき、馬鹿にもしたくなるのじゃよ。……まあ中にはなかなか面白いものもあるがの」
「へえ……どんな？」
「息子の名前に女性みたいな名前をつけてしまったせいで息子がイジメにあっている。息子の名前を改名して下さい」
「ふむ。他人事とは思えないな」
というかアンタが改名してやりゃよかろうに。まあ本人の同意がなければ出来ないらしいが、イジメにあうくらいなら本人も同意するだろう。
「木寺きてら芽以めい」
「何書いてんだくそオヤジ！！！！」
だったら最初からこんな名前つけるんじゃねえ！　自分がそうだからって八つ当たりだろ絶対！　それにイジメられてるのは精霊にだけだ！
「これで息子がそれなりに可愛けりゃ浮かばれるもんじゃが──はぁ、これじゃあどうしようもないのう」
「独り言を装ってサラッとひどいことを言うんじゃねえ！」
しかもその可愛くない息子に憑依している状態で。
ため息をつくなため息を。
「あまりにも可哀想だったので師走しわすに煙突から忍び込んで贈り物をしてやったわい」
「まったく違う風習を混ぜこぜにするんじゃない！　やるなら赤い服と白ひげを身につけてからにしろ！」
何気にショックだ。俺が小さい頃もらっていたプレゼントが、サンタ某でもなく父親でもない別の第三者からだったなんてな。
ちなみに俺が『サンタさん』を信じなくなったのは小学校３年生の時に『サンタクロースっているんでしょうか？』って本を読んだからである。ただし、信じないと言うとプレゼントが貰えない事もわかっていたので『信じているフリ』はずっと続けていた。
「小賢しい子供じゃのう。可愛げのかけらもないわい」
「若気の至りってやつだよ。お前にだってあるだろう？」
機織りをさぼって恋人に逢いに行くとか。
「木寺芽以さんには番組特製ステッカーと息子さんが作ったかのように見える肩たたき券１００枚綴りをプレゼントしておきますねー。さて、続いてのお願いは──」
「ラジオのパーソナリティを装って話を逸そらすな！　大体なんだその息子が作ったかのように見える肩たたき券って。悲し過ぎるわ！！」
ってか普通に喋ろうと思えば喋れるんじゃねえか。わざわざ昔の人風の言葉で喋るからそれしか喋れないのかと思ってた。
「それが妾のパーソナリティじゃしの。そもそも話し方を合わせてしまうと大人数になった時に一体誰が喋っておるのだかわから──」
「ストップだ」
それ以上は言うんじゃない。神の左手が発動して消し去られるぞお前。
「ふん。自分の語彙ごい力のなさを『忙しいから勉強する暇がない』の一言で片付けようとする神なんぞ恐るるに足りんわ」
あーあ。言っちゃった。知らねーぞ俺。
「まあでもの」
織姫はそれまでと打って変わって、寂しげな口調で語る。
「月日は人だけでなく精霊、あるいは神をも変えるものじゃよ。もはや妾と彦星の間に恋愛感情と呼べるようなものはない。有り体に言えば、ただの情じゃの。家族や友人に対するそれと同じじゃ。妾たちは風習に則って、規則に従って逢うておるようなものなのじゃ」
「どうしてだ？　好きだったからそうなったんじゃねーのかよ」
だからこそ、罰を受けるのを覚悟でそうなったんじゃなかったのか。
「だから月日じゃよ。どれだけ強い想いも時間の経過と共に緩やかに削られていく。そして形を変えていくのじゃ。それが決して悪いとは言わん。変化とは成長であり、進化なのじゃからの。ただ、だからこそお主には伝えておきたい。自分の願いを追うばかりではなく、周囲の想いにも気を配れ。それが例え自分が望むものでなかろうと、受け入れてしまえば存外、自分の望む形に変化していったりすることもあろうぞ」
「……」
周囲の想い、ね。
織姫の言っていることはわかる。
だが今の俺にはまだそれを受け入れるにはそれこそ時間が必要な気がした。諦めるのには早い気がするのだ。
始まってすらいないのだから。
「というわけでどうじゃ、妾と伽とぎでもせぬか」
「いい話が台無しだ！！」
周囲の想いはお前の煩悩だったのかよ！

「だってー。妾もう何百年もしてないしー。さすがに女としての存在価値がなくなるっていうかー」
「だったらもういっそ消えてしまえ」
都合の悪い時だけ普通に喋るんじゃねえよ。
「……さまー…………」
「サマー？」
遠くから人の声が聞こえた気がした。さすがに幻聴か。こんな雲の上で誰の声がするというのだ。
「有栖様ー！」
「おいおい」
翼の生えたドラゴンに乗って雲の上までやってきたのは、俺を追いかけている召喚魔導士だった。
「やっと見つけました！　有栖様！　ささ、お弁当を……」
こんなことでワイバーン召喚すんじゃねえよ。ったくどいつもこいつも。
「織姫」
「なんじゃい」
「やっぱ俺にはまだ無理だわ。色々と」
と、意気揚々と雲の上で弁当箱を開こうとする蘭に目をやる。
「ふ。ならば思うように足掻あがいてみるがいい。所詮妾が言うことなぞ年寄りの冷や水に過ぎん。案外お主なら別の解決を見出せるかもしれんしの。妾はそれを端から楽しませて頂くことにしようかの」
そう言ってほくそ笑む。
「おい蘭。わかった、弁当は食うからせめて降りてからにしようぜ。こんなところで落ち着いて食事出来るか」
「食べて頂けるんですね!?　了解です！　有栖様っ」
出会った時よりも随分と白くなった笑顔で蘭は素直にそう言った。
　
「で──案の定こうなるわけか」
学校の屋上に降りて、蘭の弁当のご飯を一口食べた瞬間。身体がまるで金縛りにあったかのように動かなくなった。
「ふふふ……。さあ、有栖様。ここで既成事実を作ってしまいましょう。そうすればもう私から逃げる意味なんてなくなりますわ」
蘭がシュルシュルとブレザーの紐をほどく。
「おい、織姫。宿主のピンチだ！　なんとかしろ！」
俺はまだ憑依したままの織姫に脳内で話しかける。
「いやー、この歳にして初体験とはのう。男の身体のままというのも実に興味深い」
「俺の周りにまともなやつはいないのか！」
ちくしょう！　こんな形で貞操ていそうを奪われてたまるか！
「ち、近寄るな！　それ以上近づいたら舌噛むぞ！」
情けない台詞ではあるが、それでも精一杯の抵抗を試みる。
「あらあらそれは困りましたわねぇ」
蘭が動きを止め、考え込む仕草をする。
「……ま、そういうプレイもアリですわね」
「なしだよ！！」
どうやら目の前の変態さんには何を言っても無駄なようである。
嗚呼ああ──違うんだ、早帆ちゃん、これは事故なんだ──。
諦めて目を閉じる。
「……」
が、一向にその後の進展がないので再度目を開ける。
「……え」
目の前に蘭がうつ伏せになって倒れていた。そう言えば目を閉じている間に鈍い音が聞こえたような。
「こーら！　校内での不純異性交遊は禁止ですよ！」
視線を上に上げると、蘭が倒れている後ろにどうみても小、中学生とおぼしき茶髪の少女が、何故かうちの学校の制服を着てフライパンを持って立っていた。
「しかもその……女性にリードさせるなんて、汚らわしい！」
「いや、リードさせるどころかむしろ首にリードを繋がれるような勢いだったんだが」
近頃の小中学生は耳年増だなぁ。
「やれやれ。惜しいことをしたもんじゃのう。まあお楽しみは本番まで取っておくとするか」
「安心しろ。その本番は絶対ない」
織姫がぶつぶつ言いながら憑依を解除し、俺から離れる。大体人間と精霊でそんなこと出来るのか。いや、知らんけども。あまり深入りしたくもない話題だし。
「きゃははは。照れちゃって。かーわいー」
「お前は今俺に年相応の重要さを身をもって伝えてくれたよ」
誰かさんと全く同じ台詞だというのに、今織姫に対して感じたのは嫌悪感だけである。
「うわわ。人から人が飛び出た!?」
しまった！　そう言えば目の前に女の子がいたんだった！　──って。
「今日……水曜日だよな？」
間違いない。さっき織姫の魔法で空を飛んだばかりである。当然織姫は自分の魔力で自分の姿を隠しているわけで、普通の人には姿が見えるわけがない。『普通の人には』。
「キミは……魔導士か」
全く妙なことが続くもんだ。今まで１７年間生きてきて、血縁関係以外の魔導士に会ったのは二人しかいないのに、ここ数ヶ月でその記録に並んでしまうとは。
「ああ……なあんだ。精霊かあ。ビックリしたー。じゃああなたも精霊魔導士なんだね」
「ああ……うん……」
俺は曖昧にごまかした。実は曜日魔導士というのは召喚系の魔導士で一番ランクが低い。契約さえ交わせばなんでも召喚出来る蘭の召喚魔導士が一番高位の魔導士であり、そこから精霊に限定された精霊魔導士がその下の中堅どころ。制約つきまくりの曜日魔導士はこの業界でも肩身は狭いらしい。
某ＲＰＧの最初から仲間に出来る魔法使いが俺で、某神殿で転職した直後の賢者が精霊魔導士、いつでも大魔王を倒せるのに、メタル系で経験値を稼ぎ、パラメータアップの種を荒稼ぎするくらいのレベルが蘭の召喚魔導士だと考えてもらうと、イメージしやすいかもしれない。
「なんじゃ。お主いつから転職したのじゃ？　お主は最低ランクの曜日魔導士じゃろう」
「大人の事情をばらすんじゃありません！」
しかもわざわざ最低ランクをつけるあたり、わざとだろうお前。
「へー。曜日魔導士って実在したんだ！　初めて見たよー」
女の子が目をキラキラさせてこちらを見る。悪気がないのはわかっているが、立場上馬鹿にされた気がして気分が悪い。
某ＲＰＧと違って現実では転職は不可能だ。俺と同じ曜日魔導士は、その弱さに嫌気をさして、魔導士をやめてしまう人が多かったらしい。
なので、もはやこの業界でも都市伝説と呼べるくらい希少な存在になってしまっている。
「でもさ、さっきみたいに憑依出来るってことは、それで魔導士自身の能力を高めたりも出来るんだよね。それって案外強くない？」
「まぁそうだけど……。高ランクの精霊連れてりゃわざわざ憑依しなくても魔導士に能力アップ魔法かけるくらいは出来るだろ」
しかも魔力さえあれば複数同時召喚も可能なはず。ああ、俺もどうせならそっちがよかったよ。
「そうなんだ……」
「ん？」
何故か目の前の女の子は暗い顔をする。
「ボクね。多分落ちこぼれなんだ。いつまで経っても契約してくれる精霊は増えないし……。身長も伸びない」
気にしてたのか。
「いやいや、まだまだこれからでしょ。俺だって高校入ってから５センチは伸びたぞ」
伸びる人は卒業した後でも伸びるって言うしな。
「うーん。でももう卒業まであと１年もないし、その望みは薄そうだね」
「何も中学にいる間じゃなくていいだろ。高校入ってからでもじゅうぶん……」
「ボクは高校三年生だっ！！」
え。いやいやいや、この少女、なかなか高度なボケをかましてきたな。このボケは一見お寒いが、それだけにツッコミ次第で広げられれば今までに見ない未知の展開が期待出来そうだ。これはツッコミキャラとしての真価が問われている。
──いくぞ！
「なんでやねん！」
敢えてシンプルに行ってみた！
「なんでもやねん！！」
返された！！　くそっ。もっと回りくどく攻めるべきだったか。終わってしまったじゃないか！
「いーよいーよ。どうせ中学生だと思ったんでしょ？　皆そうなんだ。純はいつまで経っても成長しないなってよく言われるもん」
「……マジで？」
一瞬小学生かもと思ったことは黙っておいた方がよさそうだ。
「マジです」
フライパンを構えて少女は言う。
「ってか全然関係ないんだけど気になってるから聞いていい？　なんでフライパン持ってんの？」
調理部か何かなのかもしれないが、それにしたって昼休みに屋上に持って来るのはおかしかろう。
「あなた聞いていい？　って聞いてからノータイムで聞いたよね……。まあいいけど。曜日魔導士は必要ないのかな。ボク達精霊魔導士はね、精霊を召喚する時、依代となる魔道具が必要なんだ」
「ほうほう」
初耳だった。なかなかこの業界、異職間交流が少ないからな。
いや、うちが最低ランクのせいかもしれないが。
「で……これがボクの魔道具」
「ぶ」
ふ、フライパンで精霊召喚すんのかよ。
「……笑いたきゃ笑えよ」
「ぶわっはっはっはっは！」
「笑うな！！」
どっちやねん。──まあ気持ちはわかるけど。
「精霊魔導士の魔道具は、自分の思い入れが一番強いものになることが多いんだ。ボクの場合は……母親の形見のフライパンがそれになったんだよ」
「……笑って悪かった」
にしても形見は他になかったのか。
「ボクはさ。小さい頃は普通の人間として育てられたんだよ。お母さんは大きくなったら素敵な人のお嫁さんになりなさいって。その時のためにちゃんと料理を覚えるのよって、ボクに料理をよく教えてくれたんだ」
少女は俺に背を向けて語り出す。
「お父さんはいなかったから。母子家庭ってやつ？　貧しくはあったけど、でもそれはそれで幸せだったんだ」
「ふむ」
「でもまさか、両親共にこんな仕事をしていたなんてね」
「お前のところも……両親共に魔導士なのか」
俺と同じだと分かった途端、妙に親近感が湧いた。
「『だった』が正しいね。お父さんもお母さんも、精霊界で仕事をしている最中に亡くなった。そんなに強くなかったのに、ボクのために、割のいい危険な仕事ばかりをしていたんだ」
「……そっか」
精霊界では他の世界（人間界、冥界、魔界など）とのいざこざが絶えないらしい。そのため、精霊王は常時腕の立つ人間や精霊を募集している。うちの両親もそれで仕事についているクチだ。そんなに危険なことはしていないと思うが。あちらの世界でも、危険度が高い仕事ほど、報酬も高額になる。精霊は人間界の現金は持っていないが、あちらの世界には人間界で高価な宝石が腐るほどあるため、人間相手にはそれを報酬としている。
「で、お母さんが死んだのが去年の春。ボクの大学進学資金をなんとかしようとしたんだろうね。精霊界で暴れていたベルフェゴールを冥界に追い返す仕事に参加してたみたいで……帰って来なかった」
女の子が後ろを向いて少し移動する。首から上しか動かないのでよく見えないが、少女が少し肩を震わせているような気がした。
「だからボクはそれから魔導士になることを望んだ。このまま普通の人間として生きて行くなんて出来ない。立派な魔導士になって、お母さんの仇を討つんだ。家を売ってアパートに引っ越して出来た資金で今は暮らしているよ。まずは精霊と契約しないと、だし。その時一つだけ家から持っていったのがこのフライパンなんだ」
少女はこちらを振り向いてフライパンをかざす。
──いや、真面目な話だから、とは思うんだけど、その絵がシュール過ぎてどうも話に感情移入出来ない。
「まだ契約してもらえた精霊は一人だけなんだけどね」
「へえ。まあでも始めて一年だったらいい方だよ。それ」
俺はここまで来るのに十年以上かかってるからな。
「そかな。ちょっと今呼んでみるよ。水の精霊なんだ」
「ほうほう」
水の精霊は他の精霊達と比べて温厚なやつが多い。ほとんどが他者を守る能力をイメージして想像されている彼らは、魔力の低い魔導士でも契約してくれるやつが結構いるのである。
「我、汝ら精霊と約を結びし者なり。盟約に従い、その清らかなる流れを我に示せ」
ん？　ちょっと待て。その詠唱は確か──。
フライパンからよく見たことのある水の精霊が飛び出る。
「こんな時間に珍しいね、純。誰かに襲われでもしたのかい？」
「やっぱりお前か！」
呼ばれて飛び出たのは俺の元水曜日の契約精霊だった。
「げ。なんで有栖がいるんだよ」
「それはこっちが聞きたい。なんで水走がこの子の精霊になってんだ」
お前確かあちこちから勧誘を受けて、最終的にもっと待遇のいいところを見つけたって言ってなかったか。
「……ちっ。ったくめんどくせーな」
「そうか。お前この子の話を聞いて……」
水走はきっぷのいい姐さん、みたいな性格なので、放っておけなかったのかもしれない。
「ちげーよ。お前のとこの扱いがひどかっただけだろ。女みてーな名前しやがって」
「名前は関係ないだろーが！」
いちいちそこ突くんじゃない。
「……まあでも、元気そうだね。安心したよ」
「今は身体がしびれてるけどな」
未だにしびれが取れない。何てもんを食わしやがったんだこの女。
「水走。治してあげて」
「……純の命令ならしかたないね。──キュア！」
俺の頭の上で水の球が弾けて、水滴となって降り注ぐ。暫くすると暖かい感覚が身体を駆け巡り、手足から徐々に身体が動くようになる。
「やれやれだ。もう人の弁当は絶対食わねー。サンキューな。水走」
「礼なら純に言いな。アタシは純の命令を聞いただけだよ」
「えと……あ、そう言えば自己紹介してなかったよな」
膝に手をついて身体を起こす。
「２ーＥ、木寺有栖だ」
そう言って、少女に手を差し出した。
「３ーＡ、瑠久純るくじゅんだよ。よろしくね。有栖くん」
握手する。そっか、すっかり忘れてたけど先輩なんだっけ。
「ああ、ありがと、瑠久先輩」
「あ、純でいいよ。でもなんか……照れるね。先輩なんて呼ばれたことないから」
まあこの風貌を見たらなかなか先輩だとは思わないだろうな。誰も。
「んじゃあ純先輩で」
「うん。あ、でも魔導士としては有栖くんの方が先輩だよね。なんか……こういうこと相談出来る人、いなかったから……。有栖くんさえよかったら、これから色々教えてくれると、嬉しいな」
純先輩がうつむきながら申し訳なさそうに話す。不覚にもその姿がすごく可愛く見えてしまった。いや、これは浮気とかじゃないぞ。断じて。
「あーりーすー。やっぱりアンタ、変わってないねー。あっちこっちで女の子たぶらかして」
「してねえよ！」
こちとら１７年間独り身だっつーの。
「純。気をつけなよ。こいつすんげースケベだから」
「あ、うん。それはさっき見たから大丈夫」
「ちっがーう！　あれは俺のせいじゃなくてそこに倒れてる女のせいだから！」
あれはスケベなんて通り越して堂々と変態の肩書きを持って歩き回れる。
大体、水走に対してスケベな姿なんて見せたことないだろ。
「こいつねー。わざわざ机の引き出し二重底にしてエロ本隠してやがんの。どんだけムッツリなんだよってね」
「ちょ、お前俺の部屋漁あさったな！」
プライバシーも何もあったもんじゃない。
「……やっぱり、スケベ」
「いやいや、純先輩、それは違う。健全な男子高校生というのはですね。そういうので欲望を発散させることによって、実際の犯罪に手を出さないように自制しているのです」
「妹系が多かった気がするねえ」
「てめえ！　それ以上喋ったら精霊界に押し返すぞ！」
まあ俺が開いたゲートは俺の契約精霊しか通れないのだが。
「ははは。まあ純、心配しなくても有栖は意外と真面目だから大丈夫だよ。ナリはこんなだけど、それなりに根性も度胸もある。なんせアタシが選んだオトコだからね。安心して頼っていいよ」
「うん。よろしくお願いします」
純先輩が頭を下げる。
「あ、こちらこそ」
俺は少し照れ臭くなって頭を掻いた。
キーンコーンカーンコーン
「あ、予鈴鳴った」
「そだね、もどろっか」
随分長い昼休みだった気がする。一日分くらい。気のせいだろうか。
純先輩が水走を引っ込め、屋上から中に入る時にふと気づく。
「この娘、どうしよう？」
「いや、放っておけばいいっすよ、こいつに情けをかけても仕方ないということがよーくわかった」
しかしさすがフライパン、殴っても強い。
「殴られないようにしないとな」
「何が？」
「いや、なんでもねーっす」
俺達はノビている蘭を放置して、それぞれの教室に戻っていった。
　
「くくく。なるほどのう」
「どしたのさ。織。気持ち悪い笑い方して。そんなに面白いネタあった？　ってそれ今年の短冊じゃないよね？」

織は去年のものらしき短冊をひっくり返し、その中から何かを見つけたようだった。僕達は毎年願い事が書かれた短冊の中から、気に入ったものをランダムに選んで持ち帰る。別にそれで願いを叶えられるわけではないが、少し頑張れば叶いそうな願いは応援したいし期待させてあげたい。短冊がなくなる＝願いが届いたと考える人が多いのだ。
「いやなに。この風習も案外馬鹿にしたものではないのかもしれんと思っての」
「どれどれ……『友達が欲しい』って、なんだ、普通過ぎじゃん」
そんなもの腐るほど読んできただろうに。
「そうじゃのう。妾たちはそれを当たり前のこととして馬鹿にしておった。じゃがな、他人にとっては当たり前のことであっても、本人にとっては真剣な願いもあるということを妾はこの短冊に教えられたわい」
「へえ。まあ確かにそうなのかもしれないね。案外世間一般において当たり前のことを書く人の方が切実な想いを願いに乗せているのかも」
とは言え、僕たちもそれを叶えることなど出来ないわけで。願いを紙に書くことで、本人に自覚といい結果がもたらされればいいなあ、と願うくらいである。
「……彦。どうじゃ、今夜は数百年ぶりに楽しまぬか」
「いえ、遠慮しておきます」
「なんでー!?　今シリアスシーンでオッケーって流れだったじゃーん！」
「そういう気分じゃないの。大体それ、毎年言ってるじゃない」
「ちっ。この甲斐性なしが」
織が手元の短冊をぽいっと投げ捨てる。ふと目をやるとその短冊には正確にはこう書いてあった。
『何でも話せる友達が欲しいです。　　　純』 




（三）木曜日の予感
　
「あーづーいー」
「今年は過去最高の暑さらしいからな……って毎年言ってる気がするが」
セミがミンミン鳴り響く夏本番。８月である。関係ないが、犬や鶏の鳴き声は英語だと全然違う表記になっている。（というか鳴き声そのものが国で違う。）
昔から気になっていたのだが、種類によって鳴き方の違うセミは海外ではどのような鳴き声になっているのだろう。ってかそもそも海外にセミ、いるのか？
「そんなのどーでもいい。ありすー、あいすー」
「冷凍庫の中にあるから自分で取れよ。あとそれ声に出すとそこまで似てないからな」
くだらないことばっか思いつきやがって。
「んじゃ有栖、愛す」
「ば、馬鹿じゃねえのお前」
って急に真面目な顔すんじゃねえ。不覚にもドキッとしたじゃねえか。
「あれあれ〜？　有栖くんもこの暑さにやられましたかね？　お顔が真っ赤ですよー」
「うるっせえ！　さっさとこれでも食ってその暑さでとろけてる脳みそを冷やせ！」
冷凍庫からカップアイスを取って十六夜の顔にくっつける。
「ひゃっ。んもう、びっくりするじゃん」
ぶーぶー言いながらも嬉しそうにアイスを受け取る。
「ぅうーん。しゃーわせ」
カップアイスを食べながら心底幸せそうな顔をする。
まあ、悪い気はしないな。
「ってちょっと待て！　それ俺の分じゃねーか！」
あんまり幸せそうなので、俺も食べようかなと思って冷凍庫を開けると、そこには一つ残っているはずのアイスがなくなっていた。
「へ？　そーだよ。だから優しい優しい有栖くんが、愛する私のために自分のアイスをくれたんでしょ？　フェミニストだねぇ。このこの〜」
「んなもんでごまかされるか！　返せこのやろ！」
十六夜からアイスを取り上げようとする。
「だーめ！　もうこれは私の！　こら！　だめだってば！」
「いいからさっさと手を離せ！」
カップアイスを掴んで離さない十六夜の両手を掴む。
「やだってばー。こうなったら！はむっ」
「あ、このやろ！」
十六夜がスプーンを放り出して、カップアイスに直接口をつける。犬かてめえは。
「ふっふっふ。なめ回してやったぜ。これでウブなアリスちゃんはアイスに手を出せまい」
「んなもん関係あるか！」
がぶっと俺も十六夜と同じように、カップアイスに直接口をつける。
「あ……」
「うわっ！」
十六夜がアリスに手を掴まれたまま急にアイスから手を離したので、アリスは手を離し、落ちそうになるアイスをアリスは必死に受け止める。
……ええい、ややこしい！
「急に離すなよ！　あっぶねー」
「ご、ごめん」
十六夜は何故か後ろを向いて、胸に手を当てている。
「ど、どう？　アイス、おいしい？」
「ん？　ああ、やっぱバニラだな。まぁ他の味もおいしいけど王道って言うか」
クッキー＆クリームとかストロベリーも好きだけど。
「そかそか。よかったね」
「ああ……？」
なんだこいつ。さっきまであんなに抵抗してやがったくせに。
「残り──食うか？」
「い、いやいやいやいや。いい！　いいよ！　もう私１カップ食べたしね！　女の子は冷えに弱いのよ！　全く有栖は気が利かないんだから」
お前が食いたいっつったんだろーが。
「ああ、もう騒いだら余計暑くなっちゃった。ちょっと精霊界で避暑ひしょってくるね」
「勝手に名詞を活用させるな」
でもこの手の表現、最近増えて来ている気がする。ら抜き言葉ももうほぼ公用語になっちゃったもんなあ。別にそれが悪いわけじゃないけど、言葉に限らず、進化は過去を置き去りにしていくようで、残されていく過去が少しだけ切なく感じる。
そそくさと十六夜が出ていった後、一人で残ったアイスを食べ切る。
──にしても。
「暑あちぃ」
夏はまだ始まったばかりである。
　
「海水浴？」
「そうそう。せっかくの夏休みだから夏っぽいことしようって連絡があって」
帰宅部のため絶賛夏休み満喫中の俺は、自室のクーラーの冷気に守られている部屋の中で永遠と電話していた。ちなみにリビングはたまにしかクーラーをつけない。普段俺しか家にいないので、電気代がもったいないのだ。
「連絡って、誰から？」
「ん？　稲家さん」
「ぶっ！」
ちょっと待て！　クラスで──いや、学年でも１、２を争う人気の美少女である早帆ちゃんがなんで永遠なんかに連絡するんだ!?
「お前……いくら払った？」
「あのね……いくらなんでも三次元の女の子に連絡もらうためにお金払ったりはしないよ」
二次元なら払うのか。
「家にかかってきたよ。だけどさ、ひょっとしたら彼女、木寺くんのこと気にしてるんじゃない？　木寺くんも誘ってってお願いされたんだけど」
「なんですと」
これは由々しき事態ですよ奥さん。学校一美少女な女の子（妄想フィルター発動により規模拡大）から好かれていたのにも関わらず、今の今まで気づけなかったなんて！　バカ！　俺のバカ！！
「いや、だってさ、普段、稲家さん他の男子に自分から話しかけたりしてないし」
「た、たまたまだろ」
内心ドッキドキである。──いや、待て。落ち着け。これは罠だ。こんな上手い話があるわけがない。ドキドキ脈打つ心を落ち着けるんだ！
「縄文土器は大森貝塚を発掘したモースによって発見され……」
「何の話？」
くっ！　土器の話程度じゃこのバクバクは収まらないというのか！　ええい、ままよ！
「成獣の体長は１．７～２ｍ程度。ブタのような体つきをし、ゾウの鼻のような口吻こうふんをもつ。奇蹄目きていもくはその名が示すとおり、通常奇数の指をもつが……」
「なんで女の子の話してる時にＷｅｂ百科事典読んでるのさ」
バレたか。さすがに俺は動物博士ではないので、バクの生態については暗唱出来るほど詳しくない。
「少し落ち着いた。で、何の話だっけ？」
「いや、だから海水浴のお誘い」
そうだった。海水浴ねえ……。自分の貧相な身体を見せるのは気が引けるなぁ。しかも早帆ちゃんの前で。
──ん？　待てよ。
「永遠。海水浴というのは水着でということかな？」
「服のまま海では遊ばないと思うよ。普通」
ひゃっほーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーう！！！！！！
落ち着け。落ち着け俺！　まだだ！　まだ騙されんぞ！！
「念のため聞くが永遠。それは早帆ちゃんも水着ということでいいんだよな？」
「……木寺くんって結構面倒くさい人だったんだね……」
ＹｅｓでもＮｏでもない返答だったのに、俺は永遠の言葉など聞いておらず、その場で小躍りして喜んだ。
「ミィー？」
「お、木霊こだまじゃないか！　喜べ！　お前の宿主様がとうとう大人の階段を昇る時が来たぞ！」
「ミィー！　ミィー！」
デフォルメしたクリスマスツリーのような形をした淡い緑色の生物は、俺の木曜日の契約精霊の木霊である。こいつは他の精霊に比べて、人間の言葉が喋れない。年齢が若いとかそういうことではなくて、そのように『想像された』からである。ただし、こちらの言葉はわかるようで、『ミィー』という言葉の抑揚で喜怒哀楽をちゃんと表現している。『はーい』だけで全てを表現する人間の子供といい勝負だ。しかし普通人間の子供が一番初めに喋る言葉として『はーい』は覚えな以下略。
「木寺くんってペット飼ってたの？　飼い主がどうとかって」
そう言えば永遠と電話してる最中だった。
「あ、そうそう。犬を少々な」
「少々って。習い事じゃあるまいし」
「いやいや、永遠。うちの犬を舐めてもらっちゃ困るぜ。芸をさせたら右に出る犬はいない」
「へえ。じゃあ今電話越しで出来るのやってみてよ」
「ばう！　ばうわう！　……これジョン。バフッ」
「それただの一人芝居じゃないか！　しかもパクりだし」
いいだろ。好きなんだよ。
しかしネットで昔のネタを見たりしていると、若い頃のネタは勢いがあって無茶苦茶面白い。特にお兄ちゃんがあんなに連続でボケを畳み込んでいる姿はもう見られないだろうなぁ。
「……ま、いいや。じゃあ木寺くんも参加でいいよね？」
「もちろんだ。俺の魂は海と共に在る」
「聞いた事ないけど」
今思いついたんだから当然だ。
「んじゃあ来週の木曜日。１０時に駅集合で」
「了解」
電話を切る。切った途端、勝手に妄想が暴れ出しそうになるのを抑えるのに必死だった。
「ミィーイ？」
ふと振り向くと、木霊がこっちを見て、何か聞きたそうな顔をしていた。俺は木霊を両手で抱き上げる。
「そう、水着だみず……じゃなくて、海だ海。海水浴だ。わかるか？」
「ミィ！」
と返事をするや否や、木霊が俺の手から飛び降り、その葉っぱの手でクロールのような動きをする。
「はは。そうそう、泳いだりもするぞ」
「ミィーィ」
そう言うと、木霊は動きを止め、手で自分自身を差すような仕草をする。
「ん？　なんだ？」
「ミィ！　ミィ！」
その場で自分を何度も指差したかと思えば、いきなりジャンプして俺の頭の上に飛び乗った。
「ミィ！」
「もしかして……連れてけってか？」
いや、別に連れて行くのはいいんだけど、構ってやれないしなあ。
「ミィー……」
木霊が落ち込んだ様子で、寂しげな声を出す。
うーむ。
「あら、あなた。ダメじゃない、子供を泣かせたりしたら。まったくもう。ほらほらー。こだまんは可愛いでちゅねー」
「色々ツッコミどころは満載だがとりあえず存在からツッコませてもらおうか！　今日は木曜日なのになんでお前がこっちにいる！！」
いつの間にか部屋に入ってきていたのは月の髪飾りをつけた、金髪で色んなところがふわっふわの女の子だった。
「いやー。それがさー。精霊界の私の家のエアコン壊れちゃって。暑過ぎてしょーがないからこっちに避暑りにきた」
「うんうん。まぁ精霊界にエアコンなんかないだろってのは百歩譲っていいとしよう。よく知らんし。だがなんだ、その格好は！」
フリルのついた水着に浮き輪。ご丁寧にカエルの顔をしたゴーグルまでつけてやがる。
「ふっふっふ。気づいたね。有栖君。実は何を隠そう、私が犯人の悩殺せくしーおねえさんだったのだよ！」
「怪盗某みたいに言ってもそんな格好で雰囲気出るか！　大体なんだよ、セクシーお姉さんって！」
ツッコミながら十六夜の女性らしいポイントに目をやる。が、
「はぁ……」
「はいはい、ちょっとアリスちゃん、こっち来なさーい」
「はーい、ぺったんこおねえさん」
「誰がぺったんこか！　そのため息はどういうわけかね！」
「いや……そうだな。現実って……残酷だよね」
「有栖がなんか悟りを開いたような口調で私の身体的特徴を揶揄やゆしている！！」
何とも言えない。ただ水着がビキニで良かったよなってことくらいか。ワンピースでその体型だったら余計ひどいことになっていたに違いない。ただの小学生に見えそう。
「で、最初の質問に戻るけどなんで水着なんだよ」
「いや、ほら、あっちぃし？」
精霊界は暑ければ水着で出歩いてもいいのか。なんて楽園なんだ。
「俺も精霊界で暮らそうかな」
まぁあっちはあっちで苦労することがあるんだろうけどな。
「え？　有栖……精霊界に来るの？」
「え？　あ、いや、冗談……なんだけど」
思った以上に十六夜が真剣な顔でこちらを見たのでちょっとビックリした。
「あ……あー。冗談、ね。冗談冗談」
随分開放的な格好をしている割にまだ暑いのか、十六夜が両手でパタパタ自分の顔を扇いでいる。気になったのでエアコンの温度を１度下げてやった。
「まあじゃ、せいぜいこっちでくつろいでいけよ。俺はちょっと今から出かけるから」
「どっか行くの？」
俺達がバカなやりとりをしている間に眠ってしまった木霊を膝の上に乗せて、ベッドに座った十六夜が問いかける。
「ああ。来週海水浴に行くことになってな。俺、水着、学校のやつくらいしか持ってないからさ。買いに行こうかと」
「へー。ぼっちの寂しさに耐えかねて人の多いところに行きたくなったんだね」
「どれだけ寂しいやつなんだよ！　俺だって友達と行くわい！」
友達と……友達以上になれたらいいなって思ってる人と。
「友達って誰？」
「ん？　お前俺の友達なんて言ったってわかんねーだろ。いやほら、水寺って男子とか……その、稲家さんって女子、とか」
何となく恥ずかしくなったので名字にしておいた。
「いや、違うぞ！　そんな不純な動機があるわけじゃなくだな……」
「……それっていつ？」
ふと見ると、十六夜が随分険しい顔をしている。なんでだ？
「来週の木曜だな。どーかしたか？」
「ふむ」
十六夜がおもむろに腕を組む。その拍子に木霊を落っことしてしまう。
「……ミィ？」
「おい、お前木霊が」
可哀想だろ、と言おうとしたのだが、それより先に十六夜が木霊を抱え上げ、
「こだまん。海水浴行きたいの？　あー、もうそんなに行きたいんだー。しょうがないなー。こりゃ連れてってあげないとおさまらないよね。あーでも困った。有栖は友達と一緒だからこだまんの相手なんてしてられないんだー。あー困った」
と某アイドルの日本語吹き替えも顔負けの棒読みで呟く。
「じゃあ誰かが着いていくしかないよねー。そっかー。あ、そうだ。来週の木曜日はたまたまわたし暇なんだったー。じゃあーわたしがこだまんを連れて行ってあげるねー」
「お前な……」
まぁ十六夜の奔放さは今に始まったことではないのでそこまで驚きはしないが。
「ってか木曜だぜ？　お前思いっきり人に見られて大丈夫なのかよ？」
「うん、ふつーの女の子として行くからだいじょーぶ。いえい」
こっちに向かってピースサインをする。いえいじゃねーよ。何故かその笑顔には先ほどの険しさが少し残ったままだった。
「ったく、しょーがねーな」
「わぷっ」
俺は十六夜の頭に手を置き、少し撫でる。
「じゃ、一緒に行こうぜ。その方が他人に話しかけられにくいだろ。俺の従姉妹いとこってことにしとけば、そんなに不自然じゃないさ」
「有栖……ありがと」
十六夜が照れ臭そうに呟く。
「ばーか。お前がいなくなったら誰がうちの掃除すんだよ。勝手に見つかって罰くらっていなくなったりしたら俺が困るんだっつーの」
「えへへ……そだね」
「ミィー！　ミィー！！」
十六夜が思いっきりぎゅーっと木霊を抱きしめている。
苦しいんじゃねえか？　それ。
「ま、とりあえずそういうわけで水着買ってくるから。適当に涼んだら帰れよ」
「あいあいさ！　っていうかわたしも今から向こうに戻って新しい水着買って来る！」
なんで？　っていうか精霊界にも水着なんて売ってるのか。
「いやー。だってほら、ちょっとこれ、子供っぽいかなーって」
「そうだな。もっと寄せて上げてもらわないと……いてっ！」
スネを蹴られた。
「誰がぺったんこおねえさんか！」
「今度は言ってねえよ！！」
まあ、小さい方には小さい方で需要はあると思うぞ。多分。
「いいの！　すんごいセクシーなの選んで有栖をぽかーんとさせてやるんだから！」
「へーへー。せいぜいバレない程度に加工してくださいな」
こうして俺はいつの間にかできた従姉妹と、いつの間にか飼っていたことになったペットを連れて海水浴に行くことになったのであった。
「天国だ……」
青い空！　白い雲！　照りつける太陽に蒼い海！　なーんてもんは一切目に入らず。
「うー。あんまり見ないで。……恥ずかしい」
さすが早帆ちゃんだぜ！　プロポーションも完璧。出るとこは出て、引っ込んでるとこはちゃんと引っ込んでるもんなあ──それに比べて。
「はぁ……」
「ため息つくなっちゅーの！　誰がぺったんこおねえさんか！」
いやだから言ってねえって。
「それにしても木寺くんにこんな可愛い従姉妹さんがいたなんてね」
ビックリしたよ。と永遠が言う。

いや、うん。俺も一週間前に初めて知った。
「そんな……可愛い新妻だなんて」
「おい、勝手に言葉を置き換えるな」
早帆ちゃんに聞こえてなかったからいいものの、誤解されたらどうする気だよ、全く。
「ミィ！　ミィ！」
木霊は砂浜が気に入ったようで、砂を掘ったり、堀った穴に潜ったりして遊んでいた。まああれくらいならバレないだろ。
木曜で木霊自体の姿は見えないはずだし。














「で、どうしよっか？　とりあえず海？」

「うーん、それもいいけど、ちょっとおなか空いたかも」

早帆ちゃんがお腹を押さえながら言う。昼過ぎちゃったしな。

「じゃ、何か軽く食べようか。海の家っぽいのがあっちにあるし」

「さんせーい」

というわけで俺たちは海の家へ向かった。混雑しているかと思いきや……いや、混雑はしていたんだが、タイミングよく集団の客が出ていったのですんなり入ることが出来た。

出て行った客の目が虚ろだったのが気になったが……熱射病とかになってんじゃねえだろうな。

「いやしかしあれ、全部半分以上残ってたんじゃねえか？　もったいないことすんなあ」

「木寺くんそういうの細かいよね。僕がピーマン食べないといっつも見つけるし」

「永遠だって飯自分で作るようになってみろよ。絶対気になるぜ」

自分が苦労して作ったもんなんだから残さず食べたい、と思ってしまう。

「へえー。木寺くん、一人暮らしだっけ？　料理出来る男子ってポイント高いよ」

早帆ちゃんの女友達が俺を持ち上げてくれる。もっと言って！

「まあ、大半はレトルトだけどねー。後はわたしが作り置きしておいたのをチンしてたりとか」

十六夜が余計な解説を入れる。

「おいこらちんちくりん」

「なんだぼくねんじん」

いらんこと言うなっつーの。

せっかく早帆ちゃんにアピール出来るチャンスだったのに。

「えと、まだ聞いてなかったと思うんだけど……従姉妹さん、名前なにかな？」

ああ……ほら見ろ、早帆ちゃんが俺よりお前を意識しちゃったじゃないか。

ってか、答えないと。

「あ、そうだっけ？　えーっと」

どうしよう。何も考えてなかった。さすがに十六夜はおかしいよな。

えーっと、えーっと。

「有栖の妻です。奥さんって呼んで下さい。ぽっ」

「何言っとんじゃおのれー！！！！」

「あはは。おもしろーい」

ほっ。まあなんとかごまかせたみたいだし、ウケたからよしとするか。

ったくもう、ヒヤヒヤするぜ、全く。

程なくして、皆が頼んだ焼きそばやらカレーやらが来たので、一旦会話を中断して食べ始める。

俺はカレーを頼んだので早めに食べ終えて、水をがぶ飲みしていたところ、左からちょいちょい、とＴシャツの肩の部分を引っぱられる。

「木寺くん……あの、よかったら残り、食べてくれない？」

早帆ちゃんは小食なのかー。やっぱその体型を維持するには、好き勝手食べてちゃダメだよなあ。うんうん。

「あ、うん、いいけど……稲家はもういいの？」

「うん。ほんとは食べられるんだけどね。ほら、お腹出ちゃうと……恥ずかしいし」

いや、もうアカン。

その仕草が間近で見られるだけで昇天しそうですワタシ。

「自分からお腹すいたーって言ってたのに。おじょーさまは自由ですなあ。もぐもぐ」

右隣のちんちくりんが嫌みったらしい台詞を吐いた。

が、せっかくのいい雰囲気を壊したくなかったので、

「いやー、俺腹減ってたんだよ、察してくれたんだよね。やっぱ優しいなあ、稲家は」

そう言って箸を手に取る。

あ、ちょっと待てこれ、ある意味間接キスじゃねえのか？

そう思うと急にドキドキしてきた。

こ、この割り箸に早帆ちゃんのく、口が……。

とドギマギしていたところ、その手からさっと割り箸を取り上げられ、別のものに変えられる。と同時に、目の前の皿に焼きそばが大量に追加された。

「そっかー。有栖はお腹空いてたのかー。鈍感でごめんなさいね！　気がつかなくて！　さ、思う存分食べてくださいな！」

「おま……いくらなんでもこんなに……」

「お腹空いてるんでしょ？　食べるよねー。腹ぺこアリスちゃん」

っのやろ！　っと俺が割り箸を十六夜に投げつけそうになった瞬間、もう一度左から、くいくい、と今度は服の裾が引っぱられる。

「やっぱり、私ももうちょっと食べようかな。何となく、食べ足りないかも」

「え……。あ、うん、じゃあこれ、半分こしようか」

これだよこれ。

やっぱり落ち着いてる女の子は違うなあ。可愛さの極みだぜ。

見たかバーカ。というような表情で十六夜を見やると、何故か十六夜はひどく落ち込んだ表情をしていた。自分の嫌がらせが上手くいかなかったからかな。

ざまみろだ。少しは反省しやがれ。

その後、永遠と早帆ちゃんの友達、俺と早帆ちゃんで他愛もないことを喋りながら食事をした。その間中ずっと、十六夜は一人で海の方を見つめていた。

　

「ビーチバレー用のボール借りてきたよー」

「おっし、じゃあチーム分けしよっか。えっと、じゃあ、男子対女子？」

十六夜を入れて５人なので、２チームに分けるのはちょっと難しい。

「うーん、それも何だかな。間違いなく、俺ら二人より稲家の方が運動神経いいし」

早帆ちゃんは勉強、運動どれもそつなくこなす。

やっぱ完璧美少女は違いますなあ。

「うーん、じゃあどうしよっか？」

「あ、いーよ。わたしちょっと熱射病っぽくなっちゃったかも。日陰で休んでくるからー」

「だいじょーぶ？　えと……その、奥さん」

しまった！　訂正をしていなかったせいで皆は十六夜のことをそうとしか呼べない。

だが俺のそんな想いをよそに、十六夜はキツめの口調で、

「ほっといて」

心配する早帆ちゃんにそう言い残し、日陰へ歩いていった。

　

それから俺たちはビーチバレーを十分に楽しみ（結局どの組み合わせでも早帆ちゃんがいるチームが全部勝った）、そのままの勢いで波打ち際で遊んで、日が傾きかけてきたところでそろそろお開きにしようかということになった。

「そう言えば……奥さんは？」

この短時間で『奥さん』がナチュラルに聞こえてしまうのが恐ろしい。

いやいや、本当に奥さんにしたいのはアナタです。

「バレーやってた頃は海の家の影にいたけどな……どこ行ったんだあいつ」

「木寺くんさ、ちょっと彼女に冷たかったんじゃない？　いや、身内だからそんなものなのかもしれないけどさ」

早帆ちゃんの友達に注意される。

冷たかった……かなあ？

でもあいつが悪いだろ、絶対。やたらめったら絡んできて、そのくせ雰囲気悪くする発言ばっかしやがって。

「あの子さ……きっと、寂しかったんだと思うよ。木寺くんが、構ってくれないから……」

早帆ちゃんにこんな心配させるなんて、あの馬鹿。帰ったら説教だ。

「そういや、木霊もいないな」

「誰それ？」

思っただけのつもりだったのだが声に出ていた。えーっと、

「ほら、電話で言っただろ、犬だ犬。ペット」

「え、だって木寺くん、ペットなんて連れて来てなかったじゃない？」

「だよなー。そうなんだよ。連れて来てなかったんだよ。でもいたんだよ。不思議だろー？」

俺の発言の方が不思議だ。

「へえ。飼い主追いかけてくるのかあ。犬って凄いね。まあ電車で二駅だし、そこまで遠い訳じゃないけど」

すまん。というかこの手の話題で永遠には嘘をつき続けている気がする。いい加減、精霊を人前に連れ出すのはやめにしないとな。

「とりあえず……皆で探してみよ。この辺りにいるのは確かなんだし」

来た頃は人で埋め尽くされていたビーチも、今や随分と人が減っている。しかもどんどん日が傾いてきて、肌寒くなってくる。そんな中、俺たちは十六夜を探して回ったが、全然見つけることが出来なかった。

そうして、さすがに帰ってるんじゃないか、とそう相談し始めていた時、早帆ちゃんが海の方を指差し、

「ね、あそこ。あそこに誰かいない？」

「あんのバカタレ！！！」

俺は間髪入れず海へ向かって走り出した。沖の方でお腹の上に木霊を乗っけて浮かんでいたのは、どう見てもうちのぺったんこおねえさんだった。

精霊だったらサクッと魔法とかで帰ってこいよ。ったくもう。

　

「はぁっ。はぁっ」

気を失ってたりすんのか？　あいつ。

波が来ようが太陽が沈んで行こうが十六夜は全く微動だにしない。半分くらい泳いで来たが、どんどん水が冷たくなってきて、腕が動きにくくなってきた。

「十六夜ー！　気がついてたら返事しろー！！」

さすがにもう周りに人はいなかったので、遠慮なく名前を呼ぶ。すると十六夜はこっちに気がついたようで、こっちに──は向かわず、逆方向に向かって泳ぎ出した。

「おい、こら！　なんで逃げんだよ！！」

「わー！　きゃー！　変態男子高校生に襲われるー！」

海の上で何言ってんだよ。

ああ、もうめんどくせえ。

俺は右手を空中に挙げ、魔方陣を描く。

「我、汝ら精霊と約を結びし者なり。盟約に従い、集え、生命の息吹！」

十六夜を直接呼ぼうとしても失敗するに決まっているので、木霊の方を呼び寄せることにする。焰を呼ぶ時にも使ったこのゲートは、呼び出す精霊の目の前に現れはするが、そのゲートを通ってこちらに来るかどうかは精霊の意志による。十六夜と違って、木霊は俺から逃げる意志はないように感じたのだ。

「ミィッ！」

案の定、木霊はゲートをくぐり抜け、俺の頭の上に乗った。

「ああっ！　こだまん、裏切ったね！！」

「ミィー？」

知らんぷりして口笛を吹くような仕草をしている。……意外と芸達者だな、お前。

「うし。木霊。あのちんちくりんを連れ戻すぞ！」

「ミィ！」

そう言って、木霊は詠唱を始める。

「ミミミィミミィミーミーミミミミミ、ミミミミミィミィミミミミーミ！」

絶対にわからんと思うので、以前十六夜に訳してもらった言葉を付け加えておこう。

『我が主との盟約に従い、その身に森林の躍動を！』

木霊の属性はその名の通り『木』。葉っぱを刃物のように鋭く飛ばして攻撃したり、蔓を伸ばして相手を捕らえたりも出来る。

が、今は手頃な植物が周囲に見当たらないので、

「グロウアップ！！！」

ワカメやらなんやらの海草類を異常成長させることにする。

「わわわ！」

急激に成長した植物は、一時的に海面を突破し、その勢いで十六夜の体を海上へ突き上げた。

「オーライ」

成長の勢いが止まらない内に、その植物の上を走り、勢いで空中に浮いた十六夜の体をキャッチする。

「……もう。ほっといてよ」

「お前な、俺が言ったこと忘れたのかよ。お前がいなくなったら誰がうちの掃除すんだっつー話だよ」

「……家政婦さんでも雇えば？」

そんな金があったらもっと豪勢な生活しとるわい。

「……悪かったよ。なんかほら、ないがしろにしたっつーかほったらかして。俺も早帆ちゃ……友達と海に来ることなんか滅多にないからさ、はしゃいじゃって」

「ふん。お気に入りの『さほちゃん』と一緒にいればいーじゃん。わたしのことなんか放っておいてさ」

寂しいのはわかるけど子供じゃないんだからスネるなよ。ったくもう。

「いいから帰るぞ。どんなお気に入りの友達がいようが、お前は別カテゴリーだろが。お前は精霊、俺の身を守るのが仕事だろ。何があってもずっと一緒にいろよ」

「……それってさ、わたしは特別ってこと？」

何を今更。

「そりゃそうだろ。俺にとってお前は初めて契約した精霊なんだし」

当然付き合いも一番長いんだから。

「むぅ。なんかちょっと違う気がする。そんなんじゃ乙女のハートは傾きませんな」

誰が乙女だ。このまま海に放り出してやろうかと思ったが、また捕まえるのが面倒なので、

「やかましい。……いいからずっと俺の傍にいやがれバカタレ」

そう言って海の上に浮いたまま、十六夜を後ろから抱きしめる。あすなろ抱きってやつだ。

……むぅ、恥ずい。

「……え。ねえ、有栖……」

「あー、もううっせえ！　やっぱ今のなし！　」

慌てて手を離す。

「ほらさっさと……ってうおあ！！！」

喋ってる間にふっと暗くなったと思ったら、後ろからとてつもなく大きな波が、今正に俺たちを飲み込もうと襲ってきていた！

今日は天気も崩れていないし、そんな気配全くなかったのに。

こんなもんに飲み込まれたら、それこそ溺れ死んでしまいかねない。

「有栖！　目を閉じて！！」

「十六夜、お前なにす……」

「いいから早く！！！」

慌てて言われた通りに目を閉じる。

ざっばーん！　と波に飲み込まれ、俺はその衝撃で意識を失った。 




（四）金曜日のすれ違い
　
「有栖！　目を閉じて！！」
「十六夜、お前なにす……」
「いいから早く！！！」
　
目を開けるとそこは自分の部屋の天井だった。
仰向けに寝ていると右下の方の見えるか見えないかギリギリの位置にシミがある。
初めてこの部屋で寝た時は、どうにもあのシミが『自分の部屋』という宝物を安っぽくしてしまっているようで、極力見ないようにしていた。
「……４時半、か」
もちろんＡＭのである。
あの時十六夜は一体何をしたんだ……。いや、そもそもあの日は木曜日。例えどんな魔法を使えたとしたって、十六夜の人間界での魔力はほぼゼロに等しかったはずである。
「でも俺たちは助かった……」
気がつくと俺たちは砂浜に打ち上げられていた。永遠曰く、それまでとは比べ物にならない大きな波がやってきて、俺たちはその波に飲まれるようにして一旦姿を消したらしい。
永遠達が慌ててレスキューの人達を呼びに行き、連れて来た時には偶然にも砂浜に流れ着いていた。
……と言えばそこまで不思議現象でもないのだが。
「でも間違いなく、何かしたんだよな」
あの日から、一ヶ月が経過していた。
十六夜は何となく素っ気ない。いつも通り家事はやってくれるし、一緒にご飯も食べるのだが、いつもみたいに俺をからかったり、馬鹿な会話をしなくなった。悶々として何となく寝付けない状態で枕に顔を埋めていると、
ドスッ！
顔の横で音がした。
「ちっ。外したか」
「……宿主を殺す気か戦闘狂」
金髪のポニーテールに星のような（何かが光る時の十字っぽい形をしたアレ）髪飾りをつけた黒い服に身をまとった女の子が俺の部屋に姿を現した。
「この程度で死ぬような宿主なら最初っから契約しちゃいないさ」
「いや、当たったら死ぬからな。マジで」
家に自動展開ゲートを設置するのも考えものである。俺は自分の意志でゲートを開閉する以外に、目が覚めたら自動で開く、精霊界と繋がるゲートを家に一つだけ設置している。そうしておかないと、ゲートを開く詠唱すら出来ない緊急時（いまだかつて遭遇したことはないが）に、宿主を守れないからという十六夜からの指摘によるものだ。
「それはそうと、今日はいやに早いお目覚めじゃないか、宿主。まぁ私としてはありがたい限りだが」
金曜日の精霊。夜叉やしゃ。ちなみに夜叉とは元々インド神話における鬼神であるが、こいつは神様ってわけじゃない。そのレプリカとでも言えばいいだろうか。以前言っていたように、精霊というのは人間の想像によって創造され、記憶の中に生き続ける。なので、誰がその想像の発端かは知らないが、その荒々しい気性と戦闘能力だけ本家から引き継いだ金色夜叉が精霊として創造されたのである。
「またどこかで暴れる気かよ」
ベッドに刺さったままの妙な形状をした金色の武器『不倶戴天ふぐたいてん』を見ながら呟く。相変わらず刀なのか槍なのかよくわからん形状だ。ハサミを半分にしたような刃物、という表現が一番的を射ているような気がする。
「そうだねえ。またクズ相手に暴れるのも悪くはない、が」
夜叉は武器を引き抜き、そのまま俺のベッドに腰掛ける。それに合わせて俺も体を起こす。
「どうも宿主がうんうん唸っているのは座りが悪いね。一体どうしたのさ？」
精霊達にも人間関係──いや精霊関係か、というものは人並みに存在する。
ただ、夜叉は孤独を好み、誰とも仲良くしたがらないので、先日の出来事は知らないはずだ。
「いや、まぁちょっと考え事をな──」
シャキン。言い淀んでいるとすぐ目の前に不倶戴天の矛先ほこさきが向けられる。
「話すか殺されるか、好きな方を選びな」
夜叉が凄惨な笑みを見せる。普通の人間ならビビって両手を上げるかもしれない。
だが、
「……どっちも断る」
腐っても宿主だ。使役する精霊に幅を利かせられるようでは沽券こけんに関わる。俺は不倶戴天を手でゆっくり押しのけて夜叉の隣に座り直す。
「心配させて悪かった。ちょっと気になっていることがあってな。……まあ考えるより本人に聞いた方が早そうなんだが、どうもそいつも喋りたくなさそうな気がするんだ」
それがあの態度なのだろう。明らかに十六夜は俺に詳しいことを聞かれるのを嫌がっている。
「ふん。馬鹿が変に気を遣うんじゃないよ」
「いてっ」
夜叉が不倶戴天の刃の裏で俺の頭を軽く叩く。
「聞きたいことがあるなら聞けばいいじゃないか。答えるかどうかは相手の勝手だ。ただ、お前から聞かないと何も始まらないよ」
「始めていいのかどうかで迷ってるんだよ」
俺が聞いてしまえば、そして知ってしまえば、十六夜にとっても俺にとっても、俺たちの関係が今までとは違ってしまうような気がして、それが嫌だった。
「ったく、スッキリしないねえ。あー嫌だ嫌だ。どうしてこんなのが宿主になったんだか」
「自業自得だろ」
夜叉は本人の意志で俺と契約したわけじゃない。
人間界、精霊界のどちらにおいてもその残虐性は失わず、ただ気に入らないというだけで精霊を殺し、気分が悪いというだけで人を苦しめる。
その行動に手を焼いた精霊王は、最低ランクの曜日魔導士の精霊として活動することを罰とした。少なくとも俺と契約することで、金曜日以外は人間界で魔力を使えなくなるからである。
「こんなのいつでも殺しちまえばいいんだけどねえ」
もう一度不倶戴天を俺の方へ向ける。
「どうしてだか。アタシはアンタを憎めない。納得のいかない殺しはしない主義なのさ」
そう言って、不倶戴天を降ろす。
「俺もそういうお前が嫌いじゃないよ」
そう言って、今度はこっちからその鬼神の頭を軽くなでる。
「ばっ、馬鹿なことやってんじゃないよ！　まったく！！　アタシは虚空こくう夜叉。悪鬼あっき羅刹らせつだぜ。いつだってお前の首をはねてやるんだからな！」
「死にたくなったらお願いするよ」
そう言ってあくびをし、目をこすりながら立ち上がる。９月に入って少しは暑さもおさまるかと思いきや、連日熱帯夜が続いている。考え事をしていたのは本当だが、朝方になってクーラーのタイマーが切れるのも早起きの原因かもしれない。
「ま、考え事を忘れて物事に没頭するにはいい季節だしな。運動の秋、読書の秋、芸術の秋、食欲の秋」
中秋の名月もあるしな。十六夜との距離感を考え直すチャンスかもしれない。
「有栖には食欲以外当てはまらない気するけどねえ」
「そんな大食いじゃねえぞ。……サンマは好きだけど」
自分で食事を用意していると、なかなか魚には手を出し辛い（面倒臭い）。楽に食べられるような調理済のサンマが出回るのはありがたいのだ。
「サンマが出ると有栖が引っ込む」
「人をマッサージ機みたいに呼ぶんじゃない。大体、お前そんなキャラじゃないだろう。そういうのは」
言葉に詰まる。さっきまでその話をしていたせいかもしれない。そういうお寒いボケ担当はあいつしか当てはまらない。
「……ふーん。ま、宿主の悩みは想像ついたよ」
何故か少し嬉しそうに夜叉は笑う。
「気分がいいから少し散歩してくるよ。今日は人を殺さないでいてあげる」
「俺が頼んだ覚えはないが、まぁそうしてくれると助かるよ」
夜叉は空を飛べるので窓を開けて身を乗り出す。天夜叉、地夜叉、虚空夜叉の中でも地夜叉に属するものは飛べないらしいが。
「ああ、そうだ。秋と言えばこんなのもあったね」
と言って窓枠に手をかけたまま夜叉は振り返る。
「秋の夜と男の心は七度変わる。女心と秋の空。結局のところ、その時その時で思ったり感じたことを行動にすることが大事なんじゃないのかい。数時間後には何もかも変わっているかもしれないんだからさ」
「そうだとしても、俺はその一つ一つを軽々にするわけにはいかないんだよ」
普通の人との付き合いとは違う。俺と精霊の付き合いは、人とのそれより随分と強く、そして儚い。
どれだけ近くにいても、どれだけ心が通い合っていたとしても、俺が忘れてしまえば、それでおしまいなのだから。
「ま、いいや、精々悩んで成長しな」
そう言い残して、夜叉は闇の中に溶けていった。
「……もっかい寝るか」
部屋の時計は４：３２を表示していた。最近少し遅れているので、実際には３５分といったところか。
ここのところ、体育大会の練習で毎日運動しなきゃならんので、寝ぼけていると怪我でもしかねない。
再度眠りについた俺の夢の中では、巨大サンマがマッサージ椅子に座ってくつろいでいたのだった。
　
「負けたらその首はねてやるからな！　しっかり勝ってくるんだよ！」
「無茶苦茶言いやがって……」
体育大会当日。季節外れの台風が続き、順延を繰り返したため、当初日曜に予定されていた大会は金曜日に決行することになった。明後日の日曜日も天気予報で傘マークの下に９０％の文字が出ていたこともあるのかもしれない。俺は大して運動神経もよくないので、全員参加の２００ｍ走と玉入れしか出る予定はなかった──のだが。
「ごめんね。木寺くん。無理言っちゃって」
「あ、いやいや全然違う話だよ。早帆ちゃ……稲家に誘われるなんて光栄の至りだって」
俺はこの後の男女混合騎馬戦に出ることになっていた。男は大体騎馬となり、女の子が上に乗ってハチマキを奪い合う。早帆ちゃんの騎馬になる予定だった内山という運動神経抜群の男子が、さっきのクラス対抗リレーで足をひねったらしい。
「あの……木寺くんさえよければ……早帆でいいよ。そう呼んでくれても」
「あ、いや、その……そう？」
やっべえ！　可愛すぎだろこの子！
この仕草が見られただけで、俺はもう天にも昇る心地である。
「だったら連れてってやろうか。最も、私が連れて行けるのは地獄だろうがね」
「遠慮します」
ふと後ろを振り返ると夜叉が着いてきていた。
大人しく観客席で見てろっつーの。
意外と好奇心の強いやつなので、争いごとには特に関心を示す。
自分に全く関係ないこの体育大会でも自分の宿主が負けるというのはやつにとっては腹持ちならないらしい。
「……そっか。ごめんね、調子に乗っちゃった」
早帆ちゃんが若干寂しそうな笑顔をして舌を出す。
何が？
そう思って会話の流れを思い返す。
──あ！
「いやいやいや、今のはそう……畏れ多いかなって！　俺なんかがそんな呼び方してもいいのかなってちょっと日和っただけ！　早帆ちゃんがいい！　早帆ちゃんって呼びます！！」
何故かガッツポーズつきで宣言してしまった。
「あ……ありがと。で、でも、そんな大きな声で宣言しなくても」
気がつくと周りからひゅーひゅーとはやし立てられていた。
目の前では早帆ちゃんが、さっきまでとは違った意味で困った顔をしている。
「だったら私のことも智亜とお呼びになって。有栖様」
「出やがったな。健康不良児」
ピッタリのニックネームを考えついたと思ったのだが、口にしてみると思っていたより語感が悪かった。現れたのは相手チームの騎馬に乗ったおなじみの召還魔導士、蘭智亜である。
わかってはいたがこいつ、無駄に背が高い。女子にしては反則だろうその高さ。
「私が全員倒して優勝して差し上げますわ。そうすれば、有栖様も私の格好良さにメロメロですわね」
「相変わらずネジの緩い発言だな」
小学生のかけっこの順位ですら、いじめの発生要因だとかなんとか手前勝手な理由をつけて、大人が責任逃れをしようとする昨今、そんなことで人の気持ちが釣れると思っているような馬鹿が実在することが衝撃だよ、全く。
そんな俺の感想はお構いなしに、蘭は早帆ちゃんの方を指差し、
「稲家早帆！　有栖様をかけて決闘を申し込みますわ！　あなたも決勝まで残りなさい。有栖様の前でコテンパンにして差し上げます」
見た目に反した熱血キャラっぽい言い回しで宣言する。
ちなみに蘭の頭髪は出会った頃の印象を忘れさせるレベルで肩甲骨の辺りまで伸びており、その肌の白さから喋りさえしなければ深窓の令嬢と言われても素直に受け入れられるような容姿になっていた。
「ま、負けないんだからっ！」
おやおや？　意外と早帆ちゃんも負けず嫌いなのかな。普段の教室のイメージとは違って随分と熱血度が増している。
まあイベントごとだし素直に盛り上がるのもいいのかもしれないな。
「有栖くーん！　ファイトー！！」
珍しく観客席から応援される。誰かと思えば純先輩がこっちに向かって大きく手を振っていた。いい人だなあほんと。爪の垢でも煎じて蘭に飲ませてくんねえかな。
というわけで俺は残りの男子二人と騎馬を組み、早帆ちゃんを乗せる。ちなみに残りの男子の二人は、不健康とまでは言わないが、体格的にはひょろひょろの永遠と、永遠と仲の良い、これまた運動が大の苦手の男子。
うーん、早帆ちゃん、ごめん、これ貧乏くじかも。俺は俺で、先頭のポジションなので、残念ながら早帆ちゃん──もとい、騎馬の様子が何も見えないが、後ろに彼女が乗っているとなると、それはそれでもう情熱の矛先が逆を向きそうだった。
赤、白、青、黄の４チームそれぞれが６組ずつの騎馬を組んでまずは自由合戦。制限時間内にいくつハチマキを奪ってもいいが、ハチマキを奪われたらその時点で失格。残っている騎馬の分だけチームに加点される。つまり、奪った数そのものはあまり関係ない。また、制限時間が終わり、残っていた騎馬で一騎打ちを行う。
「にしてもあいつ高すぎるだろ、ほんと」
前述の通り、蘭は背が高い。女子で１７０ｃｍは優に超えている。加えて、騎馬の男子もラグビー部で固めており、準備万端といったところか。
「だいじょーぶ。騎馬戦は高さだけじゃないよ！」
頭の上から早帆ちゃんの声がする。
ああ……今俺の後ろに早帆ちゃんが……ってイカンイカン！　俺は彼女に勝利をプレゼントせねばならんのだ！　煩悩に苛さいなまれている場合じゃない。
「怪我せんようになー。あと反則じゃなくても危険な行動するやつがいたら失格にするから無茶するなよー」
体育教師の野太い声が響く。皆思い思いの表情で構える。俺も少し緊張してきた。
「よーい、始め！」
パァン！とピストルが鳴り、競技が開始される。
「よーし、木寺くん！　ゴー！！」
俺たちは開始前に相談して決めていた通り、まずはあまり強そうじゃない（背が低い）黄組の方へ回り込む。
俺たちは決して足が速い方ではないし、体格もよくない。
かと言って、ここで尻込みしてちゃ男がすたるってもんですよあーた。
「うおおおおっ！」
黄組はやはりあからさまに弱そうだったのか、他の組から結構狙われていた。俺たちも最初の騎馬とぶつかる。
「オッケー！」
「え」
見上げると早帆ちゃんが相手のハチマキを取り上げていた。いやいや、いくらなんでも早すぎないか。一体どうやって取ったんだ。
「木寺くん、次あっち。左のあの子狙おう！」
「ほいさ」
疑問は残るが考えていてもしょうがない、俺は次の標的を狙い、後ろの二人とダッシュする。
次の標的は騎馬の男子はともかく、上に乗っている女子は小柄ながらも反射神経が良さそうだ。
確か剣道部じゃなかったか？　あの子。
「いくよー！」
早帆ちゃんの声に合わせて、俺たちは相手の騎馬とぶつかる。
「オッケー！　取ったよ！」
「うそ」
見上げると、またも瞬殺で早帆ちゃんが相手のハチマキを取り上げていた。そもそもハチマキってそんな簡単に取れるもんなのか？　一体どうやってんだ？
「永遠、大丈夫か？」
「うん、何とか。次からもうちょっとゆっくりでもいいかな？　手が滑りそう」
「オッケー。一度立て直そっか」
早帆ちゃんが片足ずつ足を上げ、俺たちが順番に手を組み直す。
うーん、後ろで見ていた永遠からどうやって早帆ちゃんがハチマキを取っているのか聞きたかったんだが、何となくそういう雰囲気ではなくなってしまった。
しゃーない。後で聞こう。
と次の標的を探そうと顔を上げた瞬間。
「うわわっ！」
早帆ちゃんがバランスを崩して前のめりになる。俺たちは必死でそれを受け止めるように前に動く。
「せーーーーふ！　あぶなかったー」
騎馬的にはセーフだった。俺たちが少し前に動いたおかげで、早帆ちゃんもバランスを立て直した。
──のだが。
「……」
「木寺くん？　大丈夫？」
永遠の声も耳には入っているが頭に届いていなかった。というのも、さっきバランスを崩した時、早帆ちゃんが前のめりになったせいで、色々な刺激が後頭部から前頭葉にかけて駆け巡ったのである。
……いやー騎馬戦っていいもんですね。
「やれやれ、鼻の下伸ばしてだらしねえ宿主だ。ぼやぼやしてるとやられるぜ！」
はっ！　と夜叉の声で正気に返ると、いつの間にか後ろから狙われた早帆ちゃんが必死に自分のハチマキをガードすべく、体をねじって戦っていた。
いかん！　俺が足を引っぱってどうする！
「ってあっちからも！」

最弱に見られた黄組が全滅したからか、次は俺たちの白組が狙われる。青組は随分離れた位置に固まっていた。どうやら結束して決勝まで残るつもりらしい。蘭のいる赤組から集中して狙われそうになる。
「宿主が負けるのは納得できないね！　ちょっとズルさせてもらうよ！」
「ちょ、お前なにを──」
言うが早いか、夜叉は詠唱を始める。
「我が主との盟約に従い、一条の光となりて、眩い閃光と共に駆け巡らん！」
夜叉が俺の体に憑依する。他人には見えないが、煌煌と俺の体から光が放たれている。
「さあ、さっさと切り抜けな」
「ったくお前は。罰受けても知らねーからな。──ライトニング！」
後ろの二人と早帆ちゃんに聞こえない程度の声で呟く。金色の光が煌めいた瞬間、俺たちの騎馬が今早帆ちゃんが戦っている相手の後ろに移動する。
「わわっ」
「へっ？」
夜叉の魔法は金。その能力は体を金のように強固にするものから、今のように金が放つ光と同化するものまで多岐に渡る。
特徴は、その全てが戦闘用のものであり、それ以外の用途はない。今の瞬間移動についても、短距離は移動出来るが、長距離の移動には向かない。移動先の位置にあるものが特定出来ない状態で行うと、同一座標に二つの物体が存在するという自然にはあり得ない状態になり、後から割り込んだ物体が排除される。即ち、移動した先に物体が存在した場合、見るも無惨なバラバラ死体の出来上がりってわけだ。
「早帆ちゃん。チャンス！」
「もらったー！」
後ろの二人は何が起きたかわからない様子だが、何故か早帆ちゃんは平気な様子だった。
「オッケー。取ったよー！　木寺くん、足すっごい速いんだね！！」
「いや、ははは……」
ちょっとやり過ぎたな。こっちに向かって走って来てた騎馬の子達ですら、ぼーぜんとしてるし。後ろの二人も手に力が入っていないのがわかる。
これはこれで危ない、と思っていたところで。
パァン！　終了のピストルが鳴った。と同時に、残った全員が開始位置に戻る。
残ったのは赤３組、青５組、白２組の計１０組らしい。この面々でトーナメントを行う。
「木寺くん。さっきのって何がどうなったの？」
永遠が自分に起きたことがまだ信じられないというような表情でこちらに聞いてくる。
「いやー、まああれだな。火事場のクソ力ってやつだ」
自分でも思えるくらい、相変わらずごまかし方が下手だな、俺。
「へえ……。全く走った感覚がないのに、気づいたら移動してたよ。僕達もそれなのかなあ」
「そうだな。意外と俺ら、本気出せば短距離走とかイケんじゃないか」
「うん。なんかちょっと、自信出たかも」
すまん。永遠。その自信はいずれ裏切られることになろう。だから間違っても運動得意だなんて言うんじゃないぞ。
「……なあ、宿主」
瞬間移動後、早々に俺の体から抜け出ていた夜叉が話しかけてくる。
「あ、ごめん、俺ちょっとトイレ行ってくる」
「うん、行ってらっしゃい」
決勝トーナメントを作るまで多少時間がある。早帆ちゃんも青組の友達と喋りに行ったままだし、少しなら大丈夫だろう。
「なんだよ。俺があそこで喋れないのはわかるだろ」
トイレを通り過ぎ、体育倉庫の裏まで行ってから夜叉に話しかける。
「気分を悪くしないで聞いて欲しいんだ。あの女……早帆って言ったっけ？　あの女に関わるのはよした方がいい」
「なんでだよ」
急に何を言い出すんだこいつは。
「さっきアンタも見たろ？　あの瞬間移動にも平気で対応した。それにアタシは見てたけど、あいつのハチマキの取り方。普通じゃない。手を近づけると自然にハチマキの方が吸い付いていってる」
「……」
確かに色々と不自然だとは思ってたさ。でもそれを認めたくない感情がはっきりと俺の中にあったんだ。
「敵か味方かはわからない。けど、ハッキリするまで暫く様子を見た方がいいよ」
夜叉がガラにもなく優しく俺を諭す。しかしそれでも俺は認めたくなかった。
「たまたまだろ？　そんなこと、あるわけな……」
「目ぇ覚ませ！　万一それでお前に危険が及んだら、アタシたちが困んだよ！　自覚しろよ宿主！」
「頼んでねーよ！！」
夜叉が俺の襟首を掴んで、今にも殴り掛かろうかと思わんばかりの表情で叫ぶ。
夜叉の言うことが正しいのは頭ではわかっていた。
だが俺の口から漏れ出た言葉は、理解とは正反対の感情に任せたひどいものだった。
「お前らが勝手にそう思ってるだけだろ！　所詮精霊なんて、宿主が死んだところで別の宿主を探すだけじゃないか！　心配するフリなんかしてんじゃねーよ！」
すっと、夜叉が俺から手を離す。
「お前……本気でそれ言ってるのかい？」
「……ああ」
もはや引っ込みがつかなかった。
「アタシの見込み違いだったようだねえ。人間の女にかまけて何が正しいかも見失うなんざ、魔導士失格だよ、お前。悪いが私はこの契約、解除させてもらうよ」
夜叉は髪についた金の髪飾りを投げ捨てる。
「……勝手にしろ」
俺がそう言うと、夜叉はあっという間に明後日の方向に飛び去っていった。
地面に転がっている髪飾りを拾い上げる。
「わかってるよ……俺だってさ」
でもまだ俺は幻想を抱いていたかったんだ。圧倒的に低い確率だとしても。それを認めてしまったら、俺の中にある何かが崩れてしまう気がしたから。
髪飾りをハーフパンツのポケットに入れて、俺はグラウンドへ戻っていった。
　
「よーし！　決勝だー！」
早帆ちゃんが声を上げる。俺たちは順調に勝ち進み、遂に決勝で、蘭の組との一騎打ちになった。
「……」
「どしたの？　木寺くん。なんか浮かない顔だね」
永遠が後ろから声をかけてくる。
「いやいや、ちょっと疲れただけ」
「大丈夫？　木寺くん。もう少しだから、がんばろっ！」
早帆ちゃんの笑顔が上から俺に向けられる。だが見上げると、どうしてもその笑顔が作り物に見えてしまって、すぐさまもう一度前に向き直った。
「……うん。頑張ろう」
何に頑張るのだろう。もちろん騎馬戦を頑張る。だが頑張って得られるものは何だ。あんなに求めていた彼女の笑顔が、今は能面でも見ているかのようにひどく空しい。
もし彼女が普通の人間じゃなかったら？
俺は彼女を好きじゃなくなるのか？
そもそもどうして俺は彼女を好きだったんだ？
様々な想いが去来する中、決勝は有無を言わさず始まる。
「っておいこら」
俺たちの前にいるのが蘭の騎馬。それはわかる。わかるが、
「あら？　なんでしょう、有栖様」
「なんでしょうじゃねえ！　お前それ何する気だ！！」
蘭の騎馬の隣にはケルベロスが召還されていた。
「そりゃあもうその女を亡き者に……いえいえ。何のことを仰っているのかわかりませんわ」
「わかりやすいごまかしをありがとうよ。いいからさっさとしまえ！！」
どうやら前回同様、普通の人間には見えないように姿を消しているらしいが、ケルベロスの爪や牙を、普通の人間が食らったら間違いなく即死だ。
「いえいえ、ここからが本当の牙戦なのです」
「くだらないダジャレ言ってごまかそうったってそうはいかねえ。いいから早く──」
「木寺くん」
頭の上から声がする。
「大丈夫だから。早くやっちゃお？　ね？」
何が大丈夫なんだろう。
早帆ちゃんがどんな顔をしているのかが怖くて、俺は上を向けなかった。
「じゃあ決勝を始めるぞー。よーい」
パァン！ピストルが鳴って、決勝が開始された。
「行きなさい！　ケルベロス！！　あの女を亡き者にするのよ！」
「お前は一回精神科に診てもらえ！！」
叫びながら避けようとする。
……ってか今の俺の足じゃ、絶対に避けられない！
「早帆ちゃん、危ない！！」
「だいじょーぶ」
早帆ちゃんがとんでもない速さ、そして気にして聞いていなければ聞こえない程度の小さな声で呪文らしきものを詠唱する。
「え」
途端にケルベロスの動きが止まる。いや、むしろこれは……。
「こっちに……懐いてる？」
ケルベロスが早帆ちゃんにすり寄っている。
「な、何をしているの！　ケルベロス！！　さっさとやっておしまい！！」
もはや周りに聞こえるのもお構いなしで蘭が叫んでいる。
一向に動かない決勝戦と、蘭の意味不明な言葉に、周りの人達はただ呆然としていた。
「早帆ちゃんは──」
「さ、木寺くん！　相手を倒すよ！」
そう言う早帆ちゃんを見上げた。
その瞬間。
俺の意識はまるでテレビのスイッチを切るように、いきなり断絶された。
　
「う……うぅ……」
気がつくと、何やら周りがバタバタしていた。
あれ？　騎馬戦は？　どうなった!?
「早帆ちゃ……」
振り向いて見ると、早帆ちゃんが友達に肩を抱かれながら泣いていた。
「一体何が……」
まだ少しぼんやりする意識を振り払うように首を振り、顔を前に戻す。
と、そこには、
「……蘭！！」
蘭が頭から血を流して倒れていた。慌てて駆け寄るが、担架で運ばれていくところで近寄れなかった。どうやら救急車を呼んだらしい。
「事故なんだから、早帆のせいじゃないよ」
「うん……でも智亜ちゃん、可哀想で……私があんなに張り切らなかったら……」
後ろから声が聞こえる。どうやらその話を聞いていると、早帆ちゃんと騎馬戦でもみ合った拍子に倒れて怪我をした『ということになっている』らしい。
「有栖くん！！」
グラウンドから退場し、クラスの位置に戻ってきていた俺に、純先輩が駆け寄ってきた。
「純先輩……」
「有栖くん、一体どうして……。ケルベロスは有栖くんにも見えてただろ？　なんで止めなかったのさ」
キミらしくもない。と先輩は怒ったような声を出す。
「さっき……目を見たんです。そしたら、急にふっと意識が飛んで──」
「誰の？」
言わなければならないことはわかっていた。でもそれを少しでも先延ばしにしたかったから、俺は無意識にその人の名前を言わなかったのかもしれない。
「俺たちの……騎馬の上の女の子……」
「あの子も魔導士？」
認めざるを得ない。蘭が召還したケルベロスを手懐け、俺の意識を奪った。そんなことが普通の人間に出来るのなら、人間界はもっと混沌としているだろう。
「だと──思います」
「魅了チャームかな。だとするとかなり高位の魔導士だね。精神系の魔法は難しいんだ……ってボクもそこまで詳しくはないけど。しかも有栖くんのような魔導士にかけるのはより一層大変なはずだよ」
魔導士には魔法が効きにくいはずだから。と、目線を早帆ちゃんにやりながら呟く。
「俺は……俺には出来なかったんです」
「何が？」
純先輩は早帆ちゃんから目を離さず、俺に問いかける。
「彼女を信じることも、疑うことも」
信じていれば顔を上げることはなかった。
疑っていればそもそも参加していなかった。
中途半端な想いのまま中途半端に行動したから、結果、色んな人──や精霊を傷つけた。
「俺……最低です」
夜叉はこの結果を予想していた。だから嫌われることを承知で彼女の危険性を俺に告げた。なのに、俺は──。と、純先輩が俺のうなだれた頭に優しく手を置く。
「大丈夫。皆そんなに強くないよ」
そのまま頭を撫でてくれる。
「キミは確かに失敗したのかもしれないね。でもさ、ボクなんて失敗続きだよ？　前にも言ったけど、精霊は契約してくれないし、身長は……相変わらず伸びないし」
まあ、それは失敗じゃないね。と控えめな笑顔で純先輩は言う。
「失敗したらやり直せばいい。失ったなら取り戻せばいい。命まではそうはいかないけれど、逆に言えば生きてさえいれば、やり直しは効くはずさ。大事なのは、同じ過ちを繰り返さないことだね。ボクだってそうさ。もう二度と、大事な人を失いたくない。だから、」
純先輩は俺の頭から手を離し、早帆ちゃんを睨にらみつけながら続ける。
「もし彼女が有栖くんに手をかけるなら、絶対に許さない」
普段からは絶対想像できないような表情をして、純先輩は早帆ちゃんを睨んでいた。早帆ちゃんは『泣くフリ』こそやめたようだが、友達に肩を抱かれたままぼんやり自分の椅子に座っている。
「とりあえず、蘭さんの様子を見に行こうと思う。キミも来る？」
「……行きます」
まだ気持ちは混乱していたが、蘭の様子は気になる。さすがに命に関わるほどではないだろうが、怪我した場所が場所だけに、障害が残るようなことになったら大変だ。
「じゃ、行こう」
「はい」
一度振り返って早帆ちゃんの様子を見てから、俺たちは蘭の運び込まれた病院へ向かった。
　
「はい、あーん」
「あのー、すいません、先生。怪我の方はいいんでこいつの精神を一度検査してもらえますか。きっとどこかに異常があると思うので」
心配して損した。体育大会を放り出して蘭の運び込まれた病院へ来たところ、そこにいたのは頭こそ包帯に巻かれて痛々しい様を見せているものの、俺が病室に入った途端飛びかかってくる元気な女子高生だった。
「いやですわ。そんなもの検査しても、レントゲンでは私の愛情は測りきれませんわよ。有栖様」
「いや、そもそもレントゲンって何かを測るものじゃないから」
話題を逸らししつつ蘭に持って来た林檎を自分で食べる。
蘭に絶対安静を言いつけて先生が出ていった。
「ははは……。でも、大丈夫なの？　大分ひどくやられたように見えたけど」
純先輩が真面目に心配する。いい人だなあ、ほんと。
「ええ。……まあ、怪我よりも、ケルベロスが私を裏切ったという事実の方が、私には辛いですわね」
蘭は本当に辛そうな表情を浮かべる。召還魔導士において、魔導士と召還される者の間には、婚姻レベルでの重い契約が交わされている。人並みに表現するなら付き合っている相手が目の前で浮気したレベルと言えるか。
「そのことだけど……。早帆ちゃ……彼女はあの直前、魔法のようなものを詠唱していた。だから裏切った云々というよりは、彼女の魔力の方がお前よりも上だった。そういうことだろう」
俺だって自分で言っていて未だに信じられないが。そもそも彼女が魔導士だったなんて。
「迂闊でしたわね。彼女はある意味厳重にマークしていたのですが。恋のライバル的な意味で。まさかたかだか数ヶ月でこんなに多くの魔導士と人間界で出会うなんて、思いもしませんでしたわ」
「……同感だな」
こいつに厳重マークされるって、ある意味ストーカーより嫌だろうな、と一瞬よぎったのはさておいて、今思えば、俺の妙な浮つき具合も、彼女の魔法の効果だったのかもしれない。いや、真偽はわからないが。
「とにかく、彼女に直接コンタクトを取ってみよう。ボク達だけで悩んでいても始まらないよ。蘭さんに怪我させたのはいただけないけど、元はと言えば先に仕掛けたのは蘭さんなわけだし。彼女がまだ悪意を持った魔導士だと決まったわけじゃない」
『いい人』の純先輩らしい発言だな。と俺は思った。
俺だってそう信じたいが、それこそ純先輩が言った通り、同じ失敗を繰り返すのはごめんだ。
「にくにくし過ぎて嫌々ですわ！　あの女！　次会ったら魔法なんて使う前に叩きのめして差し上げます！」
「掛け算に使う頭があるなら、お前はまず常識をわきまえろ」
お前が否応無しにはっ倒されるぞ。ったくもう。
「心配して下さるのですね。お優しいですわ。やはり愛故に、ですね。いつでも私は貴方の愛を受け入れる覚悟はありましてよ」
「俺が心配してるのは、お前の頭と周りへのとばっちりだ！」
せっかく見た目は前に比べて随分女の子らしくなってきたというのに、喋るとこうだからなあ。
「一旦、ボクと有栖君で彼女に話しかけてみよう。それでもし、悪意を持った魔導士だったとしたら」
純先輩が先ほどとは打って変わって、今まで見せたことのない怖い表情を見せる。
「ボクが潰す」
俺はその戦慄せんりつを覚える程の表情を見ながらもまだ迷っていた。
『いい人』の純先輩にもこんな怖い表情があるように、早帆ちゃんにも裏の顔がある。
俺はそれを見たくなかったし、存在すら認めたくなかった。
「……まあ、とりあえず、俺はちょっと精霊に謝ってきます。彼女に対する意見で仲違いしちゃって。契約解除されちゃったんで」
というか俺が意地を張っただけなんだけど。と、ポケットから金の髪飾りを取り出す。

「うん。早く行った方がいいよ。もし他の宿主と契約しちゃったら、その精霊はもう、有栖くんの元には戻って来ないかもしれないんだから。……なんて。ボクが言うことじゃないかもしれないけどね」
水走は確かに俺の元を去り、純先輩と契約した。
だがそれは水走の意志であり、先輩が悪いわけじゃない。
それでも、水走がもう俺の元に戻って来ないことには変わりないのだ。
「人間でも精霊でも、気持ちがすれ違うのは、決して悪意から生じるものだけじゃないよ。むしろ相手のことを思い込み過ぎるほど、相手の気持ちは見えにくくなる。すれ違った気持ちは、時が過ぎれば過ぎるほど、離れていってしまうんだ」
先輩の両親は先輩のことを想い過ぎて、先輩を独りにしてしまった。
「どこをどう探せばいいかもわからないんで、家に戻って他の精霊と相談してみます」
「私は精霊界には疎うといのですが、魔界や冥界ならある程度、土地勘があります。もし必要とあらば、いつでもご指示下さいませ。有栖様」
暫く黙っていた蘭が少し辛そうな顔をしながら言う。
その表情を見て初めて、蘭が俺に心配させまいと無理をしていたことに気づいた。
「うん。……サンキュな」
夜叉だけじゃない。十六夜ともすれ違ったままだった。このままだと、本当に皆離れて行ってしまうのかもしれない。そんな不安を抱え、俺は病室を後にした。
　
「うーん、それは心配だなぁ。あ、イカ食わねえならもらうぞ」
「お前は少し緊張感というものを持て！」
俺の精霊勢ぞろい──というにはあまりにも寂しい状況だった。招集をかけてリビングに揃ったは俺と織姫と焰だけ。土曜日の大蛇おろちがサボるのはまあいつものことだとしても、十六夜が姿を見せないのはやっぱり変だった。
「木霊は？」
「十六夜に着いて行っておるようじゃの。まあ妾らは自分の曜日以外は基本自由に過ごしておるでの。都合がつかなくともそう不思議ではない。気に病むなよ、宿主」
「そーそー。頭使うと腹減るぜ」
「もういいよ、お前残り全部食え」
奮発して寿司を取ったりしてみたのだが、全部この火の玉小僧の胃袋に収まりそうだった。そもそも精霊に胃袋なんてあるのか？　知らんけど。
「何とかして夜叉の居場所を探したいんだ。最悪連絡が取れるだけでもいい」
俺は懇願こんがんするように織姫と焰に語りかける。
「と、言われてもの。妾らは自分の曜日しか魔法を使えん故、金曜日ではこっちで空を飛ぶことも出来んわい」
「むぐむぐ……高速移動もな。有栖ーお茶くれー」
どんっ！　と多少イライラしながら湯のみをテーブルに置く。
「何とか……どうにかならないのかよ！　お前らなら──」
「おいおい、宿主よ、それはお門違いというものじゃぞ。自分の失態を儂らに押し付けられてイライラされても困るわい」
織姫が少し不機嫌そうな顔でこちらを見る。
「いや、そんなつもりは──」
ない。と言い切れなかった。
イライラしているのは自分に対してだが、無意識にこいつらなら何とかしてくれると、それが当たり前だと、そう思ってしまっていたのかもしれない。
「やれやれ。見込み違いじゃったかのう。まあ、他の連中はどうだか知らんが、妾は単なる腰掛けで代理じゃ。お主に面白みがなくなったら、いつでも解除るからの。……これはいつもの冗談ではなく、警告じゃと思うて相違ない」
「まあオイラはどっちでもいいけど。あれだ、辛気くせーのは勘弁だな。ぱーっと楽しめないなら他行くぜ」
「そんな……そんなもんなのかよ」
俺たちは──俺たちの関係は。と言いかけて、自分が夜叉に言った言葉が頭によぎる。
「お前らが勝手にそう思ってるだけだろ！　所詮精霊なんて、宿主が死んだところで別の宿主を探すだけじゃないか！　心配するフリなんかしてんじゃねーよ！」
自分の都合の悪い時は突き放すくせに、自分勝手に慰なぐさめてもらおうとして。心配してくれないことに苛立って。
「ま、『そんなもの』になるかどうかはお主次第じゃの。前にも言うたように、きちんと周りに目を向けることじゃ。悪いが妾らは今回の件については一切手を貸さん。これくらい、自分で解決せいよ、宿主」
いつもの薄ら笑いはすっかり影を潜め、無表情でそう言い放つと、織姫は焰を連れてゲートの中に戻って行った。
「どうすりゃ……いいんだよ……」
俺はそのままリビングの机の上に突っ伏した。今更ながらに自分の無力感を呪った。知らず知らずの内に、俺は錯覚していたのかもしれない。魔導士はただの媒体であり、憑代よりしろに過ぎない。なのにその憑代が、精霊の力を自分のものと勘違いしてしまっていた。
言いようのない不快感が脳内を占領し、俺は迷いの渦に飲み込まれていった。
　
「本当にそれでいいのか？」
「……はい」
目の前の月の精霊はその覚悟をはっきりと口にする。
「お前の今までの功績を考えれば、先の行動など不問にしても問題ない。まあ対外的に何か罰を与える必要はあるじゃろうが、普通に罰を与えても罰金刑で済んでしまう程度のものじゃぞ？」
もったいない。儂はそう思った。当然じゃ。地球外のものに関わる精霊というのは精霊界でもレア中のレア。増してや、月の精霊など、何万といる精霊を統べる儂でも、生きている間にこいつとこいつの母親にしか会うたことがない。
「もう、決めたことです」
「……なるほど。ならばこれ以上は問うまい。確認じゃが、他の人間と契約する気もないのじゃな？」
意志は堅いようじゃが、何とか変えられないものかと思う。たかだか人間一人のために、その絶大なる魔力を捨てるなど、馬鹿げている。
「はい」
「わかった。ではお前の望むようにしよう。じゃがその履行りこうはその人間と契約解除してからじゃ。いくら儂でも、よほどの重大犯罪でもない限り、個々の精霊と人間の契約には関与できん。また、そんな前例を作るわけにもいかんのでな」
そこまでプライベートに立ち入ると、さすがに精霊の中から反対が起きよう。規律というのは治安を守るために存在するものであって、決して統治者の想いに沿わせるためのものではない。
「わかっています。自分で決着をつけます」
「なら、解除が出来たらまた来るがよい」
「はい」
月の娘は決意を秘めた瞳ではっきりとそう口にすると、しっかりとした足取りで部屋を出て行った。
　
「はっ」
気づくと部屋が真っ暗になっていた。なんだかんだで疲れてしまっていたようで、リビングで寝入ってしまっていたようである。
「ん？」
体を起こすとするりと床に何かが落ちた。
「制服……の上着？」
しかも女子用の。
一瞬純先輩かなと思ったが、まさか他人の家の中に無断で侵入したりはしないだろう。ちゃんと鍵はかけてある。
「十六夜……か」
それしか考えられなかった。起き上がって電気をつける。
「ミィー！」
「木霊？」
暗くてよく見えなかったが、どうやらリビングの隅っこに木霊がいたようである。
「なんだ？　その紙」
「ミィ！　ミィー！」
木霊が折り畳んだ紙を俺に差し出している。
「えっと……なになに」
俺は木霊を抱え上げて自分の頭の上に乗せ、紙を受け取って開く。
　
『有栖へ　女の子は例外なく甘ーいお菓子が大好きなのです！　特にイライラした時は効果てきめん！　最近出来た駅前のクレープ屋さんは大人気で夜遅くまでやってるから、わたしだったらふらーっと寄っちゃうかも？　なんてね。』
　
「ミィ？」
木霊が不思議そうに俺を見る。
差出人のないその手紙が、俺の胸に熱いものをこみ上げさせ、身体が少し震えていたからだろう。
独りじゃない。
俺の失敗はまだ、取り返しがつかないわけじゃないんだ！
「……行ってみるか」
「ミィ！」
木霊がびっ！　と敬礼をする。
「お前も……行くのか？」
「ミィ！」
俺の頭の上からジャンプしてテーブルに飛び乗り、敬礼をしたままこちらを向く。
「下手したら、お前だって罰受けるぞ？」
今日は金曜日。木霊は姿を消せない。それに、今回の件は俺のせいなのだから、人間でも精霊でも他のやつらに迷惑はかけたくない。
……既に一回織姫たちに迷惑をかけそうになってしまったが、もう二度と。
木霊はそれでも敬礼のポーズを崩さず、こちらをじっと見つめていた。
「ぼやぼやしてると時間なくなるし──」
木霊が頑に着いて行こうとする理由はわからないが、その目からは、強い意志を感じた。こいつなりに夜叉のことを心配しているのかもしれない。
自分のことじゃない、他人のために無理をしようとしている。
そう思った時、気づいた。
俺は今回ずっと、自分のことしか考えていなかったことに。
「……おし、決めた。お前がもしバレたら、俺も精霊王のところに謝りに行ってやる」
それが通用するのかどうかは知らないが。まずそもそもコミュニケーション取れるのか。精霊の王様だろ？　日本語なんて理解してくれるのかな──英語は自信ないぞ。俺。
「ミィ！！」
「わわっ」
木霊が俺の胸に飛び込んで来た。抱きとめて抱え上げると、その目は俺に『頑張ろう』の意志を伝えて来た。
本当は『行こう』とか、『早くしろ馬鹿』だったかもしれない。
言葉を話せない木霊がどう思っているかなんて、俺には正確には知りようがない。
でも、言葉はなくても伝わる想いはある。
大事なのは周りをきちんと見ることだと、織姫が、木霊が、十六夜が、そして、夜叉も教えてくれた。
「よっし。今日は大奮発だぜ！」
そう言って、俺は木霊を抱えたまま、玄関から飛び出した。
　
「こんなもんで……むぐむぐ……気を引こうったって……んぐ。そうはいかないんだからな！」
「いーから。食うか喋るかどっちかにしろ」
駅前──からは少し離れた公園のベンチ。
幸い人がいなくて助かった。夜は若干肌寒くなってきたせいかもしれない。
「ああ？　食うに決まってんだろ。有栖がこんなに気前がいいなんて、地球がひっくり返ったって二度とこないんだから」
「ミィ！」
「どこまでケチだと思われてるんだ俺は」
チョコレート、メープルバター、キャラメル、ベリー＆ベリー、ガトーショコラのクレープを既に完食した夜叉は、次に抹茶白玉あずきに手を伸ばしていた。
「しっかし……んぐ……あの店員の顔ったらなかったな」
夜叉はクレープを頬張り、笑いながらそう口にする。
「いや、そりゃそうだろ。男が一人でこれだけのクレープを注文してたら」
夜叉はクレープ屋にはいなかった。その手前の電柱の影から物欲しそうな表情でじーっとクレープ屋を見ていた。声をかけて逃げられてもアレなので、夜叉のことはそのまま放置して、店まで行って、とりあえず大量のクレープを注文してみた。
出来上がった大量のクレープを抱え（木霊は頭に乗せた）、歩き出すと同時に、目の前に不倶戴天が飛び出した。
「アタシにそれを寄越すか死ぬか、好きな方を選びな！」
よだれだらけの顔で何格好つけてやがる。悪鬼羅刹が聞いて呆れるわ。
ってことでまあ、近くの公園に寄って、人目につかないように餌付け作戦を実行していたわけである。
「ミィー」
木霊は木霊で土の中から栄養を吸い上げている。ああ、全員これくらいエコなら俺の財布ももっと膨らんでいるはずなのになあ、と、諭吉のなくなった財布を覗き込む。
──今月大丈夫か、これ。
「食いながらでいいから聞いてくれ。……さっきは、その、悪かった」
夜叉は聞こえているとも聞こえていないとも取れる表情で、明後日の方向を向いたまま、クレープを頬張っている。
「お前はちゃんと俺のことを心配してくれていたのに、無責任なことを言って、お前を傷つけて」
そのくせ必要な時には勝手に頼りにして。
「もし許されるのなら……もう一度、契約して欲しい。お前の力が必要なんだ」
「……ふんっ。アタシの力なんて人殺しにくらいしか使えないよ」
夜叉はクレープを食べ終わったようで、そっぽを向いてそう呟く。
「それは使い方次第だ。どんな力だって、使い方を間違えれば人を傷つける」
包丁だってそうだ。便利なはずの道具が悪意を持った人間の手元に渡っただけで、人の命を奪う鋭利な刃物に変貌する。
「俺はもう間違えない。……って言えたら格好いいんだけど、まだ弱い。間違えるかもしれないし、失敗するかもしれない。だから」
その都度お前がこうやってくれればいい。と、不倶戴天を引き寄せ、刃の裏側で自分の頭を叩く。
「なんだよ。この虚空夜叉様をただの教育係にしようってのかい？」
夜叉はこっちに向き直り、不倶戴天の刃を俺の喉元に近づける。
「……だめか？」
俺は一歩も引かず、瞬きもせずしっかり夜叉の目を見据えてそう問いかける。　
暫く緊張した空気の中そうしていたが、夜叉がふっと息を抜く。
「……条件がある」
夜叉は後ろに振り返ってそう言った。
「なんだ？」
俺に出来ることならする。早帆ちゃんを諦めることだって今なら出来る。
俺に必要なのは、想い人ではなく、想われる仲間なんだって。
「月一回でいいや。アタシに極上のスイーツをおごること。いいね？」
そう言いながら振り返った夜叉は、いつもの凄惨な笑みをこちらに向けて、
「出来ないってんならこの場で殺してやるよ。さ、どっちか好きな方を選びな」
「……考えるまでもない」
俺は上着のポケットから金の髪飾りを取り出し、夜叉に近づいて髪に取り付ける。
「我、汝ら精霊と約を求める者なり。その力、この身をかけて現世へ導きたもう。……生活が続けられる程度でお願いします」
「我、その盟約に従い、汝と契りを交わさんとす。……毎食キャベツが食えるくらいは残してやるよ」
そんなわけで。体育大会の金曜日、俺は精霊とちょっとだけケンカをし、いい仲直りをしたのだった。 




（五）土曜日のシェイクスピア
　
「うー、寒い寒い。いやー、コタツってのは実に快適ですねえ。精霊界にもあればいいのになあ。今度一つ持って来てくれませんか、有栖くん」
「あのな……宿主の座椅子奪い取ってくつろぐ精霊がどこにいる！　ほら、どけそこ！」
１１月。体育大会の件があってから、二ヶ月が経とうとしていた。
蘭は順調に回復し、先月退院した。また騒ぎを起こすのではないかと俺と純先輩はやきもきしたが、意外にもそんなことは全くなく、むしろ、
「私もこれまでの生活を反省する必要がありそうですね……」
などとらしくもない台詞を吐いたりしていた。本気で頭がどうにかなったのではないかと少し心配してしまったくらいだ。
また、蘭の入院中、学校で一度、純先輩と一緒に早帆ちゃんを捕まえたので、問いかけてみたのだが、
「まどーし？　なになに？　木寺くんコスプレでもするの？」
と取りつく島がない。とは言え、その会話の最中、顔では笑っていたが瞳に全く表情がなかったことから、俺たちは彼女が確信犯であることを認識した。
ただ、だからと言って、蘭の件は確かに蘭から仕掛けているし、ある意味正当防衛とも言えなくもない。かつ、彼女自身は今までの生活の中で、少なくとも俺が知りうる範囲内では問題を起こしたようなこともないのだから、俺たちが彼女を非難するのも違う気がした。
「暫くは関わらないで様子を見よう。有栖くんも気をつけて」
そう言って、純先輩は自分の教室に戻って行った。
あれ以来、純先輩とは偶然顔を合わせることはあっても、じっくり話し合うことは出来ていない。というのも先輩は受験生なので、この時期こんなことに時間を割いているわけにはいかないのである。
「いやいやー、有栖くん。僕は蛇ですよ？　本来この時期ならとっくに冬眠しているところを宿主のキミが心配だからという宿主想いの健気な精神でこうして律儀にも人間界に顕現けんげんしているわけじゃないですか。これくらいの自由は認められて然るべきでしょう」
「そういうことは、普段ちゃんとしているやつが言うんだよ」
お前は一ヶ月に一度こっちに来ればいい方じゃないか。
「いやー、これでもなかなかモテるもんでね。愛しのハニーたちが離してくれないのですよ。お許し下さい、宿主様」
「その台詞は人間関係が泥沼化しているやつに限って言う台詞だがな」
織姫曰く、『歩く生殖器』と揶揄されるその精霊は、大蛇。容姿ようし端麗たんれいで背も高く、いつも真っ白なタキシードを身にまとっており、これまた真っ白な帽子を被っている。モデルか何かだと言われても納得出来るような見た目であるだけに、モテるというのは頷けなくもない。
が、なんか胡散臭いと感じるのはモテない男のひがみでしょうかねえ。
「それにしてもさ、蛇って水の属性じゃねえのかよ」
そもそも蛇は元々水生だったという説もあるくらい、水のイメージがある。
「んー、まあそれもあるんですけどね。それはどちらかというと八岐大蛇やまたのおろちの神話に引っぱられているからじゃないですかね。僕は八股の経験はあれど、実際には股も頭も八つはないですからね。それ以上に蛇というのは生命の象徴なのですよ。脱皮は再生を想像させ、その形状は男性器の象徴とされることもある。豊穣神ほうじょうしんとして崇められる地域も少なくない。そして、人間にとって生命とは、土。即ちこの大地なのです」
「なんか無理矢理な気がするけど……まあ、その辺りは割と自由そうだしな」
織姫が水曜の精霊として認められるくらいだし、別にその曜日に即したものでなければならない、ということでもないのだろう。
というか八股ってお前。
「ですね。それに私にとってみれば、キミの存在の方が信じがたいですよ」
「何が？」
「いや、だってですね。周りにあんなに沢山の綺麗な女性がいるというのに、誰にも手を出さないなんて正気の沙汰さたじゃないですよ。僕だったら間違いなく全員口説き落としていますね。……キミひょっとしてコッチじゃないでしょうね」
「あほか。このリアル八股の大蛇が」
女の子が好きに決まっている。
ただちょっと──好きな女の子には好かれなかっただけの話だ。
「ふふ。それは褒め言葉として受け取っておきましょう。ああ、それにしてもやっぱり寒い。人間界は寒すぎるよ。ねえ、有栖くん。ものは相談なんですが、コタツとは言わず、家ごと精霊界に越してくる気はないですか？　そうすれば僕ももうちょっと真面目に働けると思いますよ？」
大蛇がいつの間にかその大きな体躯を肩までコタツに収めてこちらを見上げて言う。
「お前はどこに言ったって真面目になりゃしねーよ」
それに、
「え？　有栖……精霊界に来るの？」
前にそう言った精霊は体育大会以来、姿を見ていない。おかげでうちの家事は毎日自分でやる羽目になり、掃除もロクにしていない。
「……今のところ、そっちに行く予定はない」
契約を解除でもされたのかと思えばそういうわけでもない。解除するためには、はっきりとそう宿主である俺に宣言し、渡している髪飾りを俺に返す必要がある。
「ふふーん。なるほど。キミの会いたい人も、精霊界にいる方が見つかりやすいとは思いますけどね」
「なっ！　馬鹿言え！　……何してんのかって気になるだけだよ」
ふざけたやつのくせに見透かしたこと言いやがって。ビックリするじゃねーか。
「ははっ。キミはわかりやすいですね。……まぁ、年上のプレイボーイから一つだけ助言しておくと」
自分でプレイボーイって言うのかよお前。歳いくつなんだ、全く。
「彼女のことは諦めた方がよろしい。彼女は僕達にとって存在が大きすぎるのですよ。それが恋や愛じゃなかったにせよ、身分違いの関係というのは、お互いを傷つけこそしても、安らぎや癒しにはならない」
「身分違いって……あいつはただの月の精霊だろ？」
大体、あいつには憑依してもらったこともなければ、魔法を使った事もない。
というか普段の言動を見ていると、本当にそれが出来るのかすら疑わしい。
「馬鹿ですねえ、全く。いや、まあ男は皆馬鹿なもの、か」
そう言って、大蛇はコタツの中から這い出て、俺より２０ｃｍは高いであろうその身長で俺の頭に手を置き、
「覚えておくとよろしい。私たち精霊は人間に想像されるものを決して超える事は出来ない。例えば私なら、蛇に出来ないことは出来ません」
逆に言えば、と大蛇は続ける。
「想像されるものに出来ることは出来る。出来てしまう。私は人間を毒殺することも可能ですし、絞め殺すことも可能です」
「ふむ」
まあ、そうだろうな。
「だとすれば、火、水、木、金、土はまあわかります。普通に自然界に存在するものですからね。効果も規模も、ある程度人間に扱える範囲だと言えましょう」
大蛇が『規模』という言葉を使ったのにはっと気づく。
「……そう。日や月の規模ってどうなんでしょうね？」
考えてみればそうだ。月なんて地球上に存在するものじゃない。
それこそ惑星規模の魔力をあいつが持っているのだとしたら。
「もしかして、『使えなかった』んじゃなくて『使わなかった』……？」
大蛇は口の端を軽く上げ、俺の頭を軽く叩いて、俺に背を向け、ゲートの方へ歩いていく。
「少しおせっかいをしておくと、キミは一度その力を体感しているはずですよ。彼女は今そのことの罰を受ける準備をしています」
実は想像の片隅にはあった。ひょっとしたら、という思いはあれど、海の出来事から体育大会までは普通に月曜日こっちに来ていたので、大したことではなかった──というか十六夜がやったことではなかったのかと思うようにもなっていたのだ。
「助けに行きたいですか？」
俺は少し頭を巡らせてから答える。
「……あいつが困っているなら助けには行きたい。けど、今別にあいつは困っているわけじゃないと思う。きっと自分で選んだんだ」
でなきゃ、あのタイミングで姿を消したりはしないはずだ。
直後はその膨大な力を俺に悟られてしまったかもしれないことで、俺との距離感を測りかねていたのに違いない。
そして、あいつの中で何らかの答えを出したから、俺の前からいなくなった。
罰を受けようとして。
「だったら俺に出来ることは、あいつにおかえりを言ってやるくらいだ」
とびっきりの笑顔でな。と言うと大蛇は薄く笑って、
「なるほど。どうしてキミが周りの女の子に手を出せないかわかりましたよ。キミはまだまだ子供だ。高校生にもなっていながら、欲望に任せて女の子一人抱けない、幼稚で夢見がちな少年なのです」
と、こちらを見ないで言う。
「うっせえ。相手を泣かせるやつよりはマシだろ」
「いえいえ、決して悪い意味で言ったんじゃあありませんよ。そういうキミなら、ひょっとして、ってそういう無責任な希望を抱かせるくらい、キミはまっすぐだ。そう言いたかっただけです」
と言って、そのままゲートに向かって歩き出す。その内、ふと足を止めて、
「そうだ、ロミオとジュリエットの話をきちんと最後まで知っていますか？　キミがロミオとは違い、知恵と勇気を持ち合わせていることを切に願いますよ。宿主」
とそう言い残して、大蛇はゲートの向こうに消えて行った。
「……なんだかんだ言って、あいつまたサボりやがったな」
いや、ある意味既にいい仕事してくれたのかもしれないが。
とりあえず行動の指針は決まった。
ただ、今すぐはどうにもこうにも動けない。
今はそういう時期なのだろうと諦め、さながら冬眠する蛇のように、春が来るのを待つのみだ。
蛇が出るか蛇が出るか知らないが、いずれにせよ、俺は十六夜を信じて待つことにした。
　
「首尾はどうだね？」
「はい、両親の了解も取りましたし、皆へのお別れも済ませました。ですが、月の精霊の代理だけはどうしても……」
「まあそうじゃろうな。理由が理由だけに、儂としてもそこまで無理強いは出来ん」
「申し訳ありません」
「まあよい。お主の両親は健在なのじゃからな。完全に途絶えてしまうわけではなかろう」
すいません。と、月の娘は繰り返し口にする。
「そこまで申し訳なく思うのであれば、一つ教えてくれんか。千年以上生きて来たお前なら、今まで人間など腐るほど見てきたであろう。何故一人の人間のためにそこまでしようとする？」
「……」
月の娘は下を向いたまま口をつぐんでしまう。
「ああ、いや、今のは儂の興味本位じゃ。特に命令ではない。気にするな」
「……有栖は、私に言ったんです」
　
「おねーちゃん。なにしてるの？」
人間の子供？　なんでこんなところに？
「およ？　ちびっこちゃん。こんなところに来たらこわーい精霊さんに食べられちゃうぞー、がおー」
「なにそれ。ぜんぜんこわくないんだけど」
「はぅ。キミ、ハッキリ言うねー。そこはほら、もっとビックリしてギャー、助けてー！　とか叫ぶところでしょ」
……３歳くらいかなぁ。偶然こんなとこに入り込むわけないし、誰かと一緒に来てはぐれちゃったのかな？
「おれまどーしだから。せいれいなんかにまけるわけねーし」
ほほう。魔導士の子供ね。
「あのね、魔導士って言ってもキミ程度の魔力じゃ、つよーい精霊さんに出会ったら一発でどかーん！　ってやられちゃうんだから」
「そんときはそいつにけいやくしてもらうんだ。ぼくはようびまどうしだから」
曜日魔導士、か。久しぶりに聞いたわ。元々曜日魔導士は魔導士の中では最強ランクに位置づけられていたのよね。日と──そして月の魔法が強すぎたから。けどその強すぎる魔力が人間界のバランスを崩すことを危惧きぐした精霊王様が、その存在を恥ずべきものとして最低ランクに位置づけ、以来新しい曜日魔導士は生まれていないはずなのだけど。
「そっかー。でもねえボク。精霊は自分より弱い魔導士と契約したりなんてしないよ？」
例外はいるだろうけどね。
「だからおれつえーし。だいじょぶだよ。おねーちゃんだって、おれがまもってやる」
「いやいや、別におねーちゃんは誰かに襲われてるわけじゃないから」
むしろ私の力が他の精霊を滅ぼしてしまったくらい。
「うそだー。おねーちゃんさっきからずっとつらそうなかおしてるじゃん。おれ、わかるし」
子供っていうのは無邪気に現実を目の前に突きつけるよね。
「そ、そんなことないよー。ほーら、そんなこと言ってると、おねーちゃんがあなたを食べちゃうぞー！　がおー！」
「むりすんなよ。つらいときはないたらいいんだって、とうさんもいってた」
「う、うるさいな。辛くなんてないってば！」
嘘だった。でも強がっていないと、本当に涙がこぼれそうだった。
「そーだ。だったらおねーちゃん、おれとけいやくしようぜ。おれがいっしょうおねーちゃんのこと、まもってやるよ」
その小さな男の子のその目は、驚くほどにまっすぐで。
「もう、そんなこと誰にでも言ってると、将来おろちんみたいなプレイボーイになるよ」
「だれそれ？」
ただ、その瞳に吸い込まれそうで、この子なら、私の力を抑えてくれるんじゃないか、なんて、無責任な期待を押し付けて。
「じゃあさ。契約の呪文、ちゃんと言える？」
からかい半分。期待半分でそう口にする。
「あったりまえじゃん。じゃあいくよ、おねーちゃん」
「うん」
「われ、なんじらせいれいとやくをもとめるものなり。そのちから、このみをかけてげんせへみちびきたもう」
「……我、その盟約に従い、汝と契りを交わさんとす」
　
「一生守ってやる、か。芽以の息子もなかなか言いよるな。カエルの子はカエルか」
「ご存知なのですか？」
月の娘が意外そうに顔を上げる。
「なに、芽以の祖父……つまり彼のひいじいさんに当たるのかの。その人間には曜日魔導士の規模を縮小する時に随分骨を折ってもらったのでな。以来、木寺の一族とは縁があるのじゃよ」
「知らなかった……」
「思えば今も、芽以には随分と無茶な注文をしていると思う。今の精霊界の平穏の３分の１くらいは、あいつの手腕によるものと言っても言い過ぎではない」
「そうなんですか……」
月の娘は少し口元を綻ばせる。
「しかし、そうであればお前はそのまま彼の傍にいてやっても良いのではないか？　決して今の関係に不満があるわけではないのじゃろう？」
「不満は……ありません。ただ、いつか私の力が、有栖の……彼の平穏を壊すような気がして」
娘はうつむきながら続ける。
「でも……それでも傍にいたくて。彼の一生守ってやるって言葉を嘘にしてしまうのが嫌で。こんな……わがままな方法を選んでしまいました」
「……なるほどの。まあ、好きにするがよい。前にも言ったが、お前にはそれだけの権利がある。幼い頃から幾度となく、この精霊界の平穏に尽力してくれたのじゃからな」
「それが、月の精霊の使命ですから」
「それを使命づけてしまったのは儂らじゃよ。芽以のことと言い、儂らは永く生き過ぎたのかもしれん。綻びを取り繕うような統治を続けてもいずれボロが出ると自分でもわかっているのじゃがのう」
だが今更やめられない。と口にする。ふと見た自分の手に、随分と皺が増えたもんだと思った。
「でもそれで、守られている生命もあるのですから。私たちがやっていることは決して間違いではない、と、そう……思わせて下さい」
「うむ」
そうじゃな。王がこんな弱気なことでは示しがつかん。
「では、これから契約解除に行って参ります」
そう言って深く頭を下げ、娘は部屋を出て行った。
　
「あっがりー！　木寺くんまた大貧民ー！」
「あ、ちょ、永遠お前！　全部２枚セットで残してやがったな！！」
１１月２６日（土）。早帆ちゃんの誕生日。というわけで、早帆ちゃんの友達の女子１人（佐々木さん？　佐藤さん？　なんかそんな名前だったような。夏に海に一緒に行った子だ。）と永遠、俺の４人で、稲家家を訪れていた。
「木寺くんよっわーい」
「今のは……そう、練習、練習だよ。次から本気出す！」
いや、その実もう３連敗なんですけどね。
ひとしきりハッピーバースデー的な催しが終わった後、ケーキやお菓子を食べながら、俺たちはトランプで大富豪をしていた。
「じゃあ次さあ、なんか罰ゲームかけようか」
永遠がとんでもない提案をしやがった。
「あ、いいね、やろうやろう」
「木寺くんに何お願いしようかなぁ？」
「顔に落書きするとか？　木寺くん、肌白めだし書きやすそう」
「あ、それ面白いかも。木寺くんの顔って普段真面目だから余計面白そうだよね」
「あの、俺が負ける前提で話進めるのやめてもらっていいですかね」
早帆ちゃんへの疑念はあれど、動かなければ何も始まらない。何も得られない。
せっかく向こうから声をかけてくれたのだ。これに乗らない手はない。
「やれやれ。こんな狭い密室で男女が二人ずつ。さっさと乱こ……」
「いいからお前は黙って見てろ！」
全くこの八股男は。あったかい場所だからって着いて来るのはいいが、勝手に早帆ちゃんのベッドに寝転がったりやりたい放題すんじゃねえ。
「……どしたの？　木寺くん。大きな声出して」
「あ……いや……永遠！　そうだ。次は絶対勝つんだから黙って見てろ！」

「う、うん、なんだかすごい気迫だね」
それにしてもどうしてこう、俺ばっか負けるんだ。確かに大貧民は２枚いいカードを大富豪に献上しなければならないから、最初に負けたら負けっぱなしということはよくあるにはある。
でもさっきなんて、２枚献上しても２が２枚、Ａが３枚あったんだぜ？
数値的には絶対負けないと思っていたら、何故か皆が２枚出しやら３枚出しを続けるせいで一気に置いていかれてしまった。
「あ、じゃあさ、やっぱりここは、私が罰ゲーム決めていい？」
早帆ちゃんが急に仕切り直す。
「お、じゃあ今日の主役に決めてもらいましょーか！」
女の子が盛り上げる。
「じゃあ……負けた人は、好きな人の名前を言うこと！」
「え」
「おー！　それもいいねー！」
「いや、ちょ。待って、俺そもそも──」
いないし、と言おうとしたのを遮られ、
「主役の命令は絶対です。えっへん」
と決められてしまった。女の子ってこういう話題好きだなぁ。
「へえ。なかなか面白い展開になったじゃないですか、有栖くん。いっそのこと、彼女に告白しちゃうというのはどうでしょう？」
大蛇が横から茶々を入れる。
二ヶ月前だったらそういう展開もありだったかもな。でも今の俺にはその展開はナシだ。
と喋れるわけもなく、大蛇を睨んで訴えかける。大蛇は外人がやるように両手の平を上に向け、やれやれというような表情で明後日の方を向いてため息をついた。
「じゃ、罰ゲームは好きな人の名前を告白で！」
というわけでとんでもない罰ゲームをかけて大富豪が始まった。
　
「いやあの……これで上がりなんだけど、俺」
「ええー!?」
てっきり俺が負けると思い込んでいたのか、早帆ちゃんは早めに強いカードをバンバン使ってしまい、最終的に１枚残った状態で、俺が２枚出しの連続で上がるという、さっきの俺のような状況になっていた。
「良かったよ。僕が負けてたら誰もいないからさ……三次元には。皆ドン引きしてたよね」
とコソコソ永遠が俺に耳打ちする。
「俺もだよ。いや、俺は別に二次元キャラが好きなわけじゃないが」
「あれ？　稲家さんのこと好きだって言ってたじゃん。ずっとさ」
「うん、まあそうなんだけど。最近ちょっと変わったっていうか」
男子二人がコソコソやり取りをしている間、女子は女子で盛り上がっており、
「わーお、ミラクル！　さー、早帆。あんたが言い出したんだからね。好きな人の名前言いなさいよ、このー。誰なのよ、この学年一人気者のハートを射止めた羨ましい男子は！」
なんてじゃれ合っていた。
「あー、まあ、言いにくいならいいんじゃねーかな。盛り上がったし、良いだろ？　別に」
若干聞きたくないのもあって、助け舟を出してみた。こういうの聞きたくないってことは、俺の中ではっきり気持ちが吹っ切れてるわけでもないんだろうな……。
「だめだよ、木寺くん、早帆を甘やかしちゃ！　主役でも何でも、こーいうのは公平にやるからこそ、楽しいのよ」
「……ま、そうだけどさ」
「ううん。いいよ、木寺くん、ありがと。……じゃあ、言います」
ごくり、と唾を飲む音が聞こえるくらい、部屋が静かになる。
「……寺くん」
へ？　何だって？　と思わず聞き返してしまいそうになるくらい、小さな声で早帆ちゃんが呟いた。
「え？　ちょっと聞き取れなかったな」
永遠が問いかける。
「そうよ、覚悟決めて、ハッキリ言いなさい。早帆」
また沈黙。そして、今度はハッキリと顔を上げて早帆ちゃんが言う。
「……木寺くん。木寺有栖くん」
「へ？」
「え」
「うそ」
三者三様の驚きを見せる。
……俺？　んなバカな。
聞き間違い……じゃないよな？
「うん……私、木寺くんが……好き……です」
そう言って、早帆ちゃんはうつむいてしまった。
「えーーーーー!?　うそー！　早帆ってそうだったの？　やだ、じゃあウチら超お邪魔虫じゃん。そういうの先に言っといてよー！」
「言えないよ……そんなの。バレたら嫌だったもん。嫌われたく……ないし」
俺は永遠と顔を見合わせる。
「よ、良かったね」
まだ驚きを隠せない表情で、永遠はそう言った。
「え、あ、いや、うーんと」
だめだ、思考が働いていない。言葉がまとまらない。
「あ！　じゃあちょっとさ、ウチら買い出し行ってくるよ、ね、水寺くん」
「あ、うん、そうだね。そうしよう」
そう言って、二人はその場にい辛くなったのか、立ち上がってそそくさと部屋を出ていく。
「戻る時にはメールするから。その……ごゆっくり」
「いや、っていうか……ええ!?」
いきなり二人きり？　っておいおい、俺何言えばいいんだよ。
そう思って、ベッドの方に目をやると、いつの間にか大蛇は姿を消していた。
　
「……」
二人が部屋を出ていってからしばらくの間、お互い黙ったままで気まずい沈黙が流れる。何か言わなければ、という気持ちだけが焦り、全く何も言葉にならない。顔を見ると気恥ずかしいので、何となく俺は早帆ちゃんから目を逸らしていた。
その内、後ろからくい、と服の裾を引っぱられる。
「……あの、返事……聞きたいな……」
首だけ振り返ると、女の子座りのまま、早帆ちゃんがうつむきがちにこちらを見つめていた。
その仕草に胸が苦しくなる。
忘れたはずの、諦めたはずの気持ちがもう一度去来する。
「……お願い…………」
そのまま早帆ちゃんがすっと目を閉じる。そのまま抱きしめたい衝動に駆られる。こ、これはもう……据え膳食わぬは何とやらってやつ……か？
「わかった」
何がわかったのかわからない。
返事にすらなっていない言葉を口にし、早帆ちゃんの方にちゃんと向き直る。
そして早帆ちゃんの方に手を伸ばし──かけた時、何故かふと大蛇の言葉を思い出した。
　
「そうだ、ロミオとジュリエットの話をきちんと最後まで知っていますか？　キミがロミオとは違い、知恵と勇気を持ち合わせていることを切に願いますよ。宿主」
　
ロミオとジュリエット──って、いや、この話は十六夜のことで、今の俺には関係ないだろ、とは思うのだが、何故か気になって仕方がない。
どんな話だったっけ？
確か争い合う二人の家の反対を押し切って二人は恋に落ちて──。
「……木寺くん？」
堪え兼ねたのか早帆ちゃんが目を開く。
俺の目はその目を見つめることなく、明後日を向いたままで。
ええと、二人が結婚した後、ロミオが誰かを殺して、それで──なんだっけ？
「だめ……かな？　私じゃ……」
ええい、うっさい。今それどころじゃないんだ。
えっと、そうだ、確かジュリエットが毒を飲んで死んだフリをするんだった。
それでジュリエットは家を抜け出そうとするんだけど、ロミオはそれを聞いてジュリエットが本当に死んだと思って自殺して──。
──ってことは。そうだ！
「ジュリエットは実は生きていた！」
ガバッと両手で早帆ちゃんの肩を抱え、そう叫んだ。
「は？　え？　……なに？　それ？」
はっと気づくと目の前には潤んだ表情の早帆ちゃんがいて、その肩を抱いている自分がいた。
けどもう俺はその表情には惑わされない。
「早帆ちゃん、ごめん。……二ヶ月前の俺だったらきっと、君の気持ちに応えていたと思う。でも、俺もう気づいちゃったんだ」
俺のジュリエットは生きていることに。
俺が見失いさえしなければ、彼女は勇敢にこちらへ向かってきてくれることに。
「何に？　……って、それは、私が聞いても仕方のないことだよね」
早帆ちゃんは本当に悲しそうな表情で下を向く。
「うん。ごめん」
そう言って、勢いで掴んでいた手を離す。
「ううん。良かった。これで踏ん切りがついたから」
それにしても本気で好かれていたとは思わなかった。
若干もったいなかったなあ、なんて情けない気持ちを抱えながらも、大事な人の想いに気づいた充実感が心を満たしていた。
──のがいけなかった。
「じゃあ……死んで」
しまっ！　完全に油断し切っていた。
彼女の目を見た瞬間、体育大会の時のように意識が断絶され、暗闇の中に飲まれていった。
　
「あれ？　おろちん。有栖のとこにいたんじゃないの？」
「おー、これはこれはジュリエット様。意外とお早いお帰りで」
久しぶりに人間界に戻ってきた。
ありゃー、有栖め、私がいないとゴミ捨ててないんだね。キッチンにゴミ袋がこんもり溜まってるし。まあ冬だからゴッキーもそんなに湧かないと思うけど。
全くもう、私がいないとダメなんだから。
「そんなこと言って軽口ばっか叩いてるから、本命の娘には逃げられるんですよーだ」
「はは。こいつは手厳しい。有栖くんね。そろそろ同級生の子に絡めとられたところですかね」
「え？」
胸騒ぎがする。同級生──あの子だ、きっと。
「いやね、どう見ても有栖くんに好意を持ってる女の子の誕生日パーティーに呼ばれてたみたいで。途中まで僕も一緒にいたんですけどね。その場で女の子が有栖くんに告白しちゃって。なんか二人きりでいい雰囲気になったんで逃げ出してきたんですよ。さすがに僕と言えど、行為を覗く趣味はない──いたっ！　何するんですか！」
「キミの目は節穴かい？　全くもう、男ってやつはこうだから……」
有栖も──騙されてるのかな。胸がズキッと痛んだ。
「あの子が何か？」
「あの子は『悪魔』の家系の魔導士よ。稲家なんて名乗ってるけど、きっとホントは日本人なんかじゃない！」
「はて？『悪魔』……って、まさか……シェイネ？」
「そう」
イザボー・シェイネ。悪魔に魂を売った魔女。そう聞くと悪女に聞こえるが彼女の動機の発端は悪意を持ったものではなかった。十一歳のころ足を悪くし、治してもらうために彼女は『魔女』を訪ねる。その『魔女』に連れていかれ、悪魔の力で彼女は足を治す。そこまではまだ良かった。だがその魔力に魅せられた彼女は、悪魔と結託し、次々と治療困難となった病気や怪我を癒してしまう。
「一見いいことしていた風なのがタチ悪いですよね」
「そうなんだよね」
人間が必要以上に長生きして、いいことなどあるわけがない。どんな怪我をしても死なないと確信した人々は次々と悪事を働くようになった。人を傷つけることにも罪悪感を抱かなくなった。
「そして、裁判にかけられ、火あぶりになる……。しかし子孫がいた」
「記録には残ってないけどね」
そして今も時代の裏で暗躍を続けている。
その治療代金として法外な料金を請求しながら。
「しかしどうして彼女がその子孫だと？」
「あの子は魅了の魔法を使ってるのよ。おろちんも知ってると思うけど、魅了の魔法は悪魔の魔法。悪魔と契約を交わした魔導士にしか使えない」
「悪魔召喚士……デビルサマナーというやつですか。確か数百年前から取り締まるようになりましたねえ。今の王様が人間界のバランスを崩すという名目で。とは言え、それだけでは彼女がシェイネであるという根拠には……」
「それがおかしいのよ。本来今人間界にデビルサマナーはいないはずなの。３５０年前に取り締まりを行ってから、一人も人間界に入れていないはずなんだから」
「ふむ……となると」
「そう。イザボー・シェイネが火あぶりにあったのが１６５６年。取り締まりの前だよ。彼女に子供がいたとしても、それは記録には残っていない。つまり、取り締まりで捕まえられていないんだよ。だから、今人間界にデビルサマナーが存在するとすればそれは」
「シェイネ以外にはあり得ない」
「そゆこと」
そう言いながら、私は靴を履く。私の用事は──後回しだ！
「ほら、急いで！　おろちんも行くよ。宿主のピンチかもしれないんだから！」
「穏やかではありませんね……！」
そうして、おろちんと私は有栖の元に向かった。
　
「んぎっ！　は……なせええ！！」
「無駄よ。その手錠には魔力を吸い取る精霊石が仕込んであるの。木寺くんがどんな強力な魔法を使ったところで、その状況じゃ発動しないわ」
気がついた時、地下室に連れてこられていた俺は、木で作られた十字架を背に、磔になっていた。ご丁寧に両手には手錠がはめてあり、足下にも何だかよくわからない機械が設置されている。早帆ちゃんが言ったように、魔力が吸い取られているようで、ゲートが出せない。
「さて、それでは月の精霊との契約を解除してもらいましょうか」
「は？　なんでそんなことを？」
もしかしてそれが狙いだったのか？
「あなた自分で契約しておきながら何もわかっていないのね。いいわ。教えてあげる。あなたが契約している月の精霊はね。精霊界でも絶滅危惧種に指定されるくらい希少な存在なの。どうしてだかわかる？　その魔力が膨大すぎることを理由に子孫を残すことを制限されたからよ。忌々いまいましい。どうしてそんなおままごとに付き合うために、本来世界を席巻できるほどの力を持っているはずの精霊が足かせをつけなければならないのかしら。おかしいと思わない？」
「……いや、何もかもが初めての話で、正直判断が出来ない」
早帆ちゃんの話は筋が通っているようにも思う。
ただ、一人からの話を聞いただけで簡単に信じ込んではいけない、とも思う。
「ふん。まあいいわ。ともかく、私たちの目的は、月の精霊を私たちの精霊として契約すること。そうすれば、今の人間界なんてひっくり返せるくらいの膨大な魔力が手に入るわ」
「……そういうことか」
結局それも月の精霊に足かせをつけた連中と同じ、勝手な思いじゃねーのかよ。
「精霊は他の人間と契約している限り、契約することが出来ない。だから私たちはまずあなたを殺すことを計画したわ。宿主が死んでしまえば契約は全て無効になる。」
ごくり、と唾を飲む。ためらいなく『殺す』と口にする早帆ちゃんの顔は、もはや俺の知っているそれではなかった。
「妙だとは思わなかったかしら？　ここ数ヶ月の間に、急に次々と他の魔導士に出会うだなんて」
「……まさか」
「ええ、そうよ。私が呼び寄せたの。魅了の力を使ってね。とは言え、そうあからさまに襲わせるわけにもいかないから、役者を揃えた上でタイミングを図っていたのだけれど。さすがに一年は長過ぎたわね」
確かに偶然にしては出来過ぎだとは思っていた。
「でも調査を進めていく内にわかったの。あなたはどうやら、私たちが想定していたよりもずっと強かった。このまま争っても、やられて私たちの計画がバレる可能性が高い。だから私を囮にして、あなたごと引き込むつもりでいたのよ。そもそも無理矢理あなたから精霊を引きはがしたところで、その精霊がこちらにつかなければ何の意味もないわ。それならあなたごと……それもあなたの意志でこちらについてもらった方が手っ取り早い」
「そこに……キミの気持ちはなかったんだよな」
もはやわかり切っていることではあるが、聞かずにはいられなかった。
未練がましいと笑うなら笑え。
「そうでもないわよ。私は自分の恋人が誰でもいいなんて思わないもの。木寺くんならいいな、と思ったのは本当よ。良かったわね」
「その言い方から愛情は全く伝わってこねーな」
表情も口調も、今までとはまるで別人である。
これが稲家早帆の本性なのだろう。
「月の精霊のことだけじゃないわ。あなたの曜日魔導士にしてもそうよ。元々は絶大な魔力を誇るエリート中のエリートだった。なのにその絶大過ぎる魔力が故に、精霊王の手前勝手な治安維持という名目で、その名を最下位ランクまで突き落としたわ。その名を名乗ることで生活すら困難になるくらいにね」
「そんな……」
そんな経緯があったなんて、知らなかった。
「おかしいと思わない？　力があるものの方が規則に縛られがんじがらめになり、力のない者は規則で守られ、のほほんと何も考えずに生きている。私はそんな世の中をめちゃくちゃにしてやりたいのよ」
「……」
正直、正しいのかどうかはこの場で判断出来なかった。
早帆ちゃんの言い分はわかったが──。
「さあ、この話を聞いた上で木寺くん。あなたが私の恋人になるというのなら、今すぐその手足を自由にしてあげるわ。私の部屋でこれからのことについて話し合いましょう。それが出来ないというのなら、最初に言った通り、月の精霊との契約を解除するだけでもいいわ。私は猟奇殺人者じゃない、無駄に人は殺したくないもの。素直に契約を解除するなら何もせず、このまま解放しましょう。だけど、それすらも出来ないというのなら」
早帆ちゃんが構えた右手は、悪魔のような長い爪のついた手をしていた。
「ここで死んでもらって契約を無効にしてもらうより他ないわね」
予断を許さないようなその凄みに一瞬気圧された。
が、気を取り直して答える。
「……答えはどちらもノーだ。俺は好きでもない人と付き合うわけにはいかないし、好きな人と離れたくもない」

「あら？　随分私にご執心なんだと思っていたけど、違ったの？　それに……ふふ、好きな人だって。残念ながら精霊は人じゃないわよ。恋焦がれるのは自由だけど、人は精霊ほど永くは生きられないわ」
「そうだな」
あっさりとそう答える。
「それでも俺はあいつが好きだ。別に……恋愛感情ってわけじゃないさ。十六夜だけじゃない。俺にとって精霊は、仲間であり、家族だ。だからお前みたいに道具扱いすることもしないし、簡単に裏切ったりしない」
「ああそう、ご自由に。それならそれであなたに死んでもらうだけだから」
「悪いがそれもごめん被る」
「わがままね」
「知らなかったのかよ。いいなと思った人のことは逐一チェックしておくべきだぜ」
「次からの教訓にしておくわ。さて、そろそろお喋りも終わりにしましょうか」
くそっ。何とかならないのかこれ。
ゲートさえ開ければ……魔力……魔力……。
「さよなら、木寺くん。あなたは私の初恋の人ってことにしておいてあげるわ。初恋は叶わないものだから」
「そうかい。俺も早帆ちゃんが初恋の相手だったよ。なるほど、初恋は叶わないものらしい」
考えろ、考えるんだ、俺。死ぬぞ。
「はあっ！」
ドゴーン！と大きな音がしてから、ズグシャッと爪が何かを貫く音がした。が、恐る恐る目を開けてみると、その刃は俺の身体に届いていない。
「やれやれ、痛いですねー。いくら蛇が再生すると言っても痛いものは痛いんですよ」
「大蛇！」
真っ白なタキシードが真っ赤な血で染まっている。
「ちっ。別の精霊か」
早帆ちゃんが警戒して飛び退く。
「有栖くん。なかなか格好の良い啖呵でした。感動しましたよ。出来ればご本人にももう一度聞かせてあげてください」
「え……」
「有栖！」
声がして下を向くと、地面の穴から十六夜が出て来た。
大蛇が穴を掘って来たのに違いない。
「おろちん速いよー。あんまり急ぐから服が泥だらけになっちゃったじゃない」
十六夜が服についた泥を払う。何故か工事現場の黄色いヘルメットを被っている。
「そんなこと言ってる場合ですか。急げと言ったのはあなたでしょうに」
「べーだ。気遣いのできない男はモテないよーだ」
そう言って、十六夜は早帆ちゃんに向き直り、
「話は聞かせてもらったぜ！」
と指を差す。
あんまり勢いをつけて振り返ったので、ヘルメットがずれて顔半分が隠れてしまっている。
「お嬢ちゃん、室内に入った時はちゃんとお帽子とりましょーね」
「はーい、って誰が幼稚園児か！」
「おーい、お前ら、今の状況わかってるかー」
んっとにもう……まあこれが十六夜らしいっちゃ十六夜らしい。
シリアスからは到底縁遠いやつなのだ。
「海に行った時から思っていたけど、あなた本当に月の精霊？　それとも３年ほど前に悪魔に加担した精霊を全滅させたのはあなたじゃないのかしら？」
「……わたしだよ」
十六夜が精霊を全滅？　どういうことだ？
というか急にシリアスパートに戻すな。頭がついていかん。
「有栖、ごめんね、わたし、有栖に何も言ってなかったよね」
そう言って、いつもの調子とは違った真面目な口調で、こちらに背を向けたままで語り出す。
「わたしは精霊王様の命令で、人間界で悪さをしようとしている精霊達を滅ぼす。そういう仕事をしているの。というよりは、月の精霊の使命なんだよ、それが」
表舞台に上がる『日』……つまり精霊王などの太陽の精霊に対して、『月』の精霊が仕事をするのは裏舞台なのだと十六夜は語る。
「平和ってね、長くは続かないの。それは人間界でも精霊界でも──ううん、どこでもおんなじだと思う。長く平穏が続くと、生物は争いを求める。そうしてね、それを表立って鎮圧してしまうと、必ずそれに反対する勢力が現れる。だから、」
裏舞台が必要なんだよ。と十六夜は呟くように言った。
「最初に会った時、有栖はわたしを見て辛そうだって言ったよね。正にその通りなんだよ。わたし、ずっと月の精霊をやめたかったんだ」
隙を狙って動こうとした早帆ちゃんを、大蛇が視線の威圧だけで押し止める。
「でもね、有栖がわたしを助けてくれた。わたしが有栖の精霊になってからもね、その裏舞台は度々あったけど、暗くなりそうな気持ちを、有栖は明るく支えてくれたの。有栖といるとね、月の精霊でいてよかったって、心からそう思えたよ」
「……俺だってそうだよ」
その想いを聞いていた俺も、ずっと言えなかったことを口にする。
「お前に会っていなかったら、俺は自分が魔導士であることを嫌になっていたかもしれない。だってさ、お前に会った時、俺はそれが嫌で両親から離れたんだから」
　
まどうしってなんだよ、なんでこんなこわいめにあわないといけないんだよ。
おれ、まどうしなんかになりたくないよ。
　
「ガキなりに精一杯、女の子の前で強がってみたんだよ」
「その強がりは効果てきめんでしたな。少なくとも、その女の子のハートをがしっと掴むくらいに」
背を向けたままの十六夜が少し笑ったような気がした。
「でもね、少し前の海での出来事があった時、わたしは自分の力が怖くなったの。このままいると、いつか有栖の大事なものを壊してしまいそうな、そんな気がして」
だから、だから私は、
「月の精霊をやめることにしたの」
「え」
「……なんとまあ」
「な、何馬鹿なことを言っているのよ！　あなたその絶大な魔力を自ら放棄するって言うの？」
黙っていた早帆ちゃんが口を挟む。
「うん。わがままだけど、わたしは魔力なんていらない。有栖の傍にいたい。ずっと、ずっと一緒にいたい。そう思ったから」
「ってお前、そんな……そもそも精霊って、はい、やめます、ってやめられるものなのかよ」
しかもやめてどうする気だ、お前。
「実際にそんなことが可能なのかどうかは私も知らないのですが……人間に転生する方法はあると聞いたことがありますね」
大蛇が解説してくれる。
「はい？」
転生……？　精霊が人間になるってこと？
「そうなの。だから、わたし、これからは人間として、有栖と一緒にいたい」
「でも確か……そんなに簡単なことではありませんでしたよね？」
大蛇が確認する。
「うん……」
十六夜が振り返る。少しの翳かげりも感じさせない、満面の笑顔だ。
「赤ちゃんから、やり直し。とーぜん、記憶とかもなくなっちゃうんだって」
「十六夜……」
「だから、暫く待っててね、記憶なんかなくったって、わたしがきっと有栖を見つけるから。１７歳年下の美人妻もらうなんて、ヤリ手だねえ。このこの〜」
十六夜の目から涙が零こぼれる。
そうまでして、人間に──俺にこだわったって。
「そんな……もし見つけられなかったらどーすんだよ。それに記憶もなくしてって……お前はそれでいいのかよ！　いいわけないだろ！！」
そんなのもう、お前であってお前じゃないじゃないか！
「有栖くん」
大蛇が口を挟む。
「私には十六夜さんの気持ちが少しわかります。精霊の寿命は永い。その存在を覚えている誰かがいる限り、私たちは消えることは叶わないのです。愛する人が死んだ後、独りで生きていくのは辛いでしょう。それに、いくら好き合っていても、人間と精霊とでは、結婚することも、子を授かることも出来ません。それならば、万に一つの可能性でも、賭けてみたくもなりますよ」
「だからって！」
お前は全部捨てるって言うのかよ。今の関係も、俺との思い出も全部。
「それは……有栖が覚えておいてよ。そして、いつかわたしに教えてよ。十六夜ってこんな子だったんだよって」
泣き笑いのような顔になって、十六夜はもう一度俺に背を向けた。
「まあ、そういうことだから。とりあえず、稲家さん……いや、シェイネさん。有栖を解放して。もう私は月の精霊じゃなくなるんだから、有栖を捕らえていても意味はないでしょ」
「そんなことで、はいそうですかと引き下がれるとでも思ってるの？　私たちが、どれだけこの計画に賭けてきたか……。あなたが転生するのは木寺くんのためよね？　だったらその木寺くんがいなくなればその転生する意味もなくなるじゃない」
早帆ちゃんが何かの機械のボタンを押す。カチッと足下で音がした……と思った瞬間。
「熱っ！！」
熱いどころの話じゃない。足下が燃え出したのだ。
「有栖！！」
「有栖くん！」
大蛇が火を消そうと……というか機械ごと壊そうとする。が、勢いよく体当たりしたはずのその身体は力なく崩れ落ちる。
「大蛇！」
「はははっ。その機械は手錠と同じく、魔力吸引用の精霊石を詰め込んであるのよ。魔力の塊みたいなあなた達精霊には触れることさえできないわ！」
「わたしを……怒らせないで……」
「大蛇！　しっかりしろ！！」
俺の足もやけどでは済まなくなってきてはいるのだが、それ以上に、火の中にその身を投げ出している大蛇はまずい。いくら消え去りはしないとしても、痛みや苦しみを感じないわけじゃないのだ。
「くっそ！　この精霊石さえ何とか──」
「有栖……少しの間目を閉じていて」
「お前、なにす……」
「いいから早く！！」
あの日と同じ台詞だった。あの日、俺は十六夜の力を体感して、確かに少し恐くなった。
──けど、今は違う！
「俺は目を閉じない！　絶対にお前から目を背けない！！　何でもいいから早くやれ！！」
「……ムーンライト！！」
十六夜の身体が光り輝く。と思うが速いか、その光がまるで巨大な掃除機でもかけているかのように、俺の捕らえられている機械に吸い込まれていく。
「無駄よ。いくら強力な魔法を使ったところで、そこじゃ吸い取られておしまいよ」
「はあああああっ！！」
十六夜の光は全く衰えない。それどころか、どんどん勢いを増していっているように見える。
「ん？」
もはや足下は熱いというよりは叫び出しそうなくらい痛くなってきていたが、感覚が鋭敏になっているせいか、耳元でピシッとかすかに音が聞こえた。
「光が……吸い込まれる量が減って……」
と思った瞬間。
目の前で閃光が瞬き、俺の視界を奪った。
次いで、身体を吹き飛ばされる浮遊感を味わう。
「ぐあっ！」
そのまま背中の機械ごと壁に叩き付けられた。
身体がバラバラになるような衝撃を味わいながらも、感覚のない足をほったらかして、手だけで身体を起こす。振り向くと横に大蛇がいた。這って行って様子を確認する。精霊の生存確認なんて、どうすればいいのかわからない。とりあえず息はしているようなので大丈夫だとは思うが……。
そして十六夜の方に目を向ける。十六夜は黄色がかった光の球体に包まれていた。その光は太陽のように目を背けなければならないほど強いものではなく、正に月のそれを見ているような優しい光だった。
十六夜がその状態のまま、ゆっくりと歩いて早帆ちゃんに近づく。
「そんな……大型の精霊石１０個の許容量を超える魔力を放出するなんて……」
早帆ちゃんが戦き、足を震わせながら後ずさる。
今日は土曜日。十六夜の魔力は著しく低下しているはずである。それでも尚これだけの魔力があるなんて、そりゃその力が怖くもなるはずだ。
「あなたは……本当はいてはならない人間なの。ごめんなさいね」
「うぐっ！」
十六夜が早帆ちゃんの首を右手で掴み、そのまま身体ごと引っこ抜くようにして突き上げる。
「いざよ……い、やめろ……！」
俺の声が届いたのか、十六夜はこちらに振り返る。
「有栖……ごめん、これがわたしの『仕事』なんだよ、いてはならないものをいなかったことにする。そういう仕事。……これが最後だから」
「この……世の中に……いてはならないものなん……て……いない！」
俺はまだ誰の意見にも納得なんかしていない。
早帆ちゃんには早帆ちゃんなりの、十六夜には十六夜なりの理屈があったことはわかった。
でもどっちが正しいかなんて、正直俺には判別がつかない。
「げほっ！　ごほっ！」
むせて血を吐き出す。
叩き付けられた時の痛みが少し落ち着いたので、そのまま身体を起こす。
「有栖は知らないんだよ……いてはならないものを放置することで、それがどんな大きな被害を生むかを」
「だからお前がそいつらの運命を決めるのか？　ふざけるな！！」
神にでもなったつもりかよ！
と、神々しく光り輝く十六夜に向かって言葉を投げつける。
「失敗したらやり直せばいい。失ったなら取り戻せばいい。命まではそうはいかないけれど、逆に言えば生きてさえいれば、やり直しは効くはずだ。後悔はそいつらがすればいい、間違ったやつが傷を負えばいい。お前らのやっていることは、やり直しの機会を奪っているに過ぎないんだ！」
と、純先輩の言葉を借りて俺は叫ぶ。
「じゃあ……じゃあどうすればいいのよ!?　目の前で広がる諍いを、そのまま放っておけって言うの!?」
「そうだよ！　お前は今まで一回もケンカしなかったか？　他人と争ったことで何かを得ることはなかったか？　生物は争って進化してきたんだろうが！　中途半端に神様気取って自分に酔ってんじゃねえ！　いい加減目ぇ覚ませ！！」
そのまま十六夜を見つめる。
すっと光が消え、その手から早帆ちゃんが滑り落ちる。
「じゃあ……じゃあ、わたしが今までしてきたことって……」
十六夜が今にも泣き出しそうな顔をこちらに向ける。
「俺に言わせりゃそれも一つの失敗だ」
言いながら、手だけで這い寄って、十六夜の元へ行く。
「だから背負え。その失敗と、お前が奪ってきた生命の重みを」
十六夜が俺の元にしゃがみ込む。俺はそのまま這い上がって、十六夜に抱きついた。
「今なら半分は俺が背負ってやる。……俺はお前の宿主だからな。だから……捨てるなんて言うな。過去も、未来も。お前が後悔しないくらいには長生きしてやるから」
「うん……うん！」
十六夜の涙が肩を濡らす。その涙はほんのり暖かくて、一瞬俺は目の前の女の子が精霊であることを忘れた。
カチッ、と後ろから音がする。
「いやー、実にいいお話でした。バッチリ録音させて頂きましたよ。有栖くん」
振り返ると何故か真っ白に戻ったタキシードを来たヤサ男がいた。
「お前……なんで？」
「いやだなあ……今日は土曜日ですよ？　私の魔法は色々ありますが、最も得意なのはリジェネレーション。再生です」
ってことは、放っておいても平気だったのか、こいつは。
「いやいや、さすがに再生速度を超える攻撃を受けたらまずいですけどね、まああの程度の火なら人間で言うところの日に焼けた程度で済みますね」
「俺の心配を返せ！」
本当に心配したんだからなこの野郎。
……とは言え、まあ本当は危なかったのには違いない。あの時魔法は使えなかったはずなのだから。軽口はこいつなりの気遣いなのかもしれない。
「過去も、未来も。お前が後悔しないくらいには長生きしてやるから」
「ちょ！　お前、何してんだ！」
どこから調達したのかわからないＩＣレコーダーのボタンを操作しながら大蛇は言う。
「だから、言ったじゃないですか、私の最も得意なのは『再生』ですって」
「過去も、未来も。お前が後悔しないくらいには長生きしてやるから」
「いいからやめろ！！！！！」
「有栖、かっくい〜」
いつの間にやら、俺の目の前に顔を持ってきていた十六夜がニヤニヤしながら言う。
「今なら半分は俺が背負ってやる。……俺はお前の宿主だからな」
「もうええっちゅーねん！！！！」
とまあ、土曜日のある日、俺は大失敗をしたおかげで、一番大切な人──もとい精霊と、仲直りを果たしたのだった。 




（六）日曜日の挑戦
　
「んもー、どうしてそんな時にボクを呼んでくれないんだよ！　少しは力になれたかもしれないのにさー」
「いや、お気持ちだけで十分っすよ。純先輩」
１２月。俺は学校に行かず、病院で過ごしていた。というのも、
　
「あ、ってかおろちんが憑依すれば有栖の足も治るんじゃないの？」
「そうですね。問題なく再生出来ますよ」
いつの間にか早帆ちゃんはいなくなっていた。
「う……意識したら無茶苦茶痛くなってきた。大蛇、頼む」
「かしこまりましたと言いたいところなのですが」
お前せめて「……」くらい挟んで間をおけよ。ノータイムで逆接すんじゃねえ。気持ちの落ち着きどころがなくなるだろうが。
「残念ながら１２時を過ぎてしまいました。シンデレラはお城に帰らなければなりません」
「逆だ逆。何もかもが」
シンデレラ→女性、大蛇→男性、シンデレラ→お城から帰る、大蛇→お城（別名愛の巣とかふざけたことを言っている精霊界での自分の家）に帰る。
「さすがにその火傷、そのまま放っておくのは無理でしょう。病院に行くしかないですね。その場合、私の魔法を使うことは出来なくなりますが」
「なんで？　次の土曜日に治しちゃえばいいじゃん」
十六夜がさっきまでとは別人のように馬鹿丸出しの口調で喋る。
「いや、そんなことしたら、全治何か月って怪我人が一瞬で治ったことになる。おかしいだろ絶対」
「さすが有栖くん。そういうことです」
大蛇がいいね！　ばりに親指を立ててこっちに向ける。
「お世辞はいいから、悪いが大蛇。病院までおぶってってくれ」
「すいません。私、時間外労働はしない主義なので」
「ちょ！　待てお前、置いていく気か！」
まあ確かに元々そういうやつだったけども！
「いやいや、私が置いていっても有栖くんには連れ添ってくれるステディがいるじゃないですか。ああ、羨ましい、羨ましい」
「新妻だなんてそんな。ぽっ」
「お前ら俺の治療より先に二人揃って精神科で見てもらえ」
　
「というわけでして」
「あ、ははは。な、なかなか個性的な精霊さん達だね」
と言いながら、純先輩はお見舞いにと持ってきてくれたフルーツを机の上に置く。
「それで？　今日は何か用があるんだっけ？」
「ええ、そうなんですよ、実は……」
俺が話しかけようとしたところで、部屋の外からバタバタとスリッパの音が聞こえる。
「有栖様ー！！！！！」
「……あいつ……病院内を走るんじゃねえよ」
「有栖様！　お怪我は大丈夫ですか!?　んまー、こんなになってしまって。よろしいですわ。古来より伝わる由緒正しき方法で私が治して差し上げます。……怪我は舐めれば治ると言いますものね！」
「それはただの迷信だ！！　このど変態が！」
純先輩のお見舞いの品から林檎を掴んで投げつけた。
俺の周りはこんなやつばっかりかよ、ったくもう。
「ああ……愛が痛い……」
「やかましい！！　……ってか、蘭お前……髪切ったのか」
蘭はそのまま腰まで届きそうだった髪をバッサリ切り、出会った頃の髪型に近づいていた。
「え、ええまあ。……あ、決して有栖様を諦めたわけではありませんのよ！　有栖様がそうしろというのであればもう一度髪を伸ばしますわ！　……ただ、まあその」
純先輩のフルーツの横に、自分の持って来たお見舞いのフルーツを並べる。
「私、自分の生活を見直してみましたの。有栖様のために頑張るのはもちろん必須なのですが、それ以外の自分を見つめた時、あまりにも私には自分というものがありませんでしたわ」
そうかな？　俺からすりゃ蘭は個性バリバリに見えるが、ま、他人から見える自分と、自分から見える自分とは違う。それに、自分をしっかり持っている女性というのはやっぱり魅力的だし、そういう部分に気づいただけでも成長だと思う。
「やはり私そのものが魅力的な人間になりませんと。使役するもの達も愛想を尽かしますわよね」
ふざけたやつではあるが、蘭は蘭なりに自分の召喚するもの達を大事にしているらしい。その姿勢は俺も見習わないとな。
「というわけで短髪明朗快活お姉様キャラ属性をつけることにしましたの。その内蹴り技を極めて、ゆくゆくはデコピンで敵を吹き飛ばせるくらいに成長しますわ！」
「やめろ、その属性は金髪の長髪だ」
舞い忍ぶなっつーの。自分というものはどこいった。
っていうか自分の話の腰を自分で折るんじゃない。ガッカリだよ全く。
「それで、何か私にお願い事があると伺ったのですが」
「うん、あー、それな。もう一人来るから待って……」
「木寺くん」
噂をすればなんとやら。そのもう一人のご到着である。
「あ、あなた、どんな顔してここへいらしたの!?」
こんな顔──とは言えんだろうな。さすがに。
「……有栖くん、稲家さんがその『もう一人』なのかな？」
「そうです」
稲家早帆。本名、サホ・シェイネ。本名を隠していたのは、別に俺のことがあったからではなく、単にお家柄──というか、家の『仕事』の都合上らしい。
「でも、この子が有栖くんに火傷を負わせたんでしょ!?　どうしてそんな子呼ぶのさ！」
「ご、ごめん……なさい」
「いいよ、早帆ちゃん。とりあえず入ってくれ」
二人に睨まれながら、早帆ちゃんはゆっくりと病室に足を踏み入れる。
うーん、やっぱりその一挙手一投足が俺の好みだ。
「いだっ！」
何やら固いもので頭を叩かれた。
「全くうちの旦那は！　なに嫁の隣で別の女子相手に鼻の下を伸ばしてるのでぃすか！」
「いつからお前が俺の嫁になった！」
呼んでもいないのに十六夜が現れた。
ってかどっから出て来たんだこいつ。
「今なら半分は俺が背負ってやる。……俺はお前の宿主だからな」
「やめろーー！！！！！」
道理で固いと思ったらレコーダーかよ。
くっそ、大蛇のやろう。何でよりによって十六夜にレコーダー渡すんだよ。
「で、十六夜は何で来たんだよ？」
「むむ、なんでとはお言葉ですな。誰があなたの着替えを洗濯しとると思っとるのだね青少年」
忘れてた。
「いや、日々、感謝しております、はい」
あの日からずっと十六夜はこっちにいる。いや、正確には一度精霊界に戻って精霊王に報告はしたらしいが、それで戻って来てからずっと。ありがたいのはありがたいんだが、何となくそれに返せる気持ちを持ち合わせていないのを申し訳なく感じるのだ。
「あら、あなた。そんなにお嫌でしたら、私がいつでも代わって差し上げましてよ」
「べーっ！　温室育ちのお嬢様にこんなこと出来ませんよーだ」
「きぃぃいいい！　せっかく最大のライバルがいなくなったと思ったら、また新たなライバル出現ですわね！　セクハラ禁止！！」
「いや、蘭、正直お前のその口調でそのキャラ乗せは難しいと思うぞ」
確かに俺が一番好きなキャラではあるけどさ。でもそれは性格という意味のキャラじゃなくて戦闘能力的な意味でのキャラだから。あとデコピンは正直使えないぞ。空中技のくせに衝撃破がまっすぐにしか飛ばん。
「あの……それで木寺くん、私にお願いって？」
「ああ、そのことなんだけどな」
俺は三人プラス十六夜にその計画を打ち明ける。
いや、十六夜は知ってるんだけどね。真っ先に相談したから。
「そんなこと……出来るの？」
ごくり、と純先輩が唾を飲む。
「少なくともここ４００年、成功した人は一人もいないということですのよね？」
「ああ、そう聞いてる」
「それを……木寺くんは、やるの？　それって、私が余計なこと言ったからかな」
早帆ちゃんが申し訳なさそうに言う。
「いや、確かに早帆ちゃんの意見には考えさせられるものがあった。だからこそこんな考えに至った。それは事実だよ。でも本当の動機は他人の中になんかないさ。俺がそうしたいと思ったからやるんだ」
俺は早帆ちゃんの目を見つめながら言う。すっと早帆ちゃんは目を逸らし、
「ちぇっ。……もっと早く告白しておけばよかったな」
と呟いた。
「俺に言わせりゃそれも一つの失敗だ」
「ゴルァ！　いい加減そのレコーダー処分しろっつの！」
一体どこから録音してんだ、全く。
「で、皆にも協力して欲しい。あっちの決めたルールは、勝てばいい、ただそれだけ。仲間を増やしちゃいけないとは言われちゃいない」
卑怯とかそんな次元ではなかろう。何せ相手は４００年負け知らずなのだから。
「でも……木寺くんの足が治ってからだね」
「そうだな。まあひどいと言っても火傷は火傷で骨がどうこうなってるとかじゃないから、一ヶ月で治った『ことにする』予定だ」
「ということは、決行は来年ですの？」
「いや、純先輩は受験だからな、今でも迷惑かけてるけど、その時期にお願いして試験日と被るわけにはいかない。もっと早く。大晦日だ」
幸いにも……というのもおかしいが、今年の大晦日は日曜日である。
「年が変わる前に勝てれば当然俺らの勝ち、そこまでに勝てなきゃやられてなくても負けだ。わかりやすくていいだろ」
「年越しバトルってやつだね。なんだか楽しそうだ」
「でも……勝ち目……あるのかな」
不安そうな表情を見せる早帆ちゃんの頭に手を置く。
「あるとかないとかじゃない。自分で勝ち取れよ。納得がいかない世界をめちゃくちゃにしたいんだろ？　だったら何も悪役に回る必要なんかねーさ。世界を変える正義の味方ポジションで行こうぜ」
ま、正義っつっても自分の正義でしかないけどな。と笑いながら言って、手を離す。
「うん……わかった。木寺くん、知らないだろうけど、私すっごく強いからね？」
「期待してるよ」
さて、これで魔導士はメンツが揃った。お次は……と。
　
「おう、やるやる！　ははっ！　おんもしれーこと考えんな！　有栖！」
「向こうだったらお前らはその姿のまま戦えるんだよな？」
人間界じゃそうはいかないが。
「のーぷろぶれむ！　でもよー。どうせだから憑依しようぜ。有栖と勝たなきゃ……なんかこう、意味ねーじゃん」
「んー、そうだな。けど、俺が憑依させる相手はもう決まってるんだ」
悪いけど始まる前から。
「じゃんじゃじゃーん。わったしーだよー、ほむちん」
相変わらずどこから入ってきたんだか。ベッドの横から十六夜が顔を出す。
「げ。いざ姉もやんのかよ。こりゃマジだなお前」
「冗談でこんなことできっかよ。相手は太陽だぞ」
いやマジで。４００年の間には下手したら何百という精霊が束になってかかったこともあったろうに、それでも敵わなかった相手である。いくら用心してもし過ぎるということはない。
「ひゃっほー！　燃えてきたぜー！　今から全力ダッシュでランニングだー！！」
と言うと、焰は病室の窓から飛び出して行った。
　
「なんじゃ、億劫じゃのう。妾はバトルには向いておらんのじゃて。見学でもよかろ？」
「いーや、ダメだ。俺の精霊でいたいのなら、このバトルには絶対参加してもらう。じゃなきゃ解除ろ」
いつか織姫に言われた解除宣言を逆にやり返す。
「ふん。ちょっと成長したからと調子に乗りよってからに小童が。自分が如何に身の程知らずか考えたことがあるのか？」
「お前ならわかるだろ。不可能だと思っていても人はやらなければならない時がある」
例え誰かに怒られたとしても、誰かを傷つけたとしても。
「ふむ。で、何か策はあるのか？」
「ない！」
どーん、という効果音が出そうなほど、正々堂々と言い放った。
「やれやれ、これじゃからのう。まぁこれも役回りか、仕方あるまい。少しは時間を長引かせる小細工を演出してやろうかの」
「頼むぜ。上手くいったら若い男紹介してやる」
「えー。やだー。超うれしーんだけどー。もー、そーいうこと早く言ってよねー」
「織ちゃんって……こういう性格だったんだね」
「そゆこと」
「やだ、じゃあおめかししなきゃ。新しい着物作ろっかなー」
鼻歌混じりに織姫は病室から出て行った。
　
「ミィー！　ミィー！　ミィー！！」
「……なんだって？」
「自分だけ喋れないのは不公平だって。翻訳機能つけろってボヤいてる」
苛立っているのか、病室のあちこちを木霊は飛び跳ねて回っていた。
「いやいや、お前は喋れないからこそ人気があるんだぞ。考えても見ろ、喋れるゆるキャラの惨憺たる結果を。なまじ一体が成功して、注目されてテレビに出たりしちゃったもんだから、二番煎じキャラは地元のファンからは敬遠されるし、流行は一瞬で終わるし、散々じゃねえか」
「有栖なんか今日結構辛辣しんらつだね……」
いいんだよ、これくらいハッキリ言ってやった方が。目も覚めるだろ。
「とは言え木霊に無理させるのもな。こいつこそ見学してもらっとくか？」
「ミィ！」
「いてっ！」
心外な！　とでも言うように、俺の顔面目がけてダイブして来やがった。
「おーよちよち。有栖パパはひどいでちゅねー？」
「俺は植物の子を持った覚えはない」
大体木霊は喋れないだけで、赤ちゃんみたいな歳でもないだろ。
「んーと、７００歳くらいだっけ？　こだまん」
「ミィ」
木霊がうなずく。人間だったら人生１０回謳歌出来るじゃねえか。
「とにかく、こだまんも仲間なんだよ。だから一緒に戦うの」
「わーったよ」
「ミィー！」
木霊は張り切って、その小さな葉っぱの手でボクシングの真似事をしていた。
　
「ドーナツ１００個で手を打とうじゃないか」
「他のものはいいけどドーナツだけはやめてくれ。キャラが被る」
某大作とな。
「ぶわぁーか。ドーナツに著作権があるかっての。いいから私の言うやつ買ってこいほら、ゴールデン……」
「わーわー！」
「がーがー！！」
いや、やめようぜ。こういう不毛なの。……ほんとに。
「なんだよー。じゃ、またクレープかよー。……好きだからいいけどさ」
「クレープおいしいよねー。わたしベリー＆ベリー大好き」
「どうでもいいけど前から気になってたんだ。お前ら胃袋ってあんのか？　食ったもんどうやって消化してんだよ」
夜叉の食いっぷりはどう考えてもその体積内に収まらないと思うんだが。
ブラックホール的な何かがあるのか？
「あーやだやだ。これだからデリカシーのない男はもう」
「だよだよー。有栖ー。女の子にそんなこと聞いちゃだめ。乙女の身体は神秘なの」
「お米のカナダは辺鄙へんぴなの？　いや、そりゃ小麦だろ」
しょーもないことを言ったせいで二人からギロっと睨まれる。乙女こええっす……。
「まあ、手ぇ貸してやるよ。正直一回あのジジイとはマジでやってみたかったんだ。絶対ぶっ殺してやる！」
「……半殺しくらいでお願いします」
まあそんな心配する必要もないだろうが。夜叉がいくら強いったって、一人じゃ敵いっこない。
「頼んだぜ」
「任された！」
そう言うと夜叉は金色に輝く武器を背負い、病室の窓から飛び立って行った。
──お前らほんと窓好きな。ドアから出ろっての。
　
「いやー、残念ですねー。私ちょうどその日風邪を引く予定でして」
「その発言を堂々と言える度胸があるなら大丈夫だな」
相変わらず真っ白タキシードのヤサ男は、話し始めてすぐそんな言い訳をしだした。
「そういうくだらないことばっかり言ってるからそんな目に合うんだよー」
ただいつもと違うのは、左側の頬に大きく手形がついていた。
「全くお恥ずかしい。いえね、ちょっと２番目の彼女と３番目の彼女の誕生日を取り違えてしまいまして。２番目の彼女にはプレゼントがないことで怒られるし、３番目の彼女には上級精霊への昇進試験に失敗した日にプレゼント渡しちゃうし、踏んだり蹴ったりですよ」
「その内お前が踏んだり蹴ったりされそうだけどな」
っていうか浮気なのかよ。合意の上で複数人と付き合ってるわけじゃないのか。
「浮気というかですね。私は来るものを拒まない性格なだけですので。今までの彼女の中で自分から口説いたのはまあ……３人くらいですね。ああ、もちろん一度きりの関係はノーカウントですよ？」
「口説かれたのは？」
「三百はちじゅ……」
「よし、今日は俺がお前を踏んだり蹴ったりしてやろう」

どうしてこんなやつがモテるんだ。でも不思議なことに、世の中ってそうなんだよな。浮気なんて絶対許さない、なんて強く主張する女性に限って、浮気する男性を選ぶ。女性の見る目がないのか、男が付き合い始めてからだらしなくなるのか。全く理不尽なことこの上ない。
「っていうかお前の能力は必須だ。少なくとも俺の精霊の中で回復魔法を使えるのはお前だけなんだぞ」
純先輩の水走がいることにはいるが、熟練度からして過度な期待は出来ない。
「うーん。じゃあ私、サポートでも構いませんかね？　リングサイドで解説しますんで」
「ボクシングじゃねーっての。なんでそこまで戦うことを嫌がる？」
いや、そりゃまあ面倒なのはわからんでもないが。
「そうじゃないんだよ、有栖。おろちんの毒はね。相手が誰であろうと……それこそ神様だろうと絶対に効いちゃうんだよ」
「そういうことです。すぐ解毒の魔法を使えればいいですが……遅れた場合は最悪死に至ります」
「マジかよ。お前それ最強じゃねえの？」
どんな相手だって倒せるってことじゃねえか。
「生憎私はそんなものに興味はありません。女の子とキャッキャウフフしているのが一番楽しいので」
「鼻の下を伸ばすな鼻の下を」
こいつの彼女達とやらに今の顔を写メで送りつけてやろうか。少なくとも半数以上は去って行くに違いない。
「まあそういうわけで。当日はコタツの中から支援しますよ」
「せめて椅子に座るくらいで我慢してくれ。パイプ椅子くらい用意するから」
というわけで、最強だけど働かない変態紳士の協力までこぎ着けたのだった。
　
「ふいー。疲れた」
「おー疲ーれ様っ。今日はゆっくりするといーよ。あと一週間なんだしさ」
「そうだな」
とりあえず今の俺に集められるだけの戦力は集めたつもりだ。後は出たとこ勝負。
「そう……言えばさ、今日ってクリスマスイブなんだよねー」
「あ、そういやそうだな。すっかり忘れてた」
まあどっちにしろ、今の俺には縁のないイベントだ。
「木寺さーん。もうすぐ面会時間終了ですよー」
「あ、はーい」
そう返事をすると、すぐ帰り支度を始める十六夜──の手がふと止まった。
「あの……あのね、有栖」
「ん？　どした？」
十六夜は背を向けたまま、片付けかけた荷物から手を離す。
「明日は、月曜日だよね？」
「んだな」
今日、日曜だからな。
「ってことは、明日になれば、私の魔力も戻るから、１２時過ぎたらもう他の人には見つからないよね？」
「まあ、そうだな。……って、何の話？」
「へへっ」
変な笑い方をして、ベッドの横の椅子に座り直す。
「あのさ、今日……ここに泊まってくよ」
「ああ、なんだ。……って、ええ!?」
普通にビックリして声を上げてしまった。
「えへへー。……だってさ」
十六夜は少し表情を曇らせながら言う。
「モッテモテの有栖クンと二人っきりで過ごせるクリスマスなんて、もう最後かもしれないからさ」
「そんなの……これからいくらだってあるだろ」
これからだって、一緒にいるんだから。
「私はあくまで精霊。有栖だって、その内誰かと恋愛して、結婚もするでしょ？　そうなったらきっと、もう二人で、なんて言えないよ。……悪いし」
「そういうこと、か」
全く、精霊でも人間でも、やっぱり口にしないと想いというもんは伝わらんらしい。
「俺がどうしてこんな大げさなことして、精霊王にケンカ売ろうと思っているのか知ってるか？」
そう。こんなに勝ちにこだわってまで。
「へ？　それはほら、私の『仕事』のこと考えてくれたからでしょ？　あ、それともさほちゃんのため？」
「違うよ。……それもあるけど」
そんなのは後付けに過ぎなくて。
「あ、そっか、有栖ずっと日曜の精霊探してたもんね。どうせなら、最強の精霊が……」
「人間と精霊が結婚できないんだって規則を変えるためだよ！」
恥ずかしくなったのでそのまま十六夜と反対側に顔を向けた。
「俺さ、正直なところ、今のお前に対して恋愛感情とかはねーよ。何したってドキドキしたりしない」
十六夜がどんな表情でこれを聞いているのか怖くて、俺は後ろを向けなかった。
「でもな、お前がお前自身であることを放棄してまで、俺と一緒にいたいって言ってくれたのは嬉しかった。それだけじゃない、こうして世話を焼いてくれるのも正直、すごい助かってる。感謝してるよ」
両親共に健在だって言うのにな。息子が入院してようが見舞いにも来やしねえ。
「だから俺はせめて、お前が未来に夢を抱けるような世の中にしてやろうって思ったんだ。欲しいものは、何かを捨てなくても、少し頑張って手を伸ばせば届くんだって、そう言ってやりたいだけなんだよ」
そう言った瞬間、鼻先を柔らかい香りがくすぐった。背中一杯に暖かみを感じる。
「ありがと……有栖」
「……バーカ。まだ早え。夢の途中だっての」
そう言えば大蛇が言ってたな。ロミオとジュリエット。身分違いの恋。
その結末は、決して悲劇なんかじゃないんだって、そう証明しろってか。
「なあ、十六夜」
「ん？　なーに？」
「お前やっぱりその……残念だな」
「誰がぺったんこおねえさんか！！」
俺たちはきっと大丈夫。
少なくともこういった冗談が言い合えるほどに心が通っている間は──な。
　
「というわけであなたに勝負を申し込みます。精霊王。っつーかとっとと俺の日曜精霊になれやクソジジイ！」
そう言って俺は啖呵を切る。
自分を奮い立たせる。
そうでもしなければ足がすくんで立てなくなりそうなほど、目の前のひげ面のじいさんからは巨大な威圧感を感じる。
「ふぁっはっは。ガキが大きな口を叩きよるわい」
「おーっと有栖選手、言葉責めでいきなり強烈な先制パンチだー！」
雰囲気出してマイクなんか持ってんじゃねえよあの馬鹿。
「で……でっかい……」
フライパンを手にした純先輩は、１０ｍはありそうな精霊王のデカさにビビっている。
「ビビんじゃないよー、純。ナリはでっかくったって、あんなの所詮短……」
「ピピー！　ああっと、水走選手、試合開始前からファウルです。いやー、これは確実にイエローですねー。いや、ある意味ピンクかもしれません」
何の解説なんだよ一体。色んなものをごちゃ混ぜにするんじゃない。
「なんの！　大きさなら負けませんわよ！　ケルベロス！！」
高さでは負けているが、奥行きは明らかに勝っている巨体が蘭の横に姿を現す。
仲直りしたんだな。良かった良かった。
「老人介護は趣味じゃないんだけどな。まあ、冥土への案内くらいはしてあげるわよ！」
早帆ちゃんが耳では聞き取れない速さで呪文の詠唱をする。するとその身体に黒い爪と同じく漆黒の大きな翼が生える。
「んじゃまあ、ギャラリーも集まってきたことじゃし、始めるとするかいの。ムン！」
精霊王が左手の扇子を大きく振る。と同時に爆風が巻き起こり、あちこちに竜巻が現れる。
「左手じゃ！　まずあの扇子を止めねばどうにもならん」
織姫が大声で指示を出す。
「おっしゃあ！　いくぜ！　インフェルノ！！！」
焰が超スピードで突っ込んでいく。だがさほど速いようにも見えない精霊王は、まるでそこだけ時が止まったかのような動きで左手を狙ったそれを躱す。
「まだまだじゃの、小僧」
その焰に向かって右手の剣を振り下ろそうとする。
「おおっと！　そういう簡単にはいかせられないね」
夜叉の不倶戴天がその５ｍはあろうかという大きな剣を正面から受け止める。
「ふむ。あの荒くれ者がようこんな催しに顔を出すようになったのう」
「てめえの顔が歪むところを間近で見れるってんでなあ！」
そのまま夜叉は攻撃に転じる。が、その巨体に反する右手の超スピードで、精霊王は全ての斬撃をいなしていく。
その内、がくん、と精霊王の両腕が止まる。
「ミィーイ！」
木霊が伸ばした植物のツルが精霊王の両腕を縛っていたのだ。
「「もらった！」」
その隙を見て、焰と夜叉の両方が同時に攻撃を仕掛ける。
「いかん！　罠じゃっ！！」
織姫が叫ぶ。二人が近づいた瞬間、精霊王は木霊のツルを引きちぎり、両腕で同時に攻撃をしかけようとする。
「危ないっ！！」
「バインド！！」
二人が攻撃を受ける！と思った瞬間、再び精霊王の動きが止まる。
それに合わせて、二人は距離を取る。
「やれやれ。有栖くん。特別手当をもらいますよ。今日の僕はただの解説者なんだから」
「そういう割には随分キツく締め付けてくれるのう。大蛇よ」
大蛇がその目を赤く光らせ、魔力で具現化した白い蛇を、腕の上から精霊王の身体に巻き付けている。
「いやー、基本的に無駄は嫌いなんですよ、私。……殺れる時に殺らないと、ねぇ？」
そう言ってその具現化した蛇の牙を精霊王の首元に近づける、が、すんでのところで精霊王が大蛇の縛りを振りほどく。
「ふう。なかなかやりおるわい」
「息をつく暇などありませんですわよ！」
そう蘭が叫んだ瞬間、ケルベロスの牙が精霊王の左腕をかすめる。
「当たった！」
「むう……。お主の仕業か、水走」
確かにいくらケルベロスの攻撃が鋭いと言っても、今の精霊王の動きは鈍い気がした。
「美女に凍らされるのもなかなかオツなもんでしょ？　王様」
目を凝らして見ないと見えないような雪の結晶が、精霊王の周りに細かく降り注いでいた。精霊王はヒト型の精霊なので、体温の低下はその動きを鈍らせる。
「生憎儂は美女の氷漬けの方が好みじゃの！」
再度左手の扇子を振り、冷気を吹き飛ばす。
「くっ！」
その冷気が吹雪となり、俺たちの視界を奪う。
「まずい！　焰！」
「ほいさ！　エクスプロージョン！！」
焰の使った炎の魔法が風に混ざり、吹雪をかき消した。
視界が戻ると、俺の目の前にいきなり精霊王が現れる。
「油断しておるとこうなるぞ。小僧」
ほっと一息ついた瞬間を狙って、精霊王が俺に剣を向けてきたのだ。まずい！　と身をかわそうとした瞬間、
「あなたもね、おじいちゃん」
俺の後ろから飛び出した早帆ちゃんが、その悪魔の爪で精霊王の片目を抉る。
「ぐおっ！」
さすがにこれは効いたようで精霊王は一旦元いた位置まで引き下がった。
「あら。王とは言えど急所は急所のようね。安心したわ。これからどれだけのたうち回る様が見られるのかしら」
か、完全に性格が変わっておられる……。
どっちが本物なんだろうって考えたこともあるけど、今ハッキリわかった。
どっちの性格も早帆ちゃんなんだ。ただちょっと、スイッチが入る時があるんだって。
「メテオ！！！」
織姫の唱えた魔法が隕石を呼び寄せ、轟音を鳴り響かせて精霊王に直撃する。
っておい、ちょっと待て。
確かに前に聞いてはいたが、星を降らせるってもっとこう、メルヘンの方じゃなくてこれかよ。
「さすがにこの魔法は連発は出来んでの。確実にしとめられる時でないと……おいおい」
直撃の瞬間、扇子でガードしていたようで、ガードした扇子はボロボロになっていたが、精霊王は無傷だった。
「やれやれ。なかなか作るのに苦労したんじゃぞ、この扇子」
精霊王はボロボロになった扇子を投げ捨て、右手の剣を両手で持ち、構える。完全に攻撃特化の体勢だ。
「くっ！」
「ダメ！　有栖はまだ動いちゃ！！」
頭の中で十六夜の声がする。
「私の力は、きっと今の有栖じゃ制御しきれない。私たちはそれでよくても、皆や……近くで見ている精霊達まで傷つけちゃう。今は力を貯めるの。みんなを信じて！　きっと隙を作ってくれるから！」
「……わかった！」
織姫が考えた作戦はちゃんと事前に皆に伝えてある。
そうだ。俺が皆を信じなければ。
目を閉じ、自分の中に力を貯めることに集中する。
自分の身体があの時の十六夜のように光の球体に包まれているのを感じる。
「さて、第二ラウンドといくかの」
精霊王は片目が見えないことなど意に介さず、攻撃に転じる。
「ニーディングゴールド！」
夜叉が不倶戴天の形状を大きな金色の盾に変形させ、明らかに俺だけを狙ってくる精霊王の斬撃を防ぐ。
「宿主様は今忙しい！　ジジイの相手してる暇はねーってよ！！」
「ミィ！」
いつの間にか精霊王の頭の上に乗っかっていた木霊が、頭の上で小さな紫色の花を咲かせる。
「な……んじゃ？　身体……が……」
「蔓日日草つるにちにちそうか！　ぐっじょぶじゃ木霊！」
織姫が叫んだ草の名前は確か神経毒を持っていたものだ。
それでも数秒後には回復してしまうだろうが、一瞬の隙を作るには十分である。
「食らえ！　インフェルノ！！」
「ぐ……おお……」
脇腹に焰の直撃を受けた精霊王がよろける。
「ケルベロス！　ブレスよ！！」
よろけた精霊王の顔面にケルベロスの毒のブレスが炸裂する。精霊王の視界は完全に毒霧で覆われた。
「アームバインド！！」
大蛇が先ほどと同じように、その目を赤く光らせて精霊王を睨みつける。すると、大量の白い蛇が精霊王の右腕に巻き付き、その右腕を強く締め付ける。
「そろそろ終わりにしてもらいましょうかね！　時間外労働は私、嫌いなんですよ！」
その締め付けで精霊王の右手が緩む。
「はあっ！」
その隙を逃さず、早帆ちゃんがその悪魔の爪で精霊王の右手の平を手の甲側から貫く。精霊王の手から剣が落ちた。
「水走！」
「任せな！　フリーズ！！」
純先輩の声に合わせて水走が魔法を唱える。
精霊王の両足が地面に凍り付いた。
「今じゃっ！　宿主！！」
すうっと目を開く。
まるで俺から精霊王へ繋がっているように、うっすらとまっすぐ光の道が出来ている。
「いくよ、有栖！」
「おう！」
頭の中で十六夜と確認する。大丈夫。魔法は教えてくれた通り、ちゃんとイメージできている。
「「ソーラーエクリプス！！」」
眩い光が輝きを増し、巨大な閃光がまるで大砲のように精霊王を貫く。
その光はそのまま一直線に放たれ続け、全てを飲み込んでいくかのように思えた。
　
「やった……か？」
魔法の効果が消え、光が消えた後には、ボロボロになった精霊王の巨体が仁王立ちの状態で佇んでいる。
「せーの！」
純先輩がフライパンを精霊王の額に叩き付ける。
それに合わせてその巨体は後ろに倒れた。
「文句無し、じゃの、上出来じゃ、宿主」
わーっ！！　と周りから一斉に歓声が上がる。
「カン！　カン！　カン！　勝負あり！　この勝負、有栖選手の勝利です！！」
ボロボロの格好でもネタには根性見せるんだな、お前。大蛇がモテる理由がちょっとだけわかった気がしたよ。
「ミィ！　ミィ！」
「あー、腹減った！　メシにしようぜ、有栖ー！」
「有栖ー、ドーナツ……じゃねえや、クレープだったか。ああもう、何でもいいや！　甘いもん持ってこい！」
「有栖様！　お怪我はありませんこと!?」
「有栖くーん。大丈夫ー？」
「ね、私強かったでしょ？　木寺くん。……惚れ直しても、遅いんだから」
皆が思い思いの言葉を口にして俺に近寄る。
「かーっかっかっかっか！」
その瞬間、倒れた精霊王の方からけたたましい笑い声が響く。
「いやー、負けた負けた。もう体が動かんわい。儂も年かの」
俺は十六夜との憑依を解除し、倒れた精霊王の顔の近くまで歩き寄る。
「約束だぜ。俺の日曜の精霊として契約しろ」
「んー、まあ儂は構わんが、お主はそれでいいのか？　儂なんぞ老いぼれじゃぞ？」
「いいさ」
俺はそう断って、契約の言葉を口にする。
「我、汝ら精霊と約を求める者なり。その力、この身をかけて現世へ導きたもう」
「我、その盟約に従い、汝と契りを交わさんとす。……契約成立じゃ。よろしくの、宿主」

よし、と俺は契約精霊に、初めての指示を口にする。
「お前は今まで通り精霊王として、精霊界の治安維持に務めよ。俺のところにはこなくていい。……ってか来るな。でか過ぎて扱い辛いわ」
精霊王は鼻先でふふんと笑って、
「あいわかった。宿主の指示とあらば仕方ない。死ぬまで現役として務めさせて頂こう」
笑みを浮かべたままそう答えた。
「指示はもう二つある。一つ目は、人間界の治安維持には関与するな。人間のことは人間がやっていかなければならない。お前が守るのはこの世界の住民だけだ。そしてその役目はお前が担うこと。他者に任せるのは許さん」
これで月の精霊もその重みから解放されるはずだ。
「ふむ……では精霊が起こしたことで人間が被害を被った、またその逆の場合はどうするかのう？」
「同じだ。例え精霊が起こした事件であっても、人間界で起きたことは人間が解決する。そのくらい出来るさ」
人間を舐めるなよ。と、からかうような口調で口にする。
「よかろう。その方がわかりやすくてよい。して、最後の一つは？」
「んっと、そうだな。それはちょっと個人的なことなんだが……」
皆がじっと見つめている。
……言い辛い。というか恥ずかしい。
ここで言ったら絶対に誤解される。
「いや、そのな、規則をちょっと変えて欲しいというか……あの、人間と精霊についてだな」
「有栖とわたしの結婚を認めなさい！」
いつの間にか俺の傍に来て、いきなり割り込んで来た十六夜が堂々とそう宣言する。
「ちょ！　お前いきなり何言って──」
「……だそうじゃが？　宿主。それでよいのかの？」
精霊王がニヤニヤ笑いながら俺に問いかける。
ふと周りを見渡すと、全員が同じような表情をしていた──約２名を除いて。
「な、ななななんてことを仰ってますの!?　有栖様は私の……」
「ううん。木寺くんは私のこと、初恋の相手だって言ったもの、そうよね？」
二人が大声でそう言いながら俺へ近づいてくる。
ああ──もういい！
「もういいやめんどくせえ！　今日からお前が俺の嫁だ！！」
そう叫んで、隣の女の子の唇を奪った。
すぐさま、周りからもう一度大きな歓声が上がる。
「いいなー、有栖くん。十六夜ちゃんも」
「アンタもいつかいい人に出会えるさ、純」
「有栖ー、んなこた後でいいからさっさとクレープ食べにいくよー！」
「いーや、夜叉姉、メシが先だ！　有栖ー！　メシメシー！！」
「有栖くぅーん。若い男の子の紹介忘れるんじゃないわよー！」
「気ん持ち悪っ！　キャラ崩壊してますよ、織姫。……やれやれ。見せつけてくれますね。僕も誰かとデートしよっと」
「ミィ！　ミィ！！」
「ちょ、ちょっとちょっと！　お待ちになって有栖様！！」
「本当は私の方があの子より強いのに……後で後悔しても遅いんだから」
こうして、俺の日曜日の挑戦は大成功に終わった。
──かに見えた、のだが。 




エピローグ
　
ピピピ……。と目覚ましの音が鳴るのを止める。
「有栖ー。早く起きなさーい。あなたの新妻のご飯ができたてホヤホヤですよーっと」
何かにつけて新妻新妻言うんじゃねえ。
大体、俺は宣言したものの、まだ婚姻届にハンコついたわけでも何でもない。
というかそもそも精霊相手にそんな書類は存在しない。
「そりゃまあ……感謝はしてるが」
呟きながら起きて制服に着替える。
髪がちょっとはねてるな。後で直そう。
「ねぼすけ有栖ー。ご飯冷めちゃうよー」
「はいはい、すぐ行くよ」
階段を下りながら返事する。
そしてリビングにたどり着くと、そこには十六夜の分と俺の分の朝食が並んでいる。
栄養バランスを考えないとってことで、朝はパンではなく、ちゃんとご飯を炊いてくれるのが十六夜のいいところだ。
──とまあ、ここまでは普通なのだ。なのだが。
「おはようございます、有栖様。今日もいいお天気ですわね」
「おはよう、有栖くん。あ、寝癖ついてるよ？」
「おはよう、木寺くん。良い朝ね。せっかくのこんな天気のいい朝だもの、もっと広いお屋敷で過ごしたいとは思わない？」
やっぱりいた。三人とも。
「ちょ、ちょっと待ちなさいあなた！　先週抜け駆けはしないと約束したばかりではないですか！」
「あら。私はただ質問しただけですよー。ねえ、木寺くん」
「いやぁ、十六夜ちゃんの作るご飯は美味しいなぁ」
お嬢様達二人がちゃっかりリビングの椅子に座り、それぞれ自分で持って来た朝食を食べていた。また、純先輩は十六夜の作るご飯の味に魅了されてしまい、ご飯目当てで毎朝うちに来ている。
……頼むから自分の家で食べてくれ。
「今日からまた一週間が始まるのか……」
精霊王とのバトルから一ヶ月。
冬休みが終わってから平日毎朝この三人は俺の家で朝食を摂っている。
それだけではなく、学校でも逐一争い合って俺に絡んでくるから困ったものだ。
先週はテストの答案用紙に名前を書き忘れていると言われて書いたらそれが婚姻届だったり、家に結婚式場から頼んだ覚えのない式の内容について確認の電話がかかってきたりと散々だった。
「まあまあ。二人も悪気はないんだし。いいんじゃない？　モテモテ有栖くん」
不思議と十六夜はご機嫌である。
いいのかよ。蘭の方はともかく、早帆ちゃんの方は何か間違いがあっても知らねえぞ、俺。
「さすがは正妻。小娘とは懐の深さが違いますわね」
「いやぁ、もうこのお味噌汁の味が最っ高で」
「でも木寺くんは絶対私の方が好き。だって体型でハッキリ序列がついてるもの」
「だ、誰がぺったんこおねえさんか！！」
お前実は気に入ってるだろそのフレーズ。
「ああもう……憂鬱だ」
俺の名前は木寺有栖。ごく普通の男子高校生は、ごく普通の生活をし、ごく普通に学校に通っていました。でも、ただひとつ──ではなく、三つも四つも違ってきてしまってそろそろ収拾がつかなくなってきましたね、はい。
何はともあれ、実は俺、今も元気に魔導士やってます。愉快でちょっとはた迷惑。だけど何よりも大事な仲間達と一緒に。




あとがき
コンシューマゲームはＲＰＧと格ゲー。それにパズルしかやりません。どうも矢島です。
とは言え、最近は携帯ゲームばかりやっており、コンシューマ機が部屋のオブジェとしてホコリを被りつつあるのですが……。
すぐにアクセスできるっていいよね！
さてさて、元々、このお話は会社の同僚のアプリ企画ネタから生まれたものでした。
曜日ごとに変化するキャラ時計。是非ともアプリ化して欲しかったのですが、デモを作った段階で頓挫してしまったようで。
欲しかったなー。使いたかったなー。こんなキャラクターがいたらよかったなー。と思って妄想していたら、いつの間にかぼんやりと頭の中に七曜の精霊のキャラクターが出来ていました。
そのままサラサラとラフイラストを書き、パソコンに向かったところ、実質３日くらいで最初のバージョンのお話が書き上がりました。当時の矢島としては間違いなく最速記録です。今思えば最初のバージョンは文章も言葉もストーリーも粗々でした。はいそこ、今もそんなに変わってないとか言わない。
それから何度か小説賞に応募させて頂く中で、修正し、現在の形に落ち着きました。私の投稿作品の中では一番評価がいいので、何か賞が取れるまで頑張れば良かったのですが、あんまり時間をかけ過ぎるとネタの風化具合がヤバいのでね。
というわけで、最後まで作品を読んで頂き、ありがとうございました。
感想などございましたら、レビューをよろしくお願い致します。
また、今回、作品に対する的確な指摘を下さった野中樹様、投稿の際に評価を下さった出版社の方々、ネタを提供して下さった同僚の皆様。
本当に、ありがとうございました。
一応、続編の予定もしておりますので、この作品を気に入って頂けましたら、是非是非続編もお読み下さいませ。
２０１４年５月　矢島　好喜
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京都に生息しています。本職システムエンジニア。

最近、近所の居酒屋のビフカツサンドにやられて味覚変動が起きました。
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最近は淡水エビの飼育にハマっています。
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矢島好喜



京都に生息しています。本業システムエンジニア。
最近、社長になりました。
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